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（午前 ９時００分 再開） 

 

○木下順一委員長 皆さん、おはようございます。ただいまから予算決算常任委員会を再開します。 

  本日の審査は、観光商工課、建設課、教育委員会総務課、学校教育課、生涯学習課です。 

  まず初めに、観光商工課の当初予算を審査します。 

  説明資料は、１２０ページから１２９ページまでとなります。 

  観光商工課の事業のうち１２０ページ、ふるさと納税推進事業につきましては、現在の担当課が企画財政課

であることから、進行の都合上、こちらのみを先に審査を行います。 

  それでは、１２０ページ、ふるさと納税推進事業について企画財政課の説明を求めます。 

  企画財政課副参事。 

○斎藤企画財課副参事 企画財政課、斎藤です。 

  皆さん、おはようございます。よろしくお願いいたします。 

  それでは、１２０ページ、ふるさと納税推進事業で６億５,０９０万８,０００円でございます。 

  お配りいたしました資料、観光商工課１をご覧ください。 

  すみません、資料のところで少しだけ修正をさせていただきたいところがございます。左上、一番最初のと

ころの実績概要と市場動向の２行目のところになりますが、令和７年３月現在と括弧書きで書かれている場所

があります。こちら令和８年３月現在でございます。申し訳ございません。 

  そこから、下に行っていただくと棒グラフになっているところがございます。それの右の一番下に２月時点

と書かれておりますが、こちら３月時点が正しいことになりますので、全て令和８年３月時点の資料というふ

うにさせていただきたいと思います。申し訳ございません。よろしくお願いいたします。 

  改めまして、それでは、説明させていただきます。 

  まず、実績概要と市場動向になります。令和７年度の寄附額でございますが、１１億円を超え、件数は１万

６,０００人に及んでおります。寄附額は横ばいとなっておりまして、件数としては過去最高となっておりま

す。全国的な市場動向といたしましては、国内人口の減少等もあり、成熟期に入ったというふうにされており、

今後は、拡大傾向から減少傾向に変化する懸念があるとされているところでございます。 

  右のほうにいっていただきまして、令和８年度の事業方針になっております。寄附額１２億円、件数２万件

を目標としたいと考えております。また、民間企業のノウハウを活用し、安定的な返礼品の供給ができるよう、

返礼品の多様化・洗練化を進め、返礼品やポータルサイトの適正化、事務体制の効率化を図っていきたいと考

えております。 

  下のほうにいっていただきまして、新規拡充事項というふうに書かせていただいております。 

  一つ目に、返礼品造成・魅力化の抜本的強化ということで、先ほど少し申し上げましたが、飲食店経営や商

社機能に一定のノウハウを持つ民間企業者と連携して、新商品の開拓・造成支援等について、伴走的支援を行

いたいと考えております。 

  二つ目に、旅行関連商品のプロモーションの拡充としていきますが、旅行商品に関して効果的なプロモーシ

ョンの実施を行い、また現地決済型ふるさと納税についてもさらなる拡大を進めます。 
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  三つ目に、返礼品・ポータルサイトの適正化・拡充をしていきます。こちらは効果の乏しい返礼品やポータ

ルサイトの見直しを図りつつ、効果の高いポータルサイトへのコスト集中を図っていきたいというふうに考え

ているところでございます。 

  以上、説明とさせていただきます。よろしくお願いいたします。 

○木下順一委員長 説明は終わりました。 

  ふるさと納税推進事業についてご質疑はございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 この手数料の中身をちょっと教えてください。 

○木下順一委員長 企画財政課、浜崎課長補佐。 

○浜崎課長補佐 企画財政課、浜崎です。よろしくお願いします。 

  手数料のこちらは、主な経費のところにポータルサイト利用料ということで２億５３００万円が計上させて

いただいております。これまで令和７年度の予算の時点では、令和５年度の実績推計に基づいて手数料を計上

しておりましたので、その結果、今年度に寄附額が増加したこともあって、１２月に補正をしていただいたわ

けなんですけれども、やはり当初で計上していた手数料がちょっと不足することが見込まれましたので、増額

させていただいたという経緯もあって、今回は２０％に消費税分の額で手数料を見込ませていただいたところ

です。 

  以上です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 手数料はどちらへ予定しますか。手数料を払う、そのサイトの名前とか、そういうのを詳しく

教えてください。 

○木下順一委員長 浜崎課長補佐。 

○浜崎課長補佐 手数料は、まず観光協会さんのほうへふるさと納税の業務を委託している分と、それから、ポ

ータルサイト、例えば大手４社と言われるふるさとチョイス、ふるなび、楽天、さとふるといった、そういっ

たところのポータルサイト等が挙げられます。 

  以上です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 その内訳、どこに幾らというのは出とるわけやで、できたら教えてもらえることができますか。 

○木下順一委員長 浜崎課長補佐。 

○浜崎課長補佐 内訳につきましては、あくまでもその実績ベースでしか積算をしておりません。 

○尾﨑 幹委員 ５年度ね。 

○浜崎課長補佐 はい。トータルで例えばこのポータルサイトごとに手数料率が異なっておりますので、個々に

例えばこのポータルサイトで幾らというような計算はしていないところです。 

  以上です。 

○尾﨑 幹委員 了解です。ありがとう。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 
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  五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 決算のときに、私たちのほうから漁業関連の加工品をもうちょっと力を入れてほしいとい

う話をさせていただいたと思うんですけれども、加工品に関することは特に資料とかには書いてなかったんで

すけれども、そこら辺に関して何か方針とかあったら教えてください。 

○木下順一委員長 斎藤副参事。 

○斎藤副参事 今回、少し説明の中で言わせていただいております民間企業者さんとの連携をし、新規開拓・造

成というところでございますが、特に今回は観光協会さんともお話をさせていただきながら、観光協会さんと

しては、やっぱり観光にとても強くて、そのネットワークもあるんですけれども、先ほど言われた漁業関係の

加工品とか、そういったところはまだまだ難しいところもあるということで、そういったところを民間企業者

さんのお力をお借りして開発していく、出口もたくさんつくっていくというようなことで、来年度戦略を考え

ているというところでございます。 

○木下順一委員長 五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 ありがとうございました。よろしくお願いします。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

  世古安秀委員。 

○世古安秀委員 ふるさと納税、よく頑張ってここまで１１億円やってきたと思います。 

  あと、目標としては、昨年、泉佐野へ行ったときに１５億円を目指してという、鳥羽市に合った相応の目標

を立てていただいたらというふうな話もしておりますけれども、もうちょっと上でも目指せるような状況です

けれども。 

  あと、ちょっとお聞きしたいんですけれども、一つは、今後増やしていくために、旅先納税をやっぱり増や

していくということで、資料の中に協力店舗の拡大と導入店舗の支援を進めるというふうに書かれております

けれども、具体的にどういうふうな方法で入ってもらうのか、旅先納税の協力店舗を増やしていくのかという

ところをお尋ねしたいと思います。 

○木下順一委員長 浜崎課長補佐。 

○浜崎課長補佐 前の決算のときにも具体的には観光で来ていただくお客様に、現地型ふるさと納税の推進を図

るとか、いろんなホテルであるとか、そういう店舗での窓口の推進等を進めていくというようなお話もさせて

いただきましたけれども、ここの資料の新規・拡充のところのプロモーション（既存・拡充）のところでも記

載をしておりますとおり、観光振興事業と一体となった相乗効果が期待できるから協力店舗との協力を図って

いくということで、そういったところで考えています。 

  以上です。 

○木下順一委員長 世古安秀委員。 

○世古安秀委員 ぜひやっぱり協会任せではなくして、やっぱり市のほうからも個々の事業者に対しての働きか

けをやっていただきたいなというふうに、職員も今度ちょっと観光課のほうに変わりますけれども、いろいろ

なつながりがあってというふうなところで、そういうところから各店、ホテルのほうへ呼びかけていただきた

いなというふうに思います。 
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  それから、目標を達成するようにぜひ頑張っていただきたいなというふうに思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 今回目標も１万６,０００と寄附件数を伸ばすということは、それなりに扱いの商品とかが増

えるという、煩雑化するということだと思うんです。そもそも企画から観光課へいくという当たったときの今、

なりますけれども、その期待できるどういった狙いがあるんでしょうか。効果、そもそものところでお願いし

ます。 

○木下順一委員長 浜崎課長補佐。 

○浜崎課長補佐 今回、事業の目標の活動指標の、予算説明資料のほうにも書かせていただいたように、前年ま

では金額を目標にしておりましたけれども、今回は件数ということで、先ほど副参事の説明の中でも、全国的

にこの市場の規模が横ばいになるような傾向があって、今後のその減少も懸念される中において、なかなか金

額は確かに伸ばしたいところではあるんですけれども、そこがどうなるか分からない状況の中で、やはりその

裾野を広げていくということで、説明資料の事業概要の２段落目にも書かせていただいたとおり、より事業者

との連携を図りながら、この今新しく昨年度から始めました１,０００万円の補助金も含め、より新規、返礼

品であるとか、今の返礼品のブラッシュアップを図れるように、事業所に近いところで取り扱っていただくほ

うが、よりそういういろいろな販路拡大や新規開拓も含めて期待ができるのではないかということで、今回こ

のように計上をさせていただいたところです。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 これ、新規の拡充のところの返礼品のところが魅力化の抜本的強化というふうに書かれていま

す。恐らくそれを現場に近いところの観光商工課のところでお願いするんだというふうに期待することだと思

うんです。今の新しい取組の中で新商品を開発するに当たっても補助金をつけて、ただ、なかなかそういうこ

とが知られてない状況がありますので、そういうことも含めてしっかりと取り組んでいただきたいなというの

が１点と、あと、五十嵐委員の話にもありましたけれども、水産関係のことに関しては、今、来年度に向けて

取り組まれている移住・定住の地域おこし協力隊の方が新しく新商品開発のことでちょっと取組をしていただ

けるような方向性になっているかと思うんです。それで、漁協でも定期便の新しい商品を開発したいとかとい

う思いはあるんですけれども、なかなかどこでも人手不足で新しい開発ができない中にそういう連携もありま

すので、一つ心配なのは、この今の商工の関係、商工のところに２人しかいませんけれども、その辺の体制と

いうのは大丈夫なんでしょうか、観光課としては。 

○木下順一委員長 観光課長。 

○髙浪観光商工課長 観光商工課、髙浪です。よろしくお願いします。 

  ふるさと納税業務が観光商工課に来るということで、人員に対しては非常に心配をしております。ただ、ふ

るさと納税業務が来ますので、人員も増えるだろうと期待はしております。分かりません。ふるさと納税に関

して、市議会の皆様からも、商工労政係のほうでやるほうがいいんじゃないかという提案もいただいておりま
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すので、私どものほうで頑張っていきたいと思いますが、令和８年度の税制改正大綱の中で、ふるさと納税に

関して、高所得者の控除額の上限の設定がされるのではないかということで話が進んでおります。これは、こ

れまで高所得者の方が大きな金額を寄附していただいたものが恐らく控えられると思います。そうなると、や

はり件数に頼ることになろうかと思いますので、件数は上げてきたということになります。 

  先ほどから水産物の加工の話、加工品の話であるとか、現地決済のお話がありました。そういったところは

私ども漁業と観光の連携事業もやっておりますし、漁協さんとの連携によって加工品を出していただくように

一緒にやりたいと思いますし、旅行に来られた方が、宿泊された方であるとかが旅館の中で現地決済していた

だいて、非常にこれ手軽にできますので、現地決済をしていただいて件数を増やしていくということに注力を

していきたいと思っております。 

  いずれにせよ、金額だけにとらわれるのではなくて、市内の事業者さんの力を上げていくということで、商

品開発なども頑張ってやっていきたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  おっしゃっていただいたとおりだと思うんです。ふるさと納税で税収を上げるというのが一つと、観光商工

課がやるということは、そういう企業さんを含めて、市内業事業者さんの下支えをしていただけると。今回、

観光商工課のほう、商工でいきますと、新しい小規模事業者も含めて、条例があって、支援をしてくという中

で、２人体制の中ですごく心配なんです。この件数を増やしてくということと、その新しい商品開発をしなが

らしていくということは現場に出向く機会がかなり増えてくると思うんです。そういうところをきちっと人員

体制のほうも強化していただきたいと思うんですけれども、その辺のところ、副市長いかがでしょうか。 

○濱口正久委員 副市長。 

○大野副市長 人員体制につきましては、まず組織が改編されるというところもございまして、一定の量の業務

が課をまたいで移るということがございます。当然人員配置につきましては、その移る業務量も踏まえて、し

っかり今考えております。ちょっと何人増えるとか、ちょっと今この時点では言えませんけれども、しっかり

それも踏まえて人員配置は考えております。 

  以上でございます。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  これ、今、人が足らんという話じゃなくて、本当にこれから新しい事業を展開して、事業を新規、それから

拡充していこうという、活発にやろうという動きがありますので、しっかりとそこを取り組んでいただく人が

必要ですので、大いに議会も期待しているところだと思いますので、しっかり取り組んでいただきたいと思い

ます。 

  以上です。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

  坂倉委員。 
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○坂倉広子委員 昨日、振り返りの中で、議長のいろいろお話いただいて、もう本当にああ、この視点は大事だ

なと思ったので、一言発言をさせていただきたいと思います。 

  この１１億円から１２億円を目指して事業方針を資料に出していただきました。２.０万件を目標とすると

いうことに、もう本当に頑張っていただいているなというのを思いまして、そして、観光協会さんも一生懸命

やっていただいているというのも私も現地で聞かせていただいておりますし、さらなる鳥羽の魅力の認知度の

向上を目指していただいて頑張っていただきたいなというエールのお言葉を述べさせていただきたいと思いま

す。頑張ってください。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 資料を頂戴して新規・拡充事業の３項目意気高しだと思います。意気高しだけれども、目標が

１２億円というのは、これはあまりにも低いんじゃないかと率直に思います。なぜかといいますと、鳥羽市は

四、五年前は県内２９市町で、明和町に次いで第２位でした。ところが、今年は松阪にはるかに抜かれ、松阪

はトップで、松阪牛だけれども、２４億円、次いで志摩市１６億円、明和町が１２億円、鳥羽が１１億円と。

ですから、志摩市はもうはるかかなただったんですよ、鳥羽よりも下。それが今は１６億円、それで、市長は

幾ら目指しとるかというと、３０億円目指しとるんだと言うておりました。ですから、目標数字の置き方が僕

はもう桁違いだというふうに思います。 

  それで、以前の決算でも指摘しましたけれども、我々議会も泉佐野、それから西伊豆、そういう先進のふる

さと納税地を視察してきました。そこから学んだことは、この決算でも担当課に提案をしてきました。特に泉

佐野の場合はもう３桁ですわね。１３０億円、１５０億円の範囲で何年も来て、もう本当に財政が潤っており

ます。左うちわでおれるという状況になっております。泉佐野に対して僕が提案をしたのは、担当者が泉佐野

の担当者のところへ視察に行くか、それから、阪上さんとおっしゃったかな、僕ら講義を受けた、研修を受け

たチューターですけれども、私もどこへでも行きますよと、鳥羽市さんも行きますよというふうに言うており

ました。ですから、彼を招くか視察に行くかということをぜひやってほしいという提案をしたんですけれども、

それをなさっておりますか。泉佐野に限らず、どこか先進地を視察したか。講師を招いてあなた方、課内で研

修したかということについてはいかがでしょうか。 

○木下順一委員長 ちょっと事業内容からはずれますけれども、そこだけちょっと斎藤副参事、お答えください。 

○斎藤副参事 泉佐野の取組内容等について、企画財政課の中で勉強はさせていただきましたが、招待してお話

を聞いたり、こちらから出向いたりというところまではさせてはいただいておりません。 

  以上でございます。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 人材、人事についても地域おこし協力隊のふるさと納税担当者でこれを配置するわけですから、

それは彼になるか、彼女になるか分からんけれども、もう早速泉佐野に派遣するというふうにして、大いにス

キルを上げていただきたいということを要望しておきます。 

  それから、返礼品、この中にも二つ目に経済波及効果ですね、主力返礼品で経済波及効果の高い旅行関係商

品というふうに出ております。もう返礼品というのが決定的だということは、あなた方の認識と僕らの認識と
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同じです。泉佐野で感心したのは、返礼品は、その地域で、鳥羽で作って売るもの、鳥羽と関連があるもので

しかアウトですから、泉佐野はどういうふうにしとるかということを僕は感心したんだけれども、泉佐野にな

い、そして全国的にランキングの高い返礼品について、そういうものを作っている企業を誘致するわけなんで

す。それで泉佐野の返礼品だということにして、ハム工場とか幾つかのものを企業誘致しておりました。 

  ですから、このふるさと納税制度というのは、単にお金を上げるということではなくて、地域経済の振興に

プラスになっとるわけなんです。ですから、うちの場合はまだ第２工業団地で用地はどんと余っとるわけだか

ら、工場をそういうところに大いに誘致して、そして、鳥羽に欠けている返礼品についてはそこから作り出す

と。牛肉というのはもう人気商品だけれども、牧場はあるんだけれども、それを加工してハムにするとか、そ

ういうものはまだないというふうに思うんですよ。いろいろ今度の地域おこし協力隊のふるさと納税担当者に

大いに期待しますけれども、１人おって、その１人がフル回転すれば、あんなもの１０億円、２０億円、もう

すぐにでも増えるというふうに私は思いますよ。泉佐野の経験から僕ら学んできて、そう思いました。僕も議

員退職したら、ボランティアで、市の地域おこし協力隊の隊員というか、ふるさと納税の事務をさせていただ

いて、それで何とか数億円を編み出すように貢献できればというふうにも思っております。ちょっと委員長、

ごめん、余計なこと     

○木下順一委員長 論点が随分ずれてきておりますので。 

○戸上 健委員 そういう期待感があふれておるということを理解していていただきたいというふうに思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、企画財政課は速やかに退出をお願いします。 

（企画財政課退室） 

○木下順一委員長 それでは、続いて説明資料１２１ページから１２９ページまでの範囲について観光商工課の

説明を求めます。 

  観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 観光商工課、髙浪です。どうぞよろしくお願いいたします。 

  まず、令和８年度予算編成に当たって、苦心した点、工夫した点について申し上げます。 

  令和８年、今年４月から宿泊税の導入が始まることから、その使途の在り方について、関係者の皆様と何度

も協議を重ねてきました。宿泊者の皆様にとって明確なメリットが感じられ、その効果が次の経済活動につな

がり、持続可能なまちづくりへと還元される仕組みとすることが重要であると考えました。 

  １２月会議では使途を明確化するための観光まちづくり基金条例を可決いただき、かつその使途に沿った予

算編成とするため、地域ＤＭＯを中心とした関係団体や事業者の皆様、市役所の各課との協議を重ねながら予

算編成を進めてまいりました。新たな事業として、しかるべき時期に宿泊誘客を行うための補助制度や観光地

域づくりの中核を担う地域ＤＭＯの機能強化につながる支援制度、美しい町並みの形成を促進するための整備

補助制度、ほかの各種計画との整合性を図りながら活用できる支援制度を創設いたしました。 

  また、今回、第７７号議案として提案をさせていただきました鳥羽市中小企業・小規模企業振興条例にひも
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づく予算とするため、これまで鳥羽市、商工会議所がおのおので行っていた業務をまとめ、効率的、効果的な

事業としております。 

  それでは、まずさきにお渡ししております資料をご覧ください。 

  資料２でございます。資料２をご覧ください。 

  こちらは令和８年度鳥羽市観光振興基金、いわゆる入湯税を財源とする事業の内訳表となっております。 

  詳細については説明を省かせていただきますが、主な観光振興事業や、その他観光関連事業に財源を活用い

たします。 

  資料２の３ページ目に観光振興基金を活用する総事業費を示しております。総事業費は８,０１０万

２,０００円でございます。先ほどのふるさと納税の資料が資料１でございますので、観光振興基金の内訳表

は資料２とさせていただいております。 

  続きまして、資料３をご覧ください。 

  こちらは令和８年度観光まちづくり基金、宿泊税を財源とする事業の内訳表となっております。 

  本資料に記載しております事業は、観光商工課だけで実施するものではなく、関係課、関係団体等が実施す

るものも含めてまとめております。先ほど苦心した点、工夫した点で申し上げましたとおり、ＤＭＯを中心と

した関係団体、また市の関係各課との協議を重ねながら取り組む事業として整理をいたしました。 

  様々な事業を展開いたしますが、その目的は、鳥羽市観光まちづくり基金条例に定める基金の処分事項に基

づくものであり、具体的には、宿泊客の満足度向上に資する施策の推進、観光客の受入れ体制の強化、景観及

び地域資源等の保全・活用、観光関連団体の組織強化、これらに該当する事業を実施するものでございます。 

  資料３の２ページ目、総事業費を示しております。総事業費は２億５,０９８万３,０００円でございます。 

  それでは、予算説明資料を基にご説明をいたします。 

  先ほどの資料３の続きで資料４がございます。資料４と併せてご覧いただければと思います。 

  予算説明資料の一部が欠落してしまいました。そこを資料を４として提出させていただきましたので、資料

４も併せてご覧いただければと思います。大変申し訳ございませんでした。資料４は商工費の説明の折に活用

させていただきたいと思います。 

  では、予算説明資料１２１ページをご覧ください。 

  観光振興推進事業１億９,６７４万９,０００円で、観光案内所の運営、観光パンフレットの制作、鳥羽市観

光協会や鳥羽商工会議所など、各種団体と連携した観光振興を図ります。 

  資料５をご覧ください。 

  資料５、１ページ目の上段部分には、議案第８７号として提案しております第３次鳥羽市観光基本計画の目

標像や基本方針、戦略等を記載しております。資料５の真ん中辺りです。①新たな観光財源の活用による観光

誘客の推進として、宿泊税を主な財源として、新規事業です。ニューと赤字で記載をしました新規事業で、観

光まちづくり事業補助金を創設し、観光まちづくりの中核を担うＤＭＯである一般社団法人鳥羽市観光協会及

び相差海女文化運営協議会に対し補助金を交付し、宿泊者の満足度向上に資する事業や、観光振興に必要な統

計調査・分析等を実施してまいります。 

  地域ＤＭＯで実施する具体的な事業として、例えば閑散期における宿泊キャンペーンの実施や、修学旅行生
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に対する市内消費を促すクーポンの発行など、宿泊者の直接的な利益につながる事業を展開していく予定でご

ざいます。これらにより宿泊者への還元が実感できる取組を進めてまいります。 

  次、同じく新規事業でございます。宿泊税啓発ツール作成については、宿泊税をご負担いただいた宿泊者の

皆様に対し、その目的や使途を分かりやすくお伝えするためのものでございます。具体的には、本事業は宿泊

税を財源として実施していますといった表示であるとか、案内ツールを作成し、宿泊者の皆様に還元の内容が

見える形とするための費用を計上しております。宿泊税は宿泊者の皆様のご理解とご協力の下、成り立つ制度

でありますので、使途の透明性を確保し、納得感を高める取組として実施してまいります。 

  そのほか国内誘客プロモーション事業による式年遷宮に向けた事業や伊勢志摩国立公園８０周年記念として

実施する事業への負担金等を支出いたします。 

  予算説明資料１２２ページをご覧ください。 

  観光施設維持管理事業４,５０４万４,０００円で、市民や観光客が利用する公衆トイレ、佐田浜東公園足湯、

安楽島海水浴場、近畿自然歩道等の維持管理や、安全に利用いただくための管理等を行います。 

  先ほどの資料５の２ページ目をご覧ください。 

  ②快適な施設や景観の維持管理として、こちらも新規事業、赤字でニューと記載しました。新規事業で宿泊

施設美観整備事業補助金を創設いたします。本制度は、宿泊施設において、老朽化等により外観を損ねている

部分の修繕や改修、施設内の機能向上に資する整備等に対して補助を行うものでございます。宿泊税を活用し、

宿泊者が快適に滞在できる環境を整えることで、満足度の向上を図り、リピーターにつながることを目的とし

ております。 

  予算説明資料１２３ページをご覧ください。 

  宿泊（観光）産業活性化事業６,２４６万５,０００円で、鉱泉源の品質保持や温泉を活かした観光振興を図

るため、鳥羽市温泉振興会への補助金の支出等を行います。 

  資料５の２ページ、③鳥羽温泉郷の保全と持続的な活用の促進で、こちらも新規事業です。源泉保全・安定

供給支援補助制度を創設いたします。近年、鳥羽市内において、自ら温泉を掘削し、源泉を保有する施設が減

少傾向にあり、将来的な供給体制の維持が課題となっております。鳥羽市が誇る鳥羽温泉郷の魅力を将来にわ

たり維持し、温泉による観光振興を持続的に推進していくため、源泉の保全や安定供給に資する取組を支援す

る制度を設けるものでございます。 

  なお、本事業の財源は観光振興基金、いわゆる入湯税を活用するものでございます。 

  予算説明資料１２５ページ上段をご覧ください。１２５ページの上段でございます。 

  積立金（基金）１５億１,４０６万８,０００円で、そのうち３億６,４０６万８,０００円を観光振興基金、

観光まちづくり基金に積み立てます。内訳として、将来にわたる観光振興の推進を図るため、入湯税納入額の

７割を観光振興基金に積み立て、宿泊税納入額の全額を観光まちづくり基金へ積み立てます。 

  予算説明資料１２６ページ、上段をご覧ください。１２６ページ上の段でございます。 

  観光基本計画管理事業３８９万８,０００円で、令和８年度からスタートする第３次鳥羽市観光基本計画に

ついて、観光戦略会議及びアクションプログラム管理会議を開催し、事業の進捗状況や成果指標の確認を行い

ながらＰＤＣＡサイクルを回してまいります。さらにこれらの管理会議を基にした拡大会議を開催し、宿泊税
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の使途について、その効果や適正な執行状況を確認し、制度の信頼性を確保するガバナンス体制を構築してま

いります。 

  １２６ページの下段をご覧ください。 

  鳥羽市観光駐車場対策事業８０万円で、観光繁忙期における市内の駐車場不足解消や渋滞緩和を目的として、

鳥羽市観光交通対策協議会へ補助金を支出します。ゴールデンウイークやお盆期間等においては、臨時駐車場

を開設し、シャトル線で運行をしておりましたが、今後はシャトルバスに変更しまして、そのシャトルバスの

運行へと変更し、観光客の周遊促進を図ります。 

  予算説明資料１２７ページ上段をご覧ください。 

  多様な旅行者の受入推進事業５,０８７万９,０００円で、インバウンド受入れやクルーズ船誘致受入れ、バ

リアフリー促進、大学ゼミ合宿等への支援など、多角的な取組による国内外からの観光客誘致を行います。 

  資料５の３ページをご覧ください。 

  資料５の３ページの⑦あらゆる観光客を迎える優しい観光地づくりです。 

  海外情報発信事業では、鳥羽市観光協会へ委託をし、海女文化や食をテーマに、フランス、シンガポール、

台湾、香港を中心とした海外セールスを実施してまいります。 

  インバウンド対策事業では、鳥羽商工会議所へ委託をし、外国人スタッフの雇用、海外向けウェブサイトの

運営、海外メディアや旅行会社の視察の受入れなどを行い、受入れ体制の強化を図ります。 

  伊勢志摩観光コンベンション機構、インバウンド対策事業への負担金により、伊勢志摩広域での海外プロモ

ーションを展開するとともに、官公庁に採択を受けております伊勢志摩高付加価値化インバウンド事業を推進

してまいります。 

  クルーズ船誘致受入協議会への負担金として、令和８年度は４１隻のクルーズ船の入港が予定されておりま

す。クルーズ船の受入れ体制を整備し、手続支援や下船客への観光案内等を通じて市内周遊促進を図ります。 

  このほかバリアフリー観光促進事業やバリアフリー改修支援、広告宣伝事業、大学ゼミ合宿、スポーツ合宿

の誘致、さらには地域課題解決に資する調査研究への支援など、多角的な観光振興施策を展開してまいります。 

  また、これまで実施してきました離島の魅力創出事業については、令和８年度、地域創生課による離島振興

を一体的に推進するための離島振興事業の中で進めていくこととなっております。 

  続きまして、商工費についてご説明をいたします。 

  資料４のほうをご覧ください。資料４でございます。 

  予算説明資料を作成する中で欠落してしまいました。大変申し訳ございませんでした。資料４です。地域の

しごと魅力発信事業１,３００万６,０００円で、市内の中小企業・小規模事業者の経営安定及び持続的な発展

を目的とした経営発展エコシステム事業を実施してまいります。 

  資料５の４ページをご覧ください。さきにお配りしました資料５の４ページのほうをご覧ください。 

  ①地域のしごと魅力発信事業、こちらも赤字で新規事業としております。新規事業で経営発展エコシステム

事業です。本事業は、議案第７７号でご提案しております中小企業・小規模企業振興条例にひもづく具体的施

策として実施するものでございます。商工振興の観点から、鳥羽市及び鳥羽商工会議所がそれぞれ実施してき

た事業を改めて精査をし、より効果的かつ一体的に商工振興を図る仕組みとして再構築したものでございます。 
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  ここで申し上げますエコシステムとは、本来、生物と環境が相互に依存し、共生する仕組みを指す言葉でご

ざいます。右側、上のほうのイラストがそのイメージでございます。ビジネス分野においては、複数の企業や

サービスが連携・補完し合いながら、全体として高い価値を生み出す仕組みを意味する言葉として用いられて

おります。本市においても、中小企業・小規模事業者に対する様々な支援を体系的に実施することで、事業者

同士がつながり、助け合い、成長していく好循環を生み出す仕組みとして、経営発展エコシステムと名づけた

ものでございます。 

  具体的には、一つ目、起業セミナーや開業マッチング支援等により、創業者及び創業予定者を支援すること、

二つ目、企業間連携や交流促進、生産性向上支援により、既存事業者の経営の安定を図ること、三つ目が、地

域資源の発掘活用、新商品開発や販路拡大支援により、新たな挑戦を後押しすること、四つ目が、就労継続や

職場環境改善に向けた取組により、長く働き続けられる環境を整えること、これらを柱として事業を展開して

まいります。 

  また、経営発展エコシステムの概念図を右側のほうに示しております。人材確保、人材育成が進むことで経

営が安定し、安定した経営が新たな挑戦を生み、その成果がさらに人材確保につながるという好循環の形成を

目指すものでございます。この好循環を生み出すため、これらの事業実施に加え、鳥羽市は創業のための補助

制度などでさらに支援をし、鳥羽商工会議所は事業者の伴走支援を行ってまいります。 

  一番下です。ポイントとして、中小企業・小規模企業振興条例とともに実効性高くとさせていただきました。 

  次に、予算説明資料１２４ページをご覧ください。予算説明資料の１２４ページでございます。 

  起業育成支援事業で４１７万５,０００円で、定住支援対策の一つとして、鳥羽市の産業振興及び地域活性

化を図ることを目的に、市内で起業や創業する方への支援を行います。 

  資料５の５ページ、最後のページでございます。資料５の５ページをご覧ください。 

  創業支援事業補助金についてでございます。本制度は、市内で創業する方に対し、その費用の一部を補助す

るものであり、この制度は令和６年度より実施をしております。基本の補助内容は創業に要する経費の２分の

１、上限５０万円としております。さらに令和７年度からは若者の創業促進及び移住促進の観点から、３０歳

以下の方には上限額を１０万円加算、市内から転入される移住者の方にも上限額を１０万円加算する制度とし

てまいりました。 

  そして、令和８年度からは新たに鳥羽駅周辺エリアビジョンの対象エリアの中で創業する場合、上限額はさ

らに１０万円加算することとし、最大で１件当たり８０万円を補助する制度へと拡充をいたしました。 

  予算説明資料１２９ページ下段をご覧ください。 

  消費者生活安定向上推進事業１１５万１,０００円で、複雑化、多様化する消費者トラブルに対応するため、

広報とば等による啓発を行うとともに、伊勢市消費生活センターとの広域連携により、消費生活相談員による

相談体制を確保しております。 

  また、同センターにおいて、新たに２名が消費生活相談員資格を取得するなど、より強固な体制で相談対応

に当たってまいります。 

  以上、観光商工課の説明を終わります。よろしくお願いいたします。 

○木下順一委員長 説明は終わりました。 
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  まず初めに、拡充事業について、１２１ページ、観光振興推進事業から１２４ページ、起業育成支援事業ま

での範囲でご質疑はございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 １２２ページの観光施設維持管理、これは佐田浜というか、佐田浜東公園の足湯、屋根がなく

なったんですけれども、そのままなのか。 

  それともう一つ、やっぱりお客さんからクレームが出とるというのは、風が吹けば足湯のところがもうごみ

だらけで、そういう話まで聞いてますんやけれども、そういう管理まではしっかりとやっているんですか。 

○木下順一委員長 観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 東公園の足湯です。東屋が老朽化で数年前に撤去させていただいております。その後どう

するかという議論も温泉振興会さんと共にさせていただきました。屋根は実際欲しいところです。ただ、佐田

浜エリアの、鳥羽駅周辺エリアのエリアビジョンが進んでおりまして、そのあたりを今後どうしていくかとい

うこともありますので、今もう実際に見積りも取って、屋根を立てようと、東屋を建てようとしたんですが、

その経費がもしかしたら３年後、５年後に無駄になるかもしれないということもありまして、今止まった状態

でございます。夏の暑いときに足湯に入る方はなかなかいないとは思いますが、そういったときにはご迷惑を

おかけしております。 

  それと、尾﨑委員言われましたごみの関係でございます。毎日温泉振興会さんから委託を受けた事業者さん

がごみ拾いとかをしていただいてます。ただ、なかなか間に合っていないところもあるのかもしれませんが、

そのあたりは維持管理も含めてやっておりますので、ご理解ください。 

  以上です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 分かりました。それは徹底して、お客さん、おもてなしの一環ですから、やっぱり足湯があっ

てもごみがいっぱい浮いとったら誰も足入れないと、そういうクレームも来てますので、またそこら辺は協議

して努力してください。 

  それで次に、今回海水浴場の維持管理、和具の海水浴場の辺りをきれいにしてもらう一部が入っとると思い

ます。これ、去年やったか、何でした、船、どこかに入っとったんやけれども、大型観光船が来ますやんか。

一度あちらの海水浴場へ飛鳥Ⅱやったと思うんですね。誘致するいうことで、僕もちょっと言われて、食べる

ところがないと。それでなくても今回ふるさと納税の離島振興事業のほうで、離島地域関係人口創出事業で

６００万円ついているんですけれども、やっぱりそういう中でもお客さんが来ました。弁当持ってこな、あそ

こで何か売っとるところは１軒、和具のほうは開いてますけれども、食べるところがない日がやっぱりあると。

こういう流れの中で、お客さんからはやっぱりどうにかしてくれと。それで開けてもろうた経験があるんです。

それで、あそこ結構クルーザーも来とるよね。 

（「安楽島ですよね、海水浴場。あれは農水」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 農水にしても直すわけやで、観光の一環としてお客さんが来ても、やっぱり弁当持ってきてく

れやな食べ物ないよと。そこら辺をやっぱり観光のほうでどうにかしてもらうことが一番大事かなと。お客さ

ん来て…… 
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○木下順一委員長 尾﨑委員、随分ずれておりまして、この観光施設維持管理事業の中からは論点がずれていっ

てしまっとるように思うので、整理して質問してください。 

○尾﨑 幹委員 創出事業でここで６００万円ついとるよって、そういう流れの中も考えてもらわな、安楽島海

水浴場はここでついとっても、農水のほうであっちでついて、観光の一環なんですよ、きれいにするというこ

とは。そういうやっぱり総合的な考えを持ってやってもらわな、リピーターをつくるわけですから、そういう

流れも加味しながら、やっぱり対策をちゃんと取ってください。そうせなインバウンドも減ってきますよ。ど

うですか。 

○木下順一委員長 観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 ちょっと維持管理事業とは違いますけれども、大事なところだと思います。クルーズ船、

大型客船が一度、答志のほうに行ってもらいました。非常に人気がありまして、夏の暑いときの海水浴客とし

て行っていただきました。そこでお昼がなかったんだと思います。事前に分かっていれば何とかさせていただ

きますし、ただ、今ある飲食店、それから商店といったところを紹介すること、情報発信することは非常に大

事だと思っております。お店がないわけでは恐らくないと思います。答志島にもパン屋さんができたりとか、

飲食店もございますので、そのあたりは発信はしていきたいと思います。離島振興事業を一体的に地域創生課

のほうで次回やっていきます。それから、和具の海水浴場は農林水産課がやっていただきます。私ども観光商

工課は、それをどう発信していくかということだと思いますので、全ての課が一緒になって、同じ課題をちゃ

んと同じ目的を持ってやっていくことは進めていきます。ありがとうございます。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 しっかりと６００万円ついとるんやで、そこら辺をしっかりとやってもらうことが一番大事か

なと思ってますよって、総合的に考えてください。 

○木下順一委員長 関連で、濱口委員。 

○濱口正久委員 和具の話ありがとうございます。 

  今回、観光施設維持管理費の中で、新たに宿泊施設美観整備事業というものがつくられました。これ、すご

いなと読ませていただいて思って、新しい観光まちづくり基金を繰り入れてやる事業やということなんですけ

れども、これはこういうことに至った経緯というのは、例えば観光施設事業者さんとの聞き取りの中からこう

いうものが必要なんじゃないかなという話が出たのか、その辺のところをちょっと少し詳しく教えていただけ

ますか。 

○木下順一委員長 観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 宿泊税をどう使うかという議論をこの１年間かけてやってまいりました。その中でやはり

課題としては、施設の老朽化というのがもう常々挙げられております。それが一つと、これまで観光商工課の

ほうで３年にわたって観光庁の地域一体となった高付加価値化事業で、例えば老朽化した施設の修繕とか、そ

ういったところの補助金を活用してまいりまして、それが非常に高評価でございました。両方合わせてそのと

きの国の補助制度に乗れなかった施設の皆様も活用していただきたいと思いまして、この制度をつくってきま

した。より活用していただきやすいような制度にしていきますので、自己資金がなかなか取れないところにも

活用していただける制度としました。宿泊税がなくてはできない事業だったと思っております。ですので、こ
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れから外観の見た目の美しさと言うんですかね、町並みの美しさを徐々に取り戻していきたいなという感じを

しております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 これ、私、個人的にはすごい期待しているんです。というのも、かつて私、学生時代の頃に伊

勢のおはらい町、おかげ横丁のところは閑散としていたんですよね。それが外観が少しずつ変わるごとに人が

増えてきたというイメージがあって、それに近いものをイメージを少ししているんです、それぐらいね。恐ら

く、これ、今は宿泊施設だけになっていると思うんですけれども、多分要望という声はすごい来ると思うんで

す。中身を見させていただくと、２００万円まで１０分の１０で、２００万円を超えた額に関しては５０万円

だけなので、５０万円負担すると３００万円の工事ができるってすごいことになって、鳥羽市の事業としては

すごい珍しいと言うと語弊があるかも分かりませんけれども、それぐらいすごく力を入れて、大きなところの

施設にはちょっと使いづらいかも分からないですけれども、中小さんであったりとか、民宿であったりとかと

いうところにしてみれば、外観を塗装したりとかというところに大いにイメージが変わってくると思うんで、

僕、殺到するような気がするんですけれども、これ申込み順なんですか。たしか１０件分やと書いてあると思

うんですけれども、これ申込み順なんでしょうか。 

○木下順一委員長 観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 使いやすくすることで、たくさんの方が申し込んでいただくことを期待しつつも、殺到し

過ぎたらどうしようかなと思って困っておりますが、交付申請いただいて、私どもが交付決定を打ちます。そ

の中には条件等もちろんございますので、それに見合ったところに交付決定を打っていきますので、順番とい

えば順番でございますが、交付決定、採択をこちらが出したものからの順番にはなります。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 超えた分に関しては、またそれは別な話やと思いますけれども、それぐらいすごく期待してま

す。こういうことをどんどんやっていただいてほしいなと。これはもうそういう今回の宿泊税の導入がきっか

けやったと思うんです。この長い期間をかけて、どう使うかということ、それが観光客の、またそれのリピー

ターにつながるようにということで、いろんな話合いを何回か重ねた結果やと思いますので、こういうことを

また使った後も、決めて使い、これしましただけじゃなくて、使ってみた人たちの感想だったりとか、ほかの

方々の反応も聞いていただいて、よりよいものにしていただきたいと思います。 

  僕は以上です。 

○木下順一委員長 関連ございませんか。 

  世古安秀委員。 

○世古安秀委員 美観整備事業、これ、すばらしい事業になると思います。もう濱口議員言われたように、殺到

するんじゃないかなというふうに思います。１５０ぐらいの観光施設、宿泊施設ある中で、やっぱり小さい民

宿とか、そういうところが多いんですよね。ちょっと非常に年数もたっとって、外観的にもちょっとどうかな

というふうなところ、こういうこの補助金を使ってやるというところは私は結構あると思いますので、その辺
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はまた今後、３,０００万円で１０件というふうなところで、金額が１００万円、２００万円になれば、また

件数も増えるかと思うんですけれども、ぜひ本当に目に見えるようなやっぱりメリットということで、宿泊税

を使ったメリットというふうなところでの事業ですので、殺到したら、また次、補正も上げてもらうような格

好でしていただきたいと思いますけれども、その辺はどうですか。まだ出してないんですけれども、そうなっ

た場合。 

○木下順一委員長 観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 制度についてはお褒めいただき、ありがとうございます。 

  殺到するだろうと、人気が出るだろうと思っておりますけれども、宿泊税を財源としておりますので、宿泊

税の財源がどこまであるかというところによると思いますので、ちょっとそのあたりは今はっきりとお答えで

きないところです。申し訳ございません。 

  以上です。 

○木下順一委員長 世古安秀委員。 

○世古安秀委員 ありがとうございます。 

  まだちょっと分からないということと、宿泊税がどれぐらいまでまた上がるかというふうなところもあるか

と思いますけれども、こういう事業に対してのやっぱりまた積極的に今後関わっていただきたいというふうに

思います。これについては以上です。 

○木下順一委員長 関連ございませんか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 同じ項目なんですけれども、宿泊施設の美観整備ですが、どういう地域構想なんでしょうか。

といいますのは、倉敷の美観地区がありますわね。あれ僕らも行きましたけれども、非常に整備されて吸引力

というのがあります。 

  ですが、この美観整備が個々の宿泊施設の外観をきれいにすると、ぽんぽんとそういうものなのか。例えば

駅前再開発エリアと関連して、あの駅前をずっと美観地区にするのか、また一定の地域に倉敷と同じような感

覚の美観地区というのを設ける構想なのか、いかがでしょうか。 

○木下順一委員長 観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 この補助制度に関しましては全域でございます。全域の宿泊施設に対しての補助制度にな

っております。ですので、観光商工課のこの制度の中で美観地区というものを決めることはございません。た

だ、宿泊税、先ほどの資料３の２ページ目の１０番、１１番辺りを見ていただきますと、建設課のほうで観光

客を迎えるための鳥羽駅周辺について、清掃活動であるとか、樹木伐採、それから通路であるとか、照明であ

るとかといったところの整備、修繕等に関して宿泊税を使っていただくことになっております。それと併せて

鳥羽駅エリアのエリアビジョン、今後実施計画に入っていくということですけれども、そのあたりが具体的に

なった場合は宿泊税を活用してやっていくことになっておりますので、担当課、私どもの課だけではなくて、

ほかの課も併せてエリアとしては鳥羽駅周辺エリアが特に美しさ、町並みを保つためのエリアになっていくの

かなという感じはしております。 

  ただ、市として特に倉敷のように美観地区を決めているわけではございませんので、そのあたりはこの補助
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制度に関しては全域ということでお答えします。 

  以上です。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 分かりました。僕のないものねだりだったかも分かりません。 

  そのニューの下に、この資料ですけれども、自然歩道の維持管理業務、遊歩道の草刈り、樹木伐採等という

のがあります。以前も観光課長に、あなた観光課長だから、全国の観光地を巡られたでしょうと。どこが一番

印象に残っておりますかという質問をしたんですけれども、僕ら鳥羽市議会の議員も観光と水産、観光の柱の

一つですから、議員自ら全国の観光地を巡って、ここは取り入れられるというふうな姿勢だというふうに思う

んです。僕もいろいろな観光地を巡りましたけれども、一番印象に残っとるのは富山県の南砺市で、ここは何

で印象に残っとるかというと、草一本生えてない、雑草一本生えてない、ごみ一つないと。ごみ収集は朝の

４時からもう収集で、全部もう日中はきれいにしてしまうというところでした。ですから、町並みが本当にき

れいということは、旅行客の気持ちをかくも捉えるのかという思いが僕はいたしました。鳥羽も皆さん、地域

挙げて、また行政挙げてきれいにしようということで、草刈りやそういうようなものもやりますけれども、こ

の遊歩道に限らず、市内をもっときれいにするというところにも力点を置いてほしいなというふうに思いまし

た。 

  それで、今回の予算案は全体で１４８億円で、過去最高一般会計の当初ですけれども、それでも伸び率は

５.６％ですよね。観光費はどれだけ伸びたかというと、２億７,０００万円から４億５,０００万円に６７％

増になりました。各科目の中でこれだけの伸び率というのはほかにありません。観光費だけです。特に観光の

中でも観光振興費、これは１億８,０００万円から３億６,０００万円に、９８.９％か、ざっと２倍になった

んです。ですから、農業振興費、水産振興費、林業振興費、商工振興費、振興費はいろいろあるけれども、こ

れほど伸びたというのはほかにありません。ですから、観光の力というのが本当に注がれているというふうに

思います。その注ぎ方のポイント、そこがどこにあるのかということをもう少し市民に分かりやすいようにア

ピールしていただきたいなというふうに思いました。高山にしても、倉敷にしても、全国から誘客を集めてい

る観光地というのはそれなりの伊勢の内宮のおはらい町もそうですけれども、ああいう施設かというのがあり

ますもんで、僕はこの宿泊施設の美観整備というのは、その第一歩に記されるんじゃないかというもので、こ

れは賛成なんです。大いにこれはやってほしいというふうに思いました。ですから、観光課の先ほど課長の説

明のあった努力が、僕ら自身の議会のイメージとしてこういう方向を鳥羽の観光というのはつくり上げるんで

すということを提起していただければ、さらにプラスアルファになるんじゃないかというふうに思いました。 

  以上です。 

○木下順一委員長 宿泊施設の美観整備は多分景観条例があるんで、その辺で色合いなんかはなってくると思う

んで。 

  他にございませんか、拡充部分。 

（「継続でもいいですか」の声あり） 

○木下順一委員長 継続、はい。関連。 

  坂倉委員。 
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○坂倉広子委員 関連、１２６ページなんですけれども。まだですね。 

○木下順一委員長 拡充で今のところ関連はよろしいですか、もう。 

（「１２２ページ」の声あり） 

○木下順一委員長 １２２ページの関連はよろしいね。 

（「はい」の声あり） 

○木下順一委員長 それでしたら次いってください。 

（「１２４ページ」の声あり） 

○木下順一委員長 １２４からいきましょう。 

  そうしたら、尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ここに書いてあるように、エリアビジョンの範囲というのはもうしっかりとなってますか。 

（「１２４ページ」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 拡充オーケーと言うた。 

○木下順一委員長 １２４までオーケー。 

○尾﨑 幹委員 オーケーでしょう。 

○木下順一委員長 観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 鳥羽駅周辺エリアビジョンの範囲、エリアビジョンの完成した中で定められておりますの

で、そこははっきりとしております。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ただ、今後触っていくわけですよね。ここのエリア内の店を始めましたと。それで援助もろう

てやったと。そやけど、そこが立ち退きになるとか、改修になるとか、そういうものを、立地適正をしっかり

と入れた中でのやっぱり検討してもらわな、何かしら商売しようと思うとお金が必要です。出しました、２年

後には撤去してくれという話にはならないように、それ心配しとる声が出とるんです。鳥羽で商売したい人が

集まるところは駅周辺やと。そういう流れの中で立地適正でパールビル破るんやろ。そしたら次はもう破るん

やろとなったときに、あるどこかの店舗に入って、はい、立ち退きです。かけた経費は戻ってきませんという

ようにならへんように、立地適正の中身をしっかりと整合性のあるものにしてもらえればええと思ってますの

で、そこら辺ちょっと危惧して前へ進んでください。 

  以上です。 

（「関連で」の声あり） 

○木下順一委員長 関連で、濱口委員。 

○濱口正久委員 すみません、関連でお願いします。今回、起業育成支援事業、３０歳以下の若者に１０万円と

市外から転入する方１０万円にプラス今回新たにエリアビジョンを設定していただいたんですけれども、この

対象エリアを創設して、最初にここに限定したその理由をちょっと教えていただけますか。 

○木下順一委員長 観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 基本的なところはもちろん全域で、２分の１補助でございますが、加算分はこれから鳥羽

市が求めている部分として加算分を足しております。資料５の５ページに書かせていただきました特筆する部
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分は、若者であること、それから、市外から移住してくること、それから、エリアビジョンに関しては、鳥羽

市が力を入れていくものでございますので、そこを選ばせていただいております。ですので、特筆する部分を

足しております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 できればそういうエリアで創業を若い人たちにしていただきたいという思いがあってのことだ

と思うんです。加算分があるから、そちらのほうが優遇されますよという意味で多分されたと思うんです。今

後、今年、創業支援のほうで１２件を目標にされているかと思うんですが、創業支援事業活用者のところ、こ

れはこのエリアも含めての件数なのか、全体でのところだと思うんですけれども、このエリアのところの加算

分のところを含めていきますと、この辺ではどれぐらいの件数を一応目標にされているのか教えていだだけま

すか、あれば。 

○木下順一委員長 松川課長補佐。 

○松川課長補佐 観光商工課の松川です。よろしくお願いします。 

  まず、この事業の目標の指標なんですけれども、これ１２件というのは累計ということになってます。今ま

での創業された方の累計になってます。今年としては一応５件予定してまして、その中でも、最低でも１件は

そのエリアの中でしていただければなというふうな形で私どもは考えております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 今回こういうふうにちょっと苦心していただいて、こういう設定をしていただいたと思うんで

す。これも今、観光商工課、先ほども話ししましたけれども、２人しかいない中で、割と本当に精力的に新し

いことにチャレンジしている、松川さんもそうですけれども、すごく頑張ってみえる中で、できたら本当にそ

ういう方が１人でも見えたらいいなと思います。しっかりと取り組んでいただきたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 よろしいですか。拡充部分よろしいですね。 

  倉田委員。 

（「委員長、すみません、この地域のしごと魅力発信事業もオーケーなんでしょうか」の

声あり） 

○木下順一委員長 拡充部分です。拡充部分まではよろしいですけれども、先に倉田委員からいきます。 

  倉田委員、どうぞ。 

○倉田正義委員 すみません、今、話のあった地域のしごと魅力発信事業に関わってよろしくお願いします。新

たにエコシステム業務、これが入ってきたことについては期待をしております。一つ確認させてください。昨

年までのこの事業に関わって、今回も広報とば３月号に３ページにわたってにぎわしておりました鳥羽高校と

の連携ですね、この事業の中の一つだったと思うんですが、仕事ガイダンスや職場見学ツアーの実施について
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は、本年度はどのような、ここに記載がないんですけれども、どのように予定されとるのか教えてください。 

○木下順一委員長 松川課長補佐。 

○松川課長補佐 今年も同じような形でガイダンスとか、あとバスツアーもさせていただこうかなと思ってまし

て、この経営発展エコシステムの業務の中には入ってなくて、別出しでその分予算要求してますので、今年度

も同じ形で実施は考えております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 倉田委員。 

○倉田正義委員 ありがとうございます。継続という形になるということで了解しました。 

  本年度も鳥羽高校の状況を見てますと、市内への就職者が増加しておると。この事業の成果もあるのかなと

思ってます。また、市外に居住している生徒が海に魅力を持って、鳥羽磯部漁協への勤務をしたいと、海の魅

力を感じて、そういった事例も上がってきてますので、特に若者世代の地域定着、流出を避けるということで

成果があるのかなと思います。どうぞよろしくお願いしたいと思います。ありがとうございます。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連で戸上委員、どうぞ。 

○戸上 健委員 この地域のしごと魅力発信事業でしょうか。 

○木下順一委員長 はい。 

○戸上 健委員 ここでお尋ねします。参考情報の最後に市内事業所実態調査、パーレーン（従業員満足度ヒア

リング調査）というのがあります。もう期待大の提案だというふうに思います。もう少し具体的にどの程度の

規模で、どういう形でやられるのか教えてください。 

○木下順一委員長 松川課長補佐。 

○松川課長補佐 この調査に関しましては、観光基本計画のほうに従業員満足度と外国人の定着率というふうな

形で目標値をちょっと上げさせてもらってあるんですけれども、その２点はもう確実にヒアリングする予定を

しておりまして、あとはほかに長期で働くためにどういった職場環境にしていくかとか、あと、職員教育とか、

そういったところの内容をお聞きしたいなと思ってまして、全事業所さんに聞くのは難しいので、会議所さん

と協力し合って、大体１５社ぐらいをめどにちょっと訪問で回らせてもらって、聞き取り調査をさせてもらお

うかなと思っています。送って返ってくるということはなかなかないので、もう直接お聞きしてするほうがい

いのかなという話合いを今、会議所さんとちょっとしているところです。そのような形で進めていければなと

いうふうな形で考えております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 アウトリーチなさるということで、もう大いに期待します。僕も一緒に連れていってください。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連で、濱口委員。 

○濱口正久委員 すみません、関連でお願いします。 

  先ほど戸上委員が言われた市内事業所の実態調査、満足度のヒアリング調査をされていて、いろんなここの
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持続的に鳥羽の中で安定的に従業員の方が離職せずに、何とか雇用がうまく回れるようにということで取り組

んでこられました。今回、経営発展エコシステムというのは多分そういうことだと思うんです。ほかの事業者

さんとも一緒にセミナーをやったりとか意見交換会をしながら、従業員同士の交流もして、鳥羽市全体でここ

の就労環境をよくしようという取組の中でこういうことが行われてきたと思うんです。それは非常に評価すべ

きことだなと思うんですけれども、その中で、実態調査をやられてヒアリング調査をやった後に、次にどうい

う展開を考えているのか教えていただけますか。 

○木下順一委員長 観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 実態調査、全件はできないですけれども、実態調査をする中で課題というのが見えてきま

す。今、結構課題を把握しているつもりでございます。ですので、雇用のところでは長く働き続けられる職場

環境であるとか、そういったところ、以前はそんなことはやっておりませんでした。そういうこともやってき

ましたが、新たに課題が出てくると思います。その課題を次の事業の構築につなげていきたいと思ってます。

それを繰り返すことでやはり好循環が生まれるんだと思います。課題を探すこと、できてないことを探すこと

は非常に大事ですので、それを新しい事業につなげていく、そういうことを繰り返して進めていきたいと思い

ます。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  そういうふうにちゃんと目的意識を持ってやられることは非常に大きな意味があると思います。 

  それで、それと関連してだと思うんですけれども、この下の部分のまたというところの県内外の大学生イン

ターンシップを呼んでます。これは就職機会の雇用の創出のマッチングのところと離職、就職した後にこうい

う感じじゃなかったというミスマッチを防ぐという意味もあったと思うんですけれども、今のこの１２０から

１９０に倍々に来てるんですけれども、これは非常に大きな成果が出ているかと思うんですけれども、この期

間というのはどれぐらいの期間を、今、インターンシップというのはそれぞれで違うんでしょうか。 

○木下順一委員長 松川課長補佐。 

○松川課長補佐 インターンシップの期間についてはそれぞれありまして、２泊３日とかの場合もありますし、

１か月そのままもうそこに入らせてもらって、もう全ての業務を経験するということもやられています。１日

経験して帰られる方もいらっしゃいます。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員、まとめてください。 

○濱口正久委員 はい。ここのインターンシップの補助金の１２６万円ですね、費用の一部補助しますとありま

すけれども、どんな費用を補助してますでしょうか。 

○木下順一委員長 松川課長補佐。 

○松川課長補佐 補助金として、交通費と、あと宿泊費を補助しております。交通費に関しては、上限１万

５,０００円で考えております。宿泊費のほうに関しては、１日３,０００円で５泊まで出せる形になりますの

で、最大１万５,０００円で、交通費とプラスしますと最大３万円学生に補助できるという形の、補助率とし
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ては２分の１になりますので、例えば交通費ですと３万円かかったら１万５,０００円フルで出る形になりま

す。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 これ雇用の創出にもすごくつながる部分ですね。そういうふうな補助を出していただいて、事

前に来ていただいて勉強、昨年度もちょっと私もそういう方々と交流させていただきましたけれども、非常に

前向きな方が多くて、鳥羽でぜひとも働いていただきたいなというふうに思いますので、しっかりと取り組ん

でいただきたいと思います。 

○木下順一委員長 地域のしごと魅力発信事業、関連ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 なければ、ほかの拡充のところで。 

  山本委員。 

○山本欽久委員 すみません、長くなるとあれなんで、短めで結構です。１２３ページの源泉の保全のところで、

ようやくこういうのもやってくれたかなというような気がしてます。なかなか昔からこの源泉のところは施設

の深刻なところ、老朽化があったということで非常に助かるかなと思います。鳥羽市で温泉なくしちゃったら

えらいことになりますので、入湯税のこともありますし、しっかりしていただきたいと思うんですが、この

７件をもう保持していきたいということで、その施設の老朽化の具合と言うんですかね、その辺の結構危機的

なところになっとるのか、いや、今のうちにちゃんと直しておいたほうがいいのかというところというのはど

んな感覚でおられますでしょうか。 

○木下順一委員長 観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 施設の老朽化の具合というところは、全部が全部聞いているわけではございませんが、や

はり源泉を持っているところ、掘削も含めてなんですが、非常に費用がかかりますと。それでも頑張って温泉

施設であることを維持しているというお話は実は以前から聞いております。その維持するために非常に大きな

お金をかけてやっていただいて、鳥羽温泉郷というのを守っていただいていると認識をしておりますので、今

回宿泊税ができたことで、入湯税でやる事業も宿泊税でやることができるようになりました。ですので、入湯

税のその空いた部分をこの源泉保護に使いたいと思いまして、つくらせていただきました。まだまだ少ない金

額ではありますけれども、７施設を維持することプラスこの補助があるんであれば、自分のところも掘ってみ

ようかと思っていただける施設が出てきましたら、これはとてもよいことだと思っておりますので、続けてい

きたい制度でございます。 

  以上です。 

○木下順一委員長 山本委員。 

○山本欽久委員 ありがとうございます。本当に今後もぜひこれを続けていっていただきたいなと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（「なし」の声あり） 
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○木下順一委員長 拡充部分で。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、次に、継続事業について、１２５ページ上段、積立金（基金）

から１２９ページ下段、消費者生活安定向上推進事業までの範囲でご質疑はございませんか。 

  坂倉委員。 

○坂倉広子委員 １２６ページの鳥羽市観光駐車場対策事業についてお伺いいたします。 

  以前はシャトル船だったのが、搬送手段に代わってシャトルバスの運用になるということですが、ちょっと、

ここなぜ、船は大変人気があったと思っておりましたので、聞かせてください。 

○木下順一委員長 中村係長。 

○中村係長 観光商工課の中村です。よろしくお願いします。 

  これまで臨時駐車場を開設したときはシャトル船を出して、市民の森のところからミキモトさんのところを

運ばせてもらって、大変好評ではあります、実際。ただ、昨今の船の事故とか、そういったこともあって、こ

の船に関する法改正もどんどん厳しくなってきております。今まであまりないんですけれども、やっぱり船と

いうこともありますので、天候不良とか、やっぱりそういったことを想定すると、なかなか安定的じゃないの

かなというところが考えられます。やはりこれから持続的な観光地経営を考えていく上では、そういった持続

可能性というところも考えていかなくちゃいけないかなと思っておりまして、こういった国全体の法改正とか、

そういったことも機に、このタイミングで船からバスへというような形で運用を切り替えさせていただきたい

なと思って考えさせてもらいました。 

  以上です。 

○木下順一委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 よく分かりました。ありがとうございます。安全を担保するということでよろしくお願いいた

します。 

  次…… 

○木下順一委員長 ちょっとお待ちくださいね、関連ございますか。 

  関連、瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 同じくシャトルバスのことをお伺いします。船、いわゆる海へ出て泊めた方が移動するという

のの意図の一つの中に、もし道路が渋滞していた場合でも必ず動けるよというところを担保されていたかなと

思うんですけれども、鳥羽市全域で大渋滞が発生するという事態というのはなかなか想定しにくいのかなとも

思うんですけれども、昨今、鳥羽水族館が大人気で、時間帯によってはすごい渋滞が出てというようなことも

もちろん把握されていると思うので、内宮の場合やと専用レーンをつくるような形で運用されていたりすると

思うんですけれども、鳥羽においてもそのような形をつくっていかなくてはいけないなという想定はされてま

すか。 

○木下順一委員長 観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 その課題に関して言いますと、少し交通政策の部門になりますので、私がお答えすること

ではないかと思いますが、現状、非常に水族館さん、人気がありまして、１１０万人ぐらいですかね、非常に



－24－ 

たくさんの方が来ていらっしゃって、そこで渋滞は発生します。ただ、伊勢方面から来ると、左側はもちろん

渋滞しておりますけれども、右側を通っていけば市民の方、難なく行けるところでございます。ですので、今

のところそういうことはないかなと思っております。そういうことをしていくことはないかなと思っておりま

す。船が人気でしたが、バスに変えたことで少し渋滞に入ることも考えられますので、そのあたりはうまく運

用していかなきゃいけないと思っております。 

  これまでもバスにしなきゃいけないという議論はありました。ただ、チャーター船を維持していくためには、

お仕事というのは非常に大事でございますので、もう繁忙期に限ってではございますけれども、チャーター船

を使わせていただいて、満足度も向上しますし、チャーター船の仕事の維持と言うんですかね、そういうこと

にも寄与してきたつもりでございます。 

  ただ、来年度ですか、定期船にプラスしてチャーター船も使われるということになってきましたので、チャ

ーター船の仕事の維持、それとチャーター船がずっと継続していくことになろうかと思います。それもありま

したので、バスに踏み切らせていただきました。その点ちょっとご理解いただいて、今後レーンをつくるかど

うかというのはまた交通政策のほうで議論がされればいいかなと思います。  

  以上です。 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 結構たらればのればのほうが大きくて、仮定感がすごく強いところかなとは思うんですけれど

も、やっぱり観光地において渋滞しているというのはデメリットが結構多くて、せっかくシャトルバスに乗っ

ているにもかかわらず渋滞しているというのは、それ何か掛け算されているような負のイメージを持たれるか

なと思うので、想定にはもちろん入れていらっしゃるかなと思うので、ぜひすごく快適に過ごせる鳥羽のまち

といったイメージを具現化できるシャトルバスの運用にしていただければなと思います。よろしくお願いいた

します。 

○木下順一委員長 関連ございますか、 

（「いいですか、関連」の声あり） 

○木下順一委員長 関連、はい、どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 もう御存じやと思うけれども、フェリー乗り場が閉鎖になるのは御存じですよね。このバスが

どこへ着くかというのをやっぱりしっかり調べて、ここにしなさいということを明確にせな、１７年閉鎖です

から、そこだけはちょっと頭に入れといてもらえればありがたいな。何せ水族館前はもう大混雑すると思いま

す。交通体系では考えられへんと言うてますから、よろしくお願いします。 

○木下順一委員長 関連よろしいね。 

  ほかの部分で坂倉委員。 

○坂倉広子委員 １２９ページなんですけれども。 

○木下順一委員長 先へどうぞ。 

○坂倉広子委員 １２９ページ、消費者生活安定向上推進事業、この事業については継続していただいたことに

感謝申し上げます。そして、相談員は鳥羽はなくなって伊勢のほうにということですよね。そして、鳥羽の方

で消費生活相談員の資格を２名取得されて行かれるのか、そこに専属したもっと専門的な方がいらっしゃるの
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か教えてください。 

○木下順一委員長 松川課長補佐。 

○松川課長補佐 すみません、鳥羽市の相談に関しては、伊勢の相談センターがありまして、そちらに４名の方

が職員さんいらっしゃるんですけれども、今まではそこに資格を持った方が１名だったんですけれども、そこ

に２名プラスで資格を取得されたということで、４名のうち３名取得されたということで、体制としては４名

で、資格者が３名、鳥羽から行っている鳥羽の職員ではないというところです。 

  すみません、以上です。 

○木下順一委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 ありがとうございます。そういうのがあるということはとても消費者トラブルにお悩みの方が

そこに行って相談できるよという体制をつくっていただいたことは大変ありがたいと思いますので、よろしく

お願いいたします。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（「関連はない」の声あり） 

○木下順一委員長 なければ、尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 １２５ページの下段の一般経費、これ任用職員でＳＮＳの発信と、その更新は大体どれぐらい

にしてますか、観光課は。 

○木下順一委員長 中村係長。 

○中村係長 ここで書かせていただいている会計年度任用職員のＳＮＳの発信に関しては、基本的には１日１回

以上は現在、恋する鳥羽というアカウントで発信を続けさせていただいております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 これをやっぱり明確にしてもらうことが一番大事かなと思ってますので、努力していただきた

いと思います。 

  次に、ここにあるコンベンション、コンベンションにはインバウンドの政策のほうが違うところで入ってい

るんですけれども、これはインバウンド問題で、やっぱりかなり４７都道府県で三重県が一番最下位で、その

中でも伊勢志摩が最下位になってしまったという問題は、やっぱり原因は何なんですか。今まで大きなお金を

どんどんかけましたよね。なぜこの伊勢志摩にインバウンド、外国人の方々があまり来ないのか。このコンベ

ンション機構のやっぱり仕方が悪いのか。そこら辺はどう分析してますか。 

○木下順一委員長 観光商工課長。 

○髙浪観光商工課長 確かに外国人観光客の方、まだまだ少ない状況でございます。 

○尾﨑 幹委員 すごい少ないんで。 

○髙浪観光商工課長 いろんな会議をしておりますと、恐らく三重という言葉が全く認知度がないという感じは

しております。ただ、国から採択を受けまして、伊勢志摩広域でインバウンド事業やらせていただいておりま

す。これは継続するしかないのかなというふうには思っております。尾﨑委員がいつも言われますように、本
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当にしっかりやれと。もうそのとおりでございますし、成果が見えてこなくては、やっぱりやっていても、や

っている者たちも気持ちが落ちていきますので、そのあたりはしっかりとやっていきたいと思います。来年度

のコンベンションの事業計画もいただいております。事業計画案ですけれども、いただいております。その中

でもインバウンドはもちろん、メインの事業の中に入っておりますので、引き続きやっていきたいと思ってお

ります。自分たちがさらにやっていくんだという鼓舞する気持ちも含めて、お叱りとかも含めて、コンベンシ

ョンには伝えておりますので、そのあたりはご理解いただきたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ただ、やっぱり外国人が名古屋から三重県に入っとるんです。やっぱり多気で伊勢志摩へ来る

か、紀州へ行くか、もう紀州のほうは無人駅なのに外人増えとるんですよね。新宮って無人駅にもうじきなる

んですよ。そやのに外国人がかなり増えてきて、これ全部名古屋から走っとるんですね。やっぱりその統計が

向こうでは出とるんですよ。やっぱりそこら辺を何でかというと、一つの要因はジャパンレールやと僕は思う

とるもんで、伊勢鉄道をどうにかジャパンレールの枠の中に入れてもらうように機構がやっぱり働きかけない

かんと僕、そう思ってまして、だって、何て言うんですか、紀州の一番端がインバウンド増えとるんです。本

当にこの間も潮岬へ行ってきたんやけれども、すごい外人です。随分来とるんですよね。何かおかしいような、

何かが足りんという部分をもうちょっと検証して、やっぱり鳥羽にお客さんが来て何ぼの取組やと思いますの

で、もうこれ３年言うとるような気がするもので、できるだけ機構さんが何が原因なのかやっぱり明確にする

べきことやと思ってますので、そこら辺鳥羽市としてしっかりと言うたってください。課長、お願いします。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（発言する声なし） 

○木下順一委員長 なければ、ほかのページでも構いません。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩します。 

（午前１０時３９分 休憩） 

─────────────── 

（午前１０時４７分 再開） 

○木下順一委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  続いて、建設課の当初予算を審査します。 

  説明資料は１３０ページから１４３ページまでとなります。 

  担当課の説明を求めます。 

  建設課長。 

○岩井建設課長 建設課の岩井です。よろしくお願いします。 

  令和８年度の予算編成方針に当たりましては、第六次鳥羽市総合計画後期基本計画や重点予算配分事業に基

づき、市民が安全・安心に暮らすことができるよう、市道や河川関連の維持補修に力を入れるだけでなく、老
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朽化しています市民の森の遊具のインクルーシブ化の基本設計やＤＸ推進に向けた施策として道路台帳のデジ

タル化を図ってまいります。 

  また、苦心、工夫した点としましては、令和８年度から始まります宿泊税を財源にした観光まちづくり基金

から約４,１００万円活用させていただき、事業を選定させていただきました。国際観光文化都市として観光

客をお迎えするにふさわしい鳥羽駅周辺の広場の整備や、道路、公園等における除草作業や樹木の剪定、また

景観整備等に従事するための会計年度職員を２名増員し、即時対応できるように体制を強化いたします。 

  このようなことから、土木費としましては、前年度６月補正後の予算総額より１億１,０００万円増額させ

ていただき、１２.４％増の９億９,８００万円となっております。 

  それでは、予算の説明に入らせていただきます。 

  まずは中事業の新規、拡充事業を説明させていただきます。 

  新規拡充事業は３件です。 

  予算説明資料の１３０ページ、お願いいたします。 

  中事業、土木一般管理経費で９,４８３万９,０００円を計上しております。主な経費としましては、重点的

な予算配分事業の一つであるＤＸ推進に向けた施策としまして、道路台帳のデジタル化を進めてまいります。

これまで紙ベースで整備してきました道路台帳を電子化し、公開型ＧＩＳに搭載することで、これまでの窓口

来訪の手間を解消することで、いつでもどこでも情報が取得できるよう整備いたします。財源には国庫から補

助率２分の１の地域未来交付金１,４５８万円の財源を充当いたします。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 建設課の鳥羽です。よろしくお願いいたします。 

  説明資料の１３１ページをお願いいたします。 

  中事業名、都市計画区域整備事業で２,６９２万７,０００円を計上しております。主な経費としましては、

近鉄鳥羽駅前広場の旅館バス待機所の待合部分におきまして、経年劣化により破損等があり、利用に支障を来

していることから、タイル舗装の改良工事を行うものと、鳥羽駅から一番街へつながる鳥羽駅自由通路の照明

設備において、経年劣化により不具合が出ていることから、ＬＥＤ化への改修工事を行う費用を計上しており

ます。主な財源としましては、観光まちづくり基金を充当いたします。 

  続きまして、１３２ページをお願いします。 

  中事業名、都市公園整備事業で１,８００万円を計上しております。主な経費としましては、市長の提案説

明でもありましたように、市民の森を子どもの森へと改修していくに当たり、施設の老朽化対策や遊具等のイ

ンクルーシブ化を図るため、基本設計業務を行う費用を計上しております。主な財源としましては、都市計画

事業基金４９０万円、都市公園等整備事業債１,３１０万円を充当いたします。 

  続きまして、継続事業の説明をさせていただきます。 

  説明資料は１３３ページ、上段をお願いします。 

  中事業名、積立金（基金）で都市計画事業基金として１,０２７万１,０００円を計上しております。主な経

費としましては、鳥羽市都市計画事業基金条例に基づきまして、令和７年度の都市計画税の収入額から同年度

に実施する都市計画事業に係る費用及び市債の元利償還金を差し引いた残額を積み立てるものでございます。 
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  同ページ下段、お願いします。 

  提出させていただいた資料の１ページもご覧ください。 

  中事業名、建築物耐震化促進事業で２,３４０万１,０００円を計上しております。主な経費としましては、

令和４年度から実施しております耐震性のない木造の空き家等住宅に対して、除却に要する経費の一部に今ま

では２０万７,０００円を補助しておりましたが、令和８年度におきましては三重県が補助基本額を引き上げ

たことに伴い、補助額を４０万円に増額し、事業の推進を図っていきます。その他例年実施している個人木造

住宅の耐震化に係る補助金を計上しております。主な財源としましては、社会資本整備総合交付金９０１万

４,０００円、木造耐震補強事業費補助金６８３万８,０００円、ふるさと創生基金１００万円を充当しており

ます。 

○木下順一委員長 建設課長。 

○岩井建設課長 続きまして、予算説明資料１３４ページ、上段をお願いします。 

  中事業名、空き家活用促進事業としまして１,７３２万円を計上しております。令和７年度より改定を進め

ています鳥羽市空家等対策計画につきまして、本年度実施しました基礎調査を踏まえ、引き続き空き家の利活

用等についての計画の改定を進めてまいります。主な費用は、鳥羽市空家等対策計画改定業務委託料としまし

て１,３０２万４,０００円、委託料としまして、管理不全空家等所有者特定業務３００万円、空き家バンク運

営サポート業務で１,００９万６,０００円です。主な財源としまして、社会資本整備総合交付金６０７万

２,０００円を活用いたします。 

  なお、本年度実施しました空き家等の基礎調査の結果につきましては、今後開催されます全員協議会にて御

報告をさせていただきたいと考えております。 

  次に、予算説明資料１３４ページ下段をお願いします。 

  中事業名、急傾斜地崩壊対策事業としまして２００万円を計上しております。急傾斜地崩壊危険区域に指定

されています坂手公民館裏山に急傾斜地崩壊防止柵を設置することで、土木災害から地域住民や施設等を守る

ための対策工事を実施します。 

  なお、本事業は実施主体が三重県に対し受益者負担金が必要であることから、事業費に対し５分の１の負担

率となる２００万円を計上するものです。主な財源につきましては、急傾斜地崩壊対策事業負担金債２００万

円を充当します。 

  続きまして、予算説明資料１３５ページ上段をお願いします。 

  中事業名、地籍調査事業につきましては４,８５０万８,０００円を計上しております。国土調査法に基づき、

一筆ごとの土地の所有者、地番、地目を調査し、境界の位置と面積の測量を行い、地籍図及び地籍簿の作成を

行います。令和８年度の一筆地調査及び測量は引き続き岩倉町地内の０.２２平方キロメートルを実施すると

ともに、測量成果の閲覧０.３１平方キロを実施したいと考えております。主な経費として、地籍調査測量業

務３,３２４万２,０００円、境界伐開業務に８６万１,０００円を計上させていただきました。主な財源とし

ましては、地籍調査負担金として国２分の１、県４分の１となっており、３,０３７万８,０００円を充当いた

します。 

  続きまして、同ページ下段をお願いします。 
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  中事業名、道路維持管理経費としまして３,９０９万９,０００円を計上しております。道路作業等に従事し

ていただく会計年度任用職員を２名増員し４名体制とすることで、直営での応急対応を迅速にできる体制を構

築するための人件費を計上いたします。市道や公園、特に鳥羽駅周辺における国際観光文化都市としてふさわ

しい景観整備に力を注ぎたいと考えております。主な財源としまして、観光まちづくり基金繰入金７１７万

７,０００円、道路公共占用料１,２５４万１,０００円及び法定外公共物占有料４３万円を充当いたします。 

  また、例年町内会や自治会から多くの要望をいただいてます市道等の補修工事費につきましては、予算書

１９１ページ、道路維持事業におきまして、昨年度３,０００万円を計上させていただいております。 

  続きまして、予算説明資料の１３６ページ上段をお願いします。 

  地方道路整備（交付金）事業としまして、１億５,７６５万２,０００円を計上しております。第２次緊急輸

送道路に指定されています市道東中学校線の舗装工事や安楽島２号橋の耐震補強工事を行うための設計業務等

に係る費用のほか、補助幹線道路である市道岩倉安楽島線道路改良工事を行うための測量設計業務に係る費用

を計上し、防災対策に努めてまいります。主な財源としまして、社会資本整備総合交付金８,０９５万

３,０００円、地方道路等整備事業債６,６２０万円を充当いたします。 

  図面を用いてご説明しますので、建設課資料の２ページをお願いします。 

  ２ページ、市道岩倉安楽島線の測量設計業務、総延長２.０３キロです。４,０００万円、岩倉の九鬼神社の

ところからエクシブのほうの道を抜けて行います。４,０００万円です。 

  次に、同路線の地質調査としまして５か所、２,０００万円を計上しております。 

  次に、３ページをお願いします。資料３ページです。 

  安楽島２号橋耐震補強設計業務に１,７００万円、同橋の地質調査業務に３００万円を計上してます。 

  続きまして、４ページをお願いします。 

  東中学校線道路改良工事として、舗装工事、ピンク色のところです。１,０００万円。 

  次、５ページをお願いします。 

  市道杉ケ瀬北山線支線１号道路改良工事になります。４,１５８万円です。これはちょっと説明しづらいで

すね。河内公民館からずっと奥に行って出ノ河原橋までの途中のところになります。 

  続きまして、６ページをお願いします。 

  市内の河内１０号橋ほか４橋の長寿命化工事の修繕工事として８５０万円を計上しております。 

  続きまして、予算説明資料１３６ページの下段をお願いします。 

  中事業名、市単道路改良事業としまして７，２７０万円を計上しております。経年劣化に伴う道路施設の改

良事業について、昨年度に引き続き市道本町商船学校線ほか６路線の改良工事を実施し、利便性及び安全性の

向上を図ります。また、市道森崎村山線につきましては、浸水対策のためポンプ設置を行います。主な財源と

しましては、地方道路等整備事業債７，２７０万円を充当いたします。 

  図面を用いてご説明しますので、建設課資料７ページをお願いします。 

  市道本町商船学校線は、７年度に引き続き舗装改良工事４００メートルを行います。焼飯坂から今度商船の

学校のほうに下った道のところになります。 

  続きまして、資料８ページをお願いします。 



－30－ 

  市道錦橋通線道路改良工事７０メートル、１,０００万円です。百五銀行の裏の道で、中之郷会館から中之

郷駅のほうへ行く道になります。 

  続きまして、９ページをお願いします。 

  市道寺浜線道路改良工事４８メートル、７００万円です。これちょっと分かりにくいんですが、旧答志連絡

所、答志の分館のあったところの下の細い道路になります。 

  続きまして、資料１０ページをお願いします。 

  市道鳥羽小浜線道路舗装改良工事７０メートル、６００万円になります。小浜の入り口のさわやかシーサイ

ド鳥羽の前の道路になります。 

  続きまして、資料１１ページ、市道安久志線舗装改良工事９０メートルになります。県営の安久志住宅団地

と安楽島グリーンタウンの前の道路になります。 

  続きまして、市道安楽団地幹線２号道路改良工事になります。５０メートル、３００万円です。エコタウン

あらしま、パールロードの道路から行くと、高丘の入り口バス停の横の通路というか、道路になります。 

  続きまして、資料じゃなくて紙データですみません、ちょっとつけ忘れましたので、紙データで渡させても

らいました資料になります。市道山坂線道路改良工事になります。旧石鏡保育所の前、今の石鏡の診療所の上

の道路になります。約２０メートルのコンクリート舗装で３００万円になります。 

  続きまして、資料１３ページ、市道森崎村山線浸水対策排水ポンプの設置工事として約２,０００万円を計

上させてもらいます。これは幸丘橋と浜橋、船津の駅の間にあるよく冠水するところにポンプの設置という形

になります。 

  続きまして、説明資料１３７ページの上段をお願いします。 

  中事業名、市単河川改良事業としまして６,３１２万６,０００円を計上しております。大雨等により土砂が

堆積した普通河川幸ヶ丘水路や舟越川の堆積土砂の撤去を実施するほか、昨年度に引き続き沙魚川の護岸改修

工事に係る経費を計上し、減災対策に努めます。主な財源としまして、河川整備事業債６,３００万円を充当

いたします。 

  図面を用いて説明しますので、建設課資料１４ページをお願いします。 

  普通河川沙魚川河川改修工事、護岸改良６０メートル、５,０００万円なんですが、今年度に引き続き安楽

島自由ヶ丘団地の前の箇所になります。 

  続きまして、資料１５ページになります。 

  普通河川舟越川堆積土砂撤去工事５００万円、答志島の舟越漁港のほうにある舟越川になります。 

  続いて、同じ１５ページの幸ヶ丘水路堆積土砂撤去工事として、真ん中にある加茂川水系の幸ヶ丘水路にな

ります。下に書いてある加茂川水路の矢田川については、すみません、間違ってますので、訂正で消してくだ

さい。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 同ページ、１３７ページの下段をお願いします。 

  中事業名、県施行港湾事業負担金で１,０００万円を計上しております。主な経費としましては、三重県が

実施します鳥羽港中之郷岸壁耐震工事の事業費の一部を負担するものでございます。 
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  ちょっとここで一部訂正をお願いいたします。主な経費の事業費のところで１,０００万３,０００円という

表記になっておりますけれども、１,０００万円に訂正をお願いいたします。申し訳ございませんでした。 

  続きまして、説明資料のほう、１３８ページをお願いします。 

  上段の中事業名、鳥羽マリンターミナル維持管理経費で３,２７９万４,０００円を計上しております。主な

経費としましては、債務負担でお認めいただいております鳥羽市開発公社への指定管理業務委託料と、経年劣

化により改修が必要となりましたマリンターミナルの屋上の防水工事やエレベーターの修繕工事に係る費用を

計上しております。主な財源としましては、港湾施設整備事業債１,５００万円を充当いたします。 

  同ページ下段をお願いします。 

  中事業名、港湾施設整備事業で３４９万４,０００円を計上しております。主な経費は、中之郷物揚げ場の

安全対策のために設置してある敷鉄板の借り上げに係る費用を計上しております。 

  続いて、予算説明資料の１３９ページ上段をお願いします。 

  中事業名、都市計画一般管理経費で２,０７０万５,０００円を計上しております。主な経費としましては、

令和６年度から策定を進めてまいりました鳥羽市立地適正化計画の冊子の印刷費用を計上しております。また、

例年実施している鳥羽駅周辺の街路清掃及び樹木剪定業務におきまして、清掃回数を増やすなどして駅周辺の

美化に係る費用を計上しております。主な財源としましては、観光まちづくり基金４５２万８,０００円、ふ

るさと創生基金１０万円、市有地土地建物貸付収入１５５万３,０００円を充当いたします。 

  同ページ下段をお願いします。 

  雨水公共下水道事業で２,１００万円を計上しております。主な経費としましては、大明地区の雨水公共下

水道事業を実施するに当たりまして、ポンプ場の施設整備内容を検討するための基本設計業務に係る費用を計

上しております。主な財源としましては、社会資本整備総合交付金１,０５０万円、都市計画事業基金

１１０万円、公共下水道整備事業債９４０万円を充当いたします。 

  説明資料の１４０ページをお願いします。 

  都市下水路管理で７３７万円を計上しております。主な経費としましては、鳥羽４丁目の鳥羽ポンプ場の保

守点検において、機器の不具合について報告を受けております燃料槽液位計や冷却水の電磁弁の取替え工事を

実施する費用を計上しております。主な財源としましては、都市下水路整備事業債を充当いたします。 

  同ページ下段をお願いします。 

  公園維持管理費で３,９０７万４,０００円を計上しております。主な経費としましては、市内都市公園等の

除草清掃業務のほか、都市公園利用者の安全を確保するため、倒木の危険性がある樹木の伐採に係る費用を計

上しております。主な財源としましては、観光まちづくり基金２９７万円、ふるさと創生基金３００万円を充

当いたします。 

  説明資料は１４１ページの上段をお願いします。 

  提出させていただきました資料の１７ページもお願いいたします。 

  中事業名、都市公園整備（交付金）事業で７,４６３万８,０００円を計上しております。主な経費としまし

ては、鳥羽中央公園の防犯性向上を図るため、令和７年度に引き続き園路整備工事を行います。資料のほうで

青の部分になります。また、令和８年度で終期を迎える公園施設長寿命化計画につきまして、令和９年度以降
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の計画を策定するための費用を計上しております。主な財源としましては、社会資本整備総合交付金

３,２５０万円、都市公園等整備事業債２,５５０万円を充当いたします。 

  同ページ下段をお願いします。 

  中央公園施設整備事業で１,１５４万８,０００円を計上しております。主な経費としましては、鳥羽中央公

園水泳プールにおいて、ろ過機が経年劣化により運営上支障を来していることから、ろ過機及びろ過ポンプの

改修に係る費用を計上しております。主な財源としましては、都市公園等整備事業債１,１４０万円を充当い

たします。 

○木下順一委員長 建設課長。 

○岩井建設課長 続きまして、予算説明資料１４２ページの上段をお願いいたします。 

  中事業名、住宅運営管理経費としまして６,０６２万４,０００円を計上しております。市営住宅に住まわれ

ている方からの修繕要望及び入退居における修繕費用として２,２００万円、リバーサイド幸丘２号棟及び

３号棟の水道メーターが計量法に基づく検定満了の時期を迎えることから、取替えに係る経費として工事請負

費２５０万円を計上するとともに、入居率が低下しています安楽島団地、安楽島第２団地につきましては、空

き住戸に係る受水槽の費用の一部を市が８７万８,０００円負担することで、入居者の負担軽減に努めてまい

ります。主な財源としましては、市営住宅整備事業債２５０万円、ふるさと創生基金繰入金８７万

８,０００円を充当いたします。 

  続きまして、同ページ下段をお願いします。 

  中事業名、市営住宅整備（交付金）事業としまして３,７５８万７,０００円を計上しております。 

  説明の前に訂正をお願いいたします。主な経費として記載されています工事請負費の表記の入替えが変わっ

ておりますので、訂正させていただきます。正しくは安楽島市営住宅浴槽等改修工事は、この下段の５５２万

２,０００円で、安楽島市営住宅ＬＥＤ照明器具改修工事は３,２０６万５,０００円となります。誠に申し訳

ございません。市営住宅の安楽島団地、安楽島第２団地における住戸内照明器具等の改修、ＬＥＤ化に係る経

費としまして３,２０６万５,０００円、また、入居者募集時等における浴槽等の設置費用に係る費用として

５５２万２,０００円を計上しております。主な財源としまして、社会資本整備総合交付金１,８７９万

３,０００円及び市営住宅整備事業債１,８７０万円を計上いたします。 

  続きまして、予算説明資料１４３ページ上段をお願いします。 

  中事業名、道路橋りょう災害復旧事業としまして４００万円を計上しております。台風や豪雨等により道路

施設が被災した際に応急復旧するための工事費や測量設計に係る費用を計上します。災害応急復旧工事測量設

計業務１００万円、災害応急復旧工事３００万円です。 

  続きまして、予算説明資料、同ページ下段をお願いします。 

  中事業名、河川災害復旧事業としまして３００万円を計上しております。台風や豪雨等により河川施設が被

災した際に応急復旧するための工事費や測量設計に係る費用を計上します。 

  工事測量設計業務として１００万円、応急復旧工事として２００万円となります。 

  以上で建設課の説明を終わらせていただきます。ご審査のほどよろしくお願いします。 

○木下順一委員長 説明は終わりました。 
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  まず初めに、１３０ページ、土木一般管理経費から１３６ページ下段、市単道路改良事業までの範囲でご質

疑はございませんか。 

  南川委員。 

○南川則之委員 １３２ページの都市公園整備事業というところでお願いします。 

  副参事の説明で、市民の森を市長が子どもの森に変えていくんやという強い意思ということで、今回は基本

設計の業務を令和８年度はやっていくということですけれども、以前、広報にも出とったと思うんですけれど

も、この基本設計をやるに当たって、この子どもの森をどういう姿にしたらいいかということで市民アンケー

ト等を長い期間取られたと思うんですけれども、そのアンケートの件数とか主な内容とか、そういったところ

を説明をお願いします。 

○木下順一委員長 重見副室長。 

○重見副室長 南川委員のご質問にお答えします。 

  建設課まちづくり整備室の重見です。よろしくお願いします。 

  委員ご指摘の市民アンケートなんですけれども、令和７年１１月から令和８年１月までの約３か月の間、ウ

ェブアンケートを実施させていただきました。そのアンケートの情報取得方法は、現地のほうにＱＲコードを

設置して、来訪している方がふだんどのように利用されているのかという実態調査と、今後、鳥羽市が整備し

ていくインクルーシブ化に向けてのニーズを把握することが目的でした。結果、１０６人の方から回答いただ

きまして、その内訳としましては、市内の方が６９％、約７割ですね。お隣の伊勢市さんの割合が多くて

１４％でした。その他市外、県外ですね、帰省されていた方も恐らく含まれているんですけれども、１７％い

ました。利用頻度につきましては、年に数回が３８％と最も多く、次いで月に１回から２回という方が３６％

で多かったです。利用者の年代としましては、未就学児が４６％と最も多く、次いで小学校の下級生、１年生

から３年生が２６％と多かったです。 

  また、利用者の属性としまして、障がいの有無についても質問させていただいたんですけれども、「いいえ」

ということで障がいがない方が８６％と最も多く、次いで「はい」、何かしらの障がいをお持ちの方が１０％

と多かったです。遊んでみたいインクルーシブ遊具はどのようなものですかということで、ウェブのほうにイ

ラストというか、写真も載せながらやったんですけれども、特に多かったのが跳ねるクッションであったり、

トランポリン機能があるもの、また、登り坂、登る機能があるもの、また滑る滑り台というふうな順番で多か

ったです。 

  また、既存の公園も非常に老朽化が進んでおりまして、その施設の改善に対するご要望もたくさんいただい

ておりまして、例えば遊具の場所からトイレまでの距離であったり、駐車場から遊具までの距離、また、保護

者が子供を見守るためのベンチ、休憩所の充実等のご意見をいただきました。また、ふだんそこを利用される

高齢者の方もたくさんご要望いただきまして、夜間照明の充実とか、あと既存の樹木、植栽の管理に対するご

要望もいただきました。トータル的にインクルーシブ化の市の取組、市長の取組に対しては賛同するような声

がたくさんありまして、その期待を胸に秘めて今回予算要求をさせていただいております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 南川委員。 
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○南川則之委員 ありがとうございます。 

  担当課から詳細な説明をいただきました。トータルで１０６人と言うんですか。これまでなかったような関

心を示しとるというところがあって、何とか成功してほしいなという気持ちがあります。今回１,８００万円

という委託料ということですけれども、先ほど言った内容を含めて、今後１年間かけて検討になると思うんで

すけれども、この内容から見ると、実現可能な内容が多いのか、あるいはこういったところは可能性がない。

可能性がないところも考え方を変えてこういうふうにしてあげれば満足度が上がるとか、そういう考えがある

かどうかちょっと教えてください。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 アンケートの結果を受けて、遊具等々は可能性があるのではないかなというふうな形では考えて

おります。ただ、トイレとか、ほかいろいろ要望があると思うんですけれども、そのあたりはまた基本設計の

中で、また今年度学校のほうへもインクルーシブ教育としても、こちら建設課のほうも参加していこうという

ふうな考えでおりますので、その辺の意見も聞いて、基本設計の中で考えていければなと思ってます。 

○木下順一委員長 南川委員。 

○南川則之委員 ありがとうございます。 

  その委託１年間の中で、先ほど副参事のほうから学校へも出向いて、子供たちの声というのも拾い上げると

いうことですんで、ぜひ子どもの森になるように検討して、実施してあげてほしいなと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 これはやっぱり公園ですから、防災機能を強化した公園に変えていくというのはもう今の時代

当たり前なんですけれども、そういう要望はありましたか。 

○木下順一委員長 重見副室長。 

○重見副室長 まちづくり整備室の重見です。 

  特段防災に対する市民の方からのお声というのはアンケート上では拾えてなかったんですけれども、我々建

設課としては、防災第一、市民の安全・安心第一ということは心得ておりますので、設計する側の考え方とし

て、そこを重視した設計になるように配慮していきたいと思います。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱり市長自体が変革のスイッチを入れるということで、あそこは避難塔もつくるんやとい

うような主旨の話をしとったと思うんですよ。聞いてませんか。聞いてないなら、やっぱり防災機能、どこの

公園でも今はもう当たり前の話であって、防災機能が入ってないような公園では、やっぱり公園を使わすほう

自体が危惧せないかん部分やと。もう御存じだと思いますので、しっかりとした防災機能を果たせる公園に変

えていってください。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

  瀬﨑委員。 
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○瀬﨑伸一委員 遊具のインクルーシブ化についてお伺いをいたします。 

  私は一般質問でもインクルーシブの遊具をぜひ鳥羽にもという、私は長岡中学校の場所をというような形で

は質問したんですけれども、あの意図の中には市民の森も実は想定にしておりまして、鳥羽市の中にこのイン

クルーシブ化された遊具が欲しいという意図であったところが実現してくるというところがすごく見えてきて

非常にうれしいですし、市民にも期待感のあるところだと思われます。今現状、市民の森のガリバーがあった

りするところとかに幾つか遊具があるよねと思うんですけれども、今までの既存遊具はそのまま置いておいて、

いわゆる伊勢であったり、志摩であったりが入れていらっしゃるような、ああいう大きなインクルーシブ遊具

が置かれるのか。何か今あるものをインクルーシブ化していくような対応をしていくのか。イメージってどう

いうふうに設計されるときに伝えられていますか。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 既存のものを使うのか、新しくつくるのかという話ですけれども、これと同時に、施設の長寿命

化計画というのも来年度策定する予定でして、既存の遊具はそこで１回全て点検を入れます。点検を入れて、

老朽化が進んでいるものについては、その遊具を取り替えるというようなことも検討しますし、そのまま使え

るものは既存のまま残していこうというのが基本的な考えでございます。 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 ということは、設計測量等としていた上で出てくる答えなのかなというふうに理解をしました。

つけていただいているこの図を見てますと、市民の森って真ん中が芝生のような形で丸く広場になってますよ

ね。いわゆる大型のインクルーシブ遊具って結構場所を広く取る必要性があるかなと思う中で、市民の森の今

の現状はちょっと木が生えている森のようなところもある中であると、恐らく大型のものを設置しようとする

と、今現状広場になっているあたりなのかなと思うんですけれども、この理解で合ってますか。 

○木下順一委員長 重見副室長。 

○重見副室長 瀬﨑委員のご質問ですけれども、市民の森全体のコンセプト、市民の森ということで、自然の景

観も楽しむということがありますので、その木の部分もしっかりと残していきたいと思っております。大型の

複合遊具を設置すると、確かに今のスペースでは見受けられないかもしれないんですけれども、あまり利用の

頻度が少ないような場所も実はございます。例えば教育委員会の裏のところなんですけれども、もともと池が

あったところであるとか、九鬼水軍の太鼓会館の真裏のところも少しスペースがございます。それぞれのスペ

ースを生かしながら大型の複合遊具がどこの場所に適しているかということは、全体の計画の中で考えていき

たいと思っております。 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 ありがとうございます。 

  大型の複合遊具はつくるんやなと理解しておいていいんですよね。 

○木下順一委員長 そのあたりは設計の中で考えてもろて。 

○瀬﨑伸一委員 すごく嫌らしい質問の仕方をしてしまいまして、すみません。思いとしては、現状、今の市民

の森を子供のための森にするんだということで、アンケートの結果からも、いわゆる子供、小学校３年生以下

の子供たちにとって非常にうれしい公園であるという今の位置づけも物語っているように、いわゆる今現状、
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伊勢や志摩はもう先行して入れられている大型の複合遊具は、そういった年代の子たちが一生懸命自分たちで

工夫して遊んでもらう、そして、そこで学んでもらう場所になっていると思いますので、僕、何で真ん中にそ

の遊具をと言うたかというと、あえて真ん中に置いてほしいなと、目立つように置いてほしいなという思いが

あって言っております。せっかくつくるんであれば、そこがモニュメントとして一目で分かるところにしてい

ただきたいなという要望を最後に添えさせていただいて、頑張ってください。よろしくお願いいたします。 

○木下順一委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 ありがとうございます。 

  私も令和７年の６月議会で一般質問をさせていただきました。公園におけるインクルーシブ公園の遊具の整

備についてを伺ったわけですけれども、このように新年度に向けて基本設計を入れていただくということに大

変敬意を示させていただきます。 

  そして、先ほどやっぱり社会が大きく、今、こどもまんなか社会ということになってきて、人口減少、高齢

化で、そして子供さんたちが少なくなってきているというこの社会の中で、やはり子供の意見を聞いていただ

くというのがとても大切かなと思っております。その中で、南川委員が言われたように、アンケート調査を実

際していただいたということで、詳細を伺って大変感銘いたしました。 

  そして、その遊具を決めるときに、やはり私もトイレのことは地元の市民の方から、すごくトイレが遠いん

だと。小さい子はすぐトイレが間に合わへんもんで、おむつをちょうど替えている小さい幼児期には、近くに

あるほうがもう本当にありがたいんですというお話もあったので、その点計画を立てるときに綿密なお願いを

したいと思います。 

  それと、インクルーシブというのは、やはり障がいのある方もない方もということを含めますので、小学校

に聞き取りに行っていただくとおっしゃいましたが、特に鳥羽市はゼロ歳から１８歳というホップという中に

子供の福祉を含めた相談窓口もございますので、そういう小さなお子様をお連れになる方のいわゆる障がいの

ある子、ない子も専門的な知識をお持ちの方がホップの中にはちゃんといらっしゃいますので、そういうこと

もぜひ意見聴取していただいて、本当は伊勢市さんはみんなの公園ということで、市民の方の声が一つの形に

なって、ああいう大仏山とか朝熊公園につくられたということも実際ありますし、ぜひ伊勢も見に行っていた

だきまして、この基本計画のスタートを切っていただきたいなという思いでございます。どうぞよろしくお願

いいたします。 

  すみません、ちょっと聞かせていただくのは、そういう福祉の視点を入れた部分というのも、ちゃんとこれ

からしていただけるのかどうかお伺いいたします。 

○木下順一委員長 重見副室長。 

○重見副室長 坂倉議員のご質問にお答えします。 

  ２月２６日に社協さんのほうにも打合せに行ってきまして、社協さんのほうでいたずらっこということで、

学校に通う子供たちの障害のお持ちの方がひだまりのほうに通われているということをお聞きしました。そう

いった子供たちのご意見であったり、ふだんそういった障がいに関わる方と働いている職員さんからも十分意

見をいただきたくてやっております。 

  また、先ほどから伊勢市のということを言われるんですけれども、伊勢市の実際にインクルーシブ公園に携
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わった松元康枝さんという方がいらっしゃるんですけれども、実は私、日頃連絡を取り合って、鳥羽のこうい

った事業に対するアドバイスをいただいております。先週も鳥羽市教育委員会ですね、教育長のほうとその松

元さんとご面談いただきまして、伊勢市でこのような取組をしているということをプレゼンいただきました。

教育長からもぜひ鳥羽市の第３次教育ビジョンとも方向性が一致しているので、鳥羽市でもそういった事業を

やっていきたいというお言葉をいただきました。年度末なんで、次年度に向けて各学校と建設課が調整させて

いただいて、４月以降にそういった子供たちによる公園づくりができるように計画を進めていきたいと思いま

す。よろしくお願いします。 

○木下順一委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 明確なご答弁いただきまして、また松元康枝さんも本当にご尽力、こういう教育長とも会って

いただいたということですので、ぜひまたよろしくお願いいたします。期待しております。ありがとうござい

ます。 

  以上です。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

  戻ってもいいけれども、もう関連よろしいね。 

（「はい」の声あり） 

○木下順一委員長 どうぞ、尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 都市計画整備、１３１ページの自由通路、これの耐震は本当に大丈夫。これ照明を変えると言

うておりますけれども、その前にずれがもう出てますよね。本当にこれ大丈夫なのかな。耐震補強もしてない

し、つくってからもう五十年ぐらいたっとるよね。大丈夫かなと思ってお伺いしたいと思います。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 鳥羽駅の自由通路ですけれども、橋自体は県管理の橋に歩道橋という形になります。県のほうに

もちょっと最近確認はしたんですけれども、歩道橋としての耐震調査等はまだ行っていないというところで、

実際今の歩道橋の耐震があるかないかというところはまだ現在未定、分からないというところです。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱり一番観光客が通る自由通路やと思いますので、これは早く耐震、あれ県の持ち物でし

たか。それなら県にやっぱり要請かけてもらわな。何かあってからでは、もう取り返しのつかないような状況

が起こると考えられるもんで、もうちょっとさびてきて色塗っとるだけで、もう子供の頃からあるもんやもん

で、それを耐震もせんとそのまま使い続けられたというのはもう本当に奇跡か分からんぐらいのもんやと思う

てますから、大至急そういうやっぱり確認作業をしてもらうことはできますか。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 また再度県のほうと協議はさせていただきます。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 港湾は一生懸命なんやけれども、三重県も。あれ国道ですから、それで国道にかかっとる歩道

橋扱いするならば、特に副市長どうですか。これ１回も診断してないと、それで自由ロードって、それでなく

ても鳥羽市から見たら観光通路であって、これが安全・安心の確認が取れてないというのはいかがなものです



－38－ 

か。 

○濱口正久委員 副市長。 

○大野副市長 委員おっしゃるとおり、ここは国道を渡っているというところがございます。管理はちょっと県

ということですので、今はちょっとまだ耐震の調査をやってないということです。耐震性があるのかが不明と

いうことですので、そこはちょっと先ほど副参事が答えさせてもらったように、確認させていただきます。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 これはもう副市長の責任の下でしっかりとやっていただくことを望みますので、よろしくお願

いします。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（「次いきましょう」「ほかでいい」の声あり） 

○木下順一委員長 ほかで。 

  南川委員。 

○南川則之委員 １３６ページ、市単道路改良事業ということで１点お聞きいたします。 

  最後のところに市道森崎村山線浸水対策排水ポンプ設置工事ということで２,０００万円を計上していただ

いております。以前から森崎村山線は鳥羽中央中学校に行く通学路にもあるということで、かさ上げをしてき

たということで、現状かさ上げのやってないところの辺りについては浸水するということで、通学路にも影響

しとるということで、いろんな議会からも質問をさせていただいて、担当課で調査をしていただいて、今回、

この位置にポンプを設置していただくという工事になったということなんですけれども、このポンプ能力を、

この設置する能力で、この図面にも示してあるような範囲が……すみません。 

  １３６ページの市単道路改良事業についてお聞きいたします。 

  市道森崎村山線浸水対策排水ポンプ設置工事ということで２,０００万円を計上ということですけれども、

以前から森崎村山線というのは、新しくなる鳥羽中央中学校の通学路になるということで、かさ上げ等をして

きたということで、そのときもいろいろ浸水については各議員からも意見が出とったところであるんですけれ

ども、今回このかさ上げのしてないところ辺りの浸水対策ということで、排水ポンプを設置するという工事の

調査していただいたということで、このポンプの能力で、この図面に示してある範囲が１００％浸水を改善で

きるかというところを少し説明をお願いします。 

○木下順一委員長 舟橋課長補佐。 

○舟橋課長補佐 建設課、舟橋です。よろしくお願いします。 

  南川議員の質問にお答えさせてもらいます。 

  まず、このポンプの能力につきまして、１台当たり１分当たり２.３４立米を排出する能力のポンプを２台

設置します。その２台設置した中で、水路の中にポンプを設置し、水がたまり次第、自動に動くように設定し

てポンプの排水をしていきます。それとあと、量が多いときには、２台交互運転、通常は交互運転なんですけ

れども、量が多くなった場合には２基同時に回すようにして排水をしたいと思っています。 

  それとあと、冠水のエリア、資料の図面の１３ページの青色で塗られとるところなんですけれども、そこに
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関しましては、さすがにちょっとこの能力では若干１００％までは排水機能としては難しいんですけれども、

歩ける程度までの排水のほうをしていきたいと思っております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 南川委員。 

○南川則之委員 説明ありがとうございます。 

  ポンプの能力といろいろ流域も計算して設定していただいたと思うんですけれど、この一旦ポンプを設置し

て、その後の状況というのを確認していただいて、さらなる対策が必要であれば、また課長、対策も練りなが

ら、１００％ではないという話もあるんですけれども、改善をしていただきたいなというのが１点と、地域の

方も不安なところは、かさ上げした部分についても今後どうなのかというところも不安視されているところも

ありますので、森崎村山線全体を見て、状況把握して、このポンプの設置を全体として冠水対策につながっと

るかどうかも含めて、再度のまた検討もぜひお願いしたいと思います。その辺はちょっと課長、どうですか。 

○木下順一委員長 建設課長。 

○岩井建設課長 南川委員のおっしゃるとおり、かさ上げしました、ポンプも入れました。ただ、大雨が降って

みないとどんな感じになるか分かりにくいかと思いますので、今後も引き続いて状態を見ていきたいと思いま

す。 

  以上になります。 

○木下順一委員長 南川委員。 

○南川則之委員 ありがとうございます。 

  ぜひ通学路の安全対策ということですね。それと、車も通るというところところですので、ぜひこの冠水対

策を真剣に考えていただくように今後もよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（「関連して」の声あり） 

○木下順一委員長 市単。 

  坂倉委員。 

○坂倉広子委員 南川委員が言っていただいたのは、本当にもちろんそのとおりで、住民の方というのは非常に

冠水になったときに心配しているところへポンプの設置ということでありがとうございます。そして、ここが

地元住民の方が一番心配しているのは、やはり以前、台風、大雨が降ったときに車がつかったということと、

それと救急車が新しくなる今、東中学校ですけれども、そこから下りてくるところのいやさかさんのところま

で来るところがすごく心配があるんですね。救急車も、かさ上げをしていただいたということですので、そう

いう声もございますので、またその点も含めてどうぞよろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連、尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 関連で、錦橋通線道路改良工事、この内容はどんな工事になるんですか。市単でしょう、今。

いいんですよね、ここで。 
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○木下順一委員長 舟橋課長補佐。 

○舟橋課長補佐 尾﨑委員の質問に答えさせてもらいます。 

  ここは側溝の改良と舗装の改良としていく予定です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 これ７０メートルですよね。小浜も７０メートルで、４００万円高いというのは、やっぱり特

殊な工事が入るんですか。錦橋通なんて３メートルです。だけれども、小浜のほうはあれ６メートルあるんか

な、それで歩道がついとって、この値段の格差は何なんですか。 

○木下順一委員長 舟橋課長補佐。 

○舟橋課長補佐 小浜線のほうは舗装のみ、先に言われました錦橋道路のほうは側溝も舗装も全て改良していく

ということです。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 一部橋がかかっとるんですけれども、江戸時代みたいな、あの橋の改良は入っとるんですか。 

○木下順一委員長 舟橋課長補佐。 

○舟橋課長補佐 その橋のほうはまだ改良には入っておりません。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 今の道路から見ても、走っていくと一段下がるわけですよね。そこを上物を乗せるような形が

一番いいのかちょっと分からへんのやけれども、あれもやっぱり同時にやるべきやと思うんですけれども、側

溝と舗装をするわけですよね。橋の部分だけやっぱりちょっと難しいんかな。４００万円も高いって、できそ

うやけれどもな。 

○木下順一委員長 舟橋課長補佐。 

○舟橋課長補佐 橋のほうに関しましては長寿命化計画等での修繕があるんですけれども、あそこの橋の幅員が

２メートル以下であれば、その計画には載ってない橋となります。そして、そのまた議員が言われるような橋

の上に物を乗せていくと、その橋がまたもつか、もたないかという問題もありますので、橋に対してすりつけ

ていくような形で、川のほうに水路で水を流していく設計をしていきたいと思っています。 

  以上です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ぜひともやっぱり側溝まで改良するならば、あそこも改良してほしい。２メートル以下やと思

います。できたら側溝扱いできれいに変えてやってもらうことが、それでなくても高齢者が多い場所ですので、

それを加味した中でもう一度検討できるものならしていただきたいと思っています。 

  以上です。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

（「ほかでよろしいですか」の声あり） 

○木下順一委員長 ほかでも。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 すみません、ちょっと１３３ページに戻ります。建築物耐震化促進事業で、今回資料もつけて
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いただいております。空き家の除却に関しては、議会からもいろいろ話があったかと思います。これ今回

２０万７,０００円が上限が４０万円に変わりました。これは国の制度そのものが変わったのか、まず最初に

そこから教えてください。 

○木下順一委員長 立花副室長。 

○立花副室長 まちづくり整備室の立花です。 

  先ほどの委員の質問ですけれども、県のほうで補助基本額というのは上げましたので、それに対して、国

２分の１、県４分の１、市４分の１というのは事業の中で決まっておりますので、その場合で補助額が上がっ

たという形になります。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 そうしますと、これ各地域、県によってその上限額が多分違うような話だったと思うんですけ

れども、これの国の制度の最大はどれぐらいまであって、実はこの４０万円になっとるか分かりますでしょう

か。 

○木下順一委員長 立花副室長。 

○立花副室長 おおむねなんですが、９０万円程度の補助額がある県は把握しております。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 今回、この２０万円で、いつも３０件ですから、結構申請が多かったかと思うんです。これに

対して今回４０万円になることによって件数が増えるんじゃないかなという気もするんですけれども、今まで

２０万円だったらちょっとどうかなというところがあったと思うんですけれども、それがこれも本来の目的自

体は、ここに書かれているように地震発生時に倒壊のおそれがある家屋を減少させるというのと、あと除却の

補助して事業を促進するということはあったと思うんですけれども、これ３０件も増えるんであろうという検

討はされなかったんですか。それともこれもう３０件というのは県から決められているんでしょうか。 

○木下順一委員長 立花副室長。 

○立花副室長 件数については県から決められてはいません。ただ、今年度末の時点で２０件から申込みありま

したので、こちらで想定でおおむね３０件ぐらいじゃないかなということで思っています。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 ありがとうございます。 

  一応今年度も３０件を盛っていただいたんですけれども、大体２０件ぐらいだった。それが、私のイメージ

的にいくと、倍に増えると、それがちょっと増えるのかなというイメージがあったのでお聞きしました。これ

は私はうれしいなと思う反面、また県のほうに働きかけて、例えば市の別のメニューであるとかというような

こともちょっとまた今後も検討していただきたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（「関連」の声あり） 

○木下順一委員長 ちょっと尾﨑さん、待ってください。 

  戸上委員、どうぞ。 
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○戸上 健委員 関連で、建築物耐震化促進進事業のうち、木造住宅耐震補強補助金、設計補助金についてお尋

ねします。 

  設計のほうが３件、補強工事のほうが２件計上されております。毎年大体こういう数字で、遅々として鳥羽

市の木造住宅の耐震化補強工事は進んでおりません。そこで、市のほうは、この住まいの耐震診断を無料、補

強設計を最大３４万円補助、耐震補強工事は最大で１５７.５万円補助という制度を打ち出しております。に

もかかわらず、これは進んでいないと。どこに原因があるのかというアンケート調査結果が出ております。ト

ップは補強工事費が高過ぎると。この１５７万円で収まらん。二、三百万円かかるからできないというのが大

半です。 

  そこで、全国の自治体では、低コスト住宅耐震化事業、こういうものを手がけております。鳥羽市はこれは

検討なさらなかったんでしょうか。予算計上の中で検討なさらなかったんでしょうか。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 低コスト工法を検討しなかったかということですけれども、この耐震補強設計の中でちょっと一

般質問のほうでも答えさせていただいたんですけれども、この中で精密診断法という設計の仕方というのがご

ざいます。それを補助対象にしたのは今年度からしてまして、それをすると低コスト工法にもつながっていく

というような設計の仕方なんですけれども、まだその制度が普及ちょっと市民の方に周知が全て伝わってない

というのもございますし、一般質問のほうでも答えさせていただきましたけれども、その設計をできる設計士

の方が南勢地区には１社しかない、今のところ１社しかないというところで、なかなか普及にはまだ至ってい

ないんですけれども、そのあたりは来年度からも三重県と協力して進めていきたいなというふうに考えており

ますので、決して低コスト工法を検討しなかったと言われると、そういうわけではなくて、一応そのあたりは

加味して、予算要求の計上のほうはさせていただいてます。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 皆さんもご覧になったというふうに思うんだけれども、３月１１日の６時から「まるっと！み

え」は防災特集をやりました。その中でこの木造住宅の耐震化問題も川口三重大教授を中心に取り上げられて、

僕も感心したんだけれども、紀宝町の例が出ておりました。紀宝町はこれまで鳥羽と同じように耐震補強工事

の実数というのは１年間で二、三件でずっと来とっとるんだけれども、今年度に入って１９件もう既に実施し

ていると。そして、市が研修会といいますか、報告会を開いて、そこに地域の住民の人たちが、お年寄りの方

が大半だったけれども、見えて、そして紀宝町の建築課の担当者とどういうふうにしていくかということを放

映されておりました。 

  僕もほうと思ったんやけれども、既に耐震化工事を実施した方が出てみえました。一級建築士が診断して、

こことここを低コストでやれば可能ですと。耐震化できますということで、それを実施したんですけれども、

その方の工事費は１５７万円だそうです。ということは、補強工事、補助金の範囲内で収まっとる。ですから、

自分の持ち出しは１円もしなくて耐震補強工事が全額補助金の範囲内でしたということで非常に喜んで、これ

で私も安心して眠れますと施主の方はおっしゃってみえました。皆様ご覧になったというふうに思います。で

すから、私、それを見て、この低コスト耐震化事業というのは、これは活路じゃないかというふうに思います。 

  鳥羽市の場合も冒頭の総務課の危機管理のところで議論になっておりましたけれども、南海トラフによる地
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震、津波で死者６００人やったかな、８００人やったかな、倒壊家屋何百戸というのが出ておりましたね。で

すから、これは本当に近々で迫られる課題だというふうに思います。なのに遅々として進んでないというとこ

ろを打開している自治体もあるわけですから、さっき鳥羽さんは視野に入れて研究しているんだというふうに

おっしゃいましたけれども、次年度、令和９年度の予算ではぜひこの低コストの、紀宝町に学んで、市民にこ

ういう方法がありますよということをアピールしていただければというふうに思います。老婆心ですけれども、

お願いしておきます。 

  以上です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員、関連。 

○尾﨑 幹委員 耐震シェルター、これ２件で２００万円、もうどんな形でも１００万円つけるということなん

ですか。やっぱりこれは補助が５０％とか、基準は何なんですか。 

○木下順一委員長 立花副室長。 

○立花副室長 事業費の２分の１が補助額になります。ですので、事業費内で収まればもう全額負担という形に

はなります。 

  以上です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 これ、やっぱり耐震補強ももちろんなんやけれども、どういう形のを今考えとるの。シェルタ

ーやで。 

○木下順一委員長 立花副室長。 

○立花副室長 形といいますと、建物に対してシェルターをつけるという形、シェルター自体がベッド型とか、

テーブル型とかあるんですが、当市の場合は建物に対してシェルターをつける形となっております。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 家の中の中心、居間やったら居間をシェルターにしようと思ったら、それも全部可能な方法自

体と、やっぱりそれを明確に告知したってほしいんさ。シェルターって何やと言う人がやっぱりおるわけです

から、やっぱり告知することによって、もうこれ２件は決まっとんの。決まってないでしょう。やっぱりこれ

をすることによって、補強よりひょっとすると必要になる可能性があるもんで、聞いとるだけで。もうちょっ

としっかり告知してもらうと、これの利用度が上がってくるんじゃないかなと。短期間でできて、家の中心部

の居間やったら居間に一つ大きな鉄格子をぼんとつくるみたいな感覚で物事が進めば、そこが家の中のシェル

ターになりますから、そういう形をやっぱり推進してもらうと、大がかりな補強工事より進むんじゃないかと

思うてますから、告知だけはしっかりしてください。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ないようでしたら、その他の項目。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 いいですか。１３４、空き家解体促進のことで、業務が進めば、やっぱり管理不全とか解体し
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ていかないかんわけですよね。告知がやっぱりちょっと弱いんじゃないかと、よそのまちと比べれば。もうち

ょっとやっぱり管理不全の方はもう即座に解体してもらわないかんという現状が……すみません。 

  管理不全空き家特定業務に関してちょっとお聞きしますね。これ３００万円ついとって、去年よりもかなり

進むと思います。その進む中で、やっぱり次には解体促進になると思うんです。それをやっぱりしっかりと進

めてもらわな、崩れてから壊しましょうというのが今、鳥羽の現状やと思ってます。そこをやっぱりしっかり

としてもろて、中心市街地の中だけでもと思う。そやけど、やっぱりそれがもう国調が入ってへんもんでひっ

ついた家がもうほとんどやもんで、これに関しても国調のやっぱり進捗状況自体が中心市街地はもうゼロに等

しいんじゃないかなというぐらい思ってますので、ここに関しても告知、それとやっぱり一番的確に物事が進

むのは国調を入れて境界をしっかりとしてもらいたい。そういう考えはないんですか。 

○木下順一委員長 答弁ちょっとお待ちください。 

○尾﨑 幹委員 昼からにしようか。壊したくても壊せへんのよ、境界がないもので。それは環境省は金出す言

うとるんやでさ。 

○木下順一委員長 答弁をお願いします。 

  建設課長。 

○岩井建設課長 すみません、私の説明のときに、空き家バンク運営サポート業務１,０００万円と言いました

が、１０９万６,０００円に訂正させていただきますので、すみませんが、よろしくお願いします。 

  あと、尾﨑議員のご質問のありました告知してほしいという話がありましたので、今、実は令和７年度に空

き家、市内全域の調査をしてます。ただ、ここへ報告できへん。まだ委員会がこの今週末ありますんで、そこ

で認定等をしてから、後で今後の全協で件数等をお話しさせていただいて、じゃないとちょっと公表できませ

んので、ご了承ください。確かにおっしゃるとおり、告知は大事やと思ってます。 

  あと、国土調査のお話が出ました。確かに地籍調査の話はまたちょっと別件の話になるんですが、ちょっと

建物と地籍の境界の話は別件やと思います。確かにおっしゃるとおり、鳥羽の中心市街地のほうは地籍調査が

進んでませんので、空き家等がどこの上に建っとるかとかその辺が不明確というのも重々承知しておりますの

で、なるだけ早めに進めたいと思っております。 

  以上でございます。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 続けていい。 

○木下順一委員長 まだ大分ありますか。 

○尾﨑 幹委員 これをやると１３５まで続いとるんです。 

○木下順一委員長 続いとる。地籍調査までいきたいと思って。 

○尾﨑 幹委員 いくんならいかしてもろても結構です。 

○木下順一委員長 じゃ、もうちょっといきましょう。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱり今、課長が言われたように、進まない原因というのはそこら辺にもちょっとあります

から、それをしっかりとしていただきたい。そうすることによって安全・安心なやっぱり地形がまたできてく
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ると。このまま中心市街地を国調も入れやんと放りっぱなしやと、境界のない鳥羽市というレッテル貼られま

すよ。それではやっぱり後々投資にしろ、何にしろやっぱり価値を下げてしまうような作業になっていくんじ

ゃないかなと。やっぱり中心市街地に家建っていても境界がないよって、一番は相続にしろ、何にしろ全部問

題になりますからね。そこだけは頭に入れておいてください。 

  下へ行っていい。 

○木下順一委員長 はい、どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 続きの…… 

○木下順一委員長 １３６まで、取りあえず下段までいきましょうかね。 

○尾﨑 幹委員 １３４ページのこれも急傾斜地、中心市街地、本町、道路はきれいにしてもろうても崖が全部

境界が決まってないもんで、急傾斜地もできないと。これ、本当に大問題で、上の人の土地、地権者は分かっ

とっても、下のほうへ石が流れとっても境界が分からんもんで、県の急傾斜地の作業ができへんと県は言うて

くるわけですよね。鳥羽市さんに国調早う入れて境界だけつくったったらと三重県からそう言われとるわけで

すよ。そやけど、なかなか進まない。これ境界をしっかりとせな、石が落ちてきても、建設課さんに見に行っ

てもろとるんさな。そやけど、これ境界がない限りという話で、もう御存じと思いますけれども、出してええ

んかな、すし梅さんからその両サイドはもう本当に危ない地域です。石がごんごん落ちてきとっても、境界が

入ってないために交渉もできへんだら、三重県は手がつけれへんと言うてくるわけですから、自分のところの

土地の中に急傾斜地のあれをつくるんならええけど、やっぱり相手があるような場所に関しては国調を入れて

境界をしっかりしてください。できますか。 

○木下順一委員長 建設課長。 

○岩井建設課長 尾﨑委員のおっしゃるとおり、急傾斜地で境界とか所有者、相続で県の事業に迷惑をかけて、

事業が進んでないというのは承知しております。今年もおっしゃるとおり、すし梅さんの裏のほうにも崩れた

経緯があって、所有者の方とご相談させていただいたところです。おっしゃるとおり、こちらも地籍調査を早

めたいとは思っておりますが、なかなか人の話もありますし、予算の話もあります。市の単独の予算だけでは

いきませんので、国・県のほうに市から強く要望していきたいと思います。よろしくお願いします。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱり、これも啓発がしっかりとされてない。これをしっかりとしてください。こういう境

界のないことによって問題はまだまだ増えていく方向で中心市街地がなってますので、これはやっぱり大問題

やと僕は思ってます。そのためにも次の１３５ページの地籍調査事業、これまた１人ですよね。委託業務が入

っとるんですけれども、今回の委託業務で岩倉やと。岩倉神社やったかな、あそこから安楽島の線を、それも

必要、補助幹線道路になるような道を造ったってほしい。 

  ただ、都市計画税を払っている地域が放りっぱなしで、都市計画外を先にして、進捗状況だけ県に対して上

げる。その進捗状況の確率を上げるための作業じゃないかなと。本来やっぱり中心市街地の区画整備からやっ

ぱりちゃんとしてかな、何のため都市計画税を取っとんのかも分からんような流れになってますが、ここら辺

どうですか。もう１人増やすとか、もう一言、やっぱり岩倉で２.２と０.３１、これだけするのにこんなにか

かるわけですよね。うちらみたいに中心市街地に入ってくるのはあと５０年かかると。鳥羽市全体にするのに、
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この状況やと１００年たっても鳥羽市内全域できませんよ。こんな悠長なことしとったら、立地適正をやるわ

けですから、そこら辺どうにか課長、きばって、これの３倍、４倍をかけてでも先にせないかんところはして

いくべきやと思うんですけれども、いかがですか。 

○木下順一委員長 建設課長。 

○岩井建設課長 尾﨑委員のおっしゃるのもよく分かります。ただ、岩倉のほうは計画にのっとって、あともう

少しだけさせていただきたいと思います。市の方針とすると、２メートルの浸水区域を優先的にしていきたい

という方針を持ってます。中心市街地を一番にやりたいのはやまやまなんですが、今のところ、市とすると、

先に岩倉やって、その次にできたら駅周辺とか中心市街地のほうに進めていけたらなという形で計画を直して

いって、行く行くは先にしていきたいと思ってます。ただ、それも先ほどお話ししたように、予算と職員の人

数が出てきますので、それはこちらから、建設課から要望をきちっと市長から上のほうへ上げていただければ

と考えております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 最後にしますけれども、やっぱり市長は変革のスイッチを入れるいうんで上がってきたんです

よ。今までどおりでは駄目ですよという考え方を持っとる方ですから、ぜひとも市長に強く要望していただい

て、やっぱり中心市街地の安全・安心を早く進めていただくよう要望しておきます。 

  以上です。 

○木下順一委員長 建設課長にもご案内させてもろたと思うんですけれども、ミチセキアワード２０２５で、地

籍調査によって三重県の津市が今回大賞という賞を受けておる。これご案内させてもらったけれども、そうい

うふうにして工夫しながら、今言われたような浸水区域に優先して地籍調査に入るというようなこともやって

おるので、その辺もまた参考にしていただいて、今、尾﨑委員が言われたように、災害の想定されているよう

な区域を優先してあげると安心できるかなと思いますんで、このあたりで一旦区切って、まだ１４３ページま

であるんで、午後１時まで昼食のため暫時休憩します。 

（午後 ０時１０分 休憩） 

─────────────── 

（午後 ０時５６分 再開） 

○木下順一委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  本日は、午後から市議会サポーターの方が傍聴されております。市議会サポーターの方に申し上げます。 

  当委員会において、議事について可否を表明または騒ぎ立てることは禁止されておりますので、ご静粛にお

願いいたします。 

  また、当委員会室の入退室につきましては、特段の事情がない限り休憩時間中に行っていただきますようご

協力のほどお願いいたします。 

  それでは、午前中に引き続き建設課の審査を行います。 

  冒頭、建設課のほうから発言の修正がございますので、立花副室長。 

○立花副室長 まちづくり整備室の立花です。よろしくお願いいたします。 
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  午前中、建築物耐震化促進事業のほうで、尾﨑委員のほうから耐震シェルターの補助額等の質問がございま

して、その中の私の回答のほうを訂正をお願いいたします。 

  内容につきましては、耐震シェルターの補助金の負担額について２分の１の補助額で、個人負担は補助額い

っぱいまでは個人負担がないという発言をさせていただきました。これで発言しましたが、正しくは２分の

１ずつ県と市が負担して、補助額が最大１００万円になりますが、１００万円までは個人の負担がないと訂正

させてください。大変すみませんでした。 

○木下順一委員長 それでは、説明資料１３７ページ上段、市単、河川改良事業から１４０ページ上段、都市下

水路管理までの範囲でご質疑はございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 １３９の上段、都市計画一般管理経費、ここで国調を入れられないんですか、経費として。管

理経費やで、載ってへんのやけれども、立地適正の単行本まで作るという余裕を見せんならばと思って質問さ

せてもろてます。いかがですか。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 都市計画一般管理経費で地籍の経費をということですけれども、地籍事業の経費は、前段の

１００…… 

○尾﨑 幹委員 入っとった。 

○鳥羽副参事 １３５ページ上段のところで計上しておりますので、都市計画一般管理経費では計上はいたしま

せん。 

○尾﨑 幹委員 はい、了解。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、続いて、１４０ページ下段、公園維持管理費から１４３ページ

下段、河川災害復旧事業までの範囲でご質疑はございませんか。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 １４１ページ下段、中央公園施設整備事業についてお伺いをいたします。 

  プールの補修といった感じの予算を計上していただいていると思うんですけれども、鳥羽市のいわゆる公共

施設は長寿命化を図らなくてはいけないぐらい年数がたっているものが多くて、どの課、どの公共施設におい

てもこういった長寿命化、経年劣化による補修といった事業がずっと展開はされているなとは思うんですけれ

ども、このプールについてはいろいろ事情がやはり緊急性高いのかなと思うんです。補修じゃなくて、もう新

しくしていく方向性ももう視野に入れなくてはいけないんじゃないのかなと思うんですけれども、まだやっぱ

りこのままずっと補修で続けていく予定ですか。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 水泳プール、このまま続けていくのかという質問だと思うんですけれども、現時点では、学校水

泳も今年度からこの中央公園のプールで全てやっているということもありますので、建設課としては現状のプ

ールを維持していこうという今のところ考えではありますけれども、今後また庁内の会議でも、公共施設の総
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合管理計画の中でもほかの施設との複合化とか、そういう話合いもあるかと思いますので、またその際には検

討はしたいと思うんですけれども、現時点では既存の施設を維持していくという考えでいます。 

  以上です。 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 文面の運営上支障を来しているというもう表現をしなくてはいけないレベルというのは、補修

ではもう無理じゃないのかなという感覚を私は持ちます。ぜひもちろん使っていかなくてはいけないものです

ので、補修もしていただかなくてはいけないとは思うんですけれども、その先を考えた動きを早急に進めてい

ただきたいなと思います。どうぞよろしくお願いいたします。すみません、ちょっと逸脱いたしました。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（「関連で」の声あり） 

○木下順一委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 瀬﨑委員がおっしゃられたように、緊急性で補修ということかと思うんですけれども、私も去

年の夏から市民の方あるいは夏休みになると、結構長期滞在をされて、お孫さんが来ている方とか本当にいら

っしゃってお声をいただいておりますので、いろんなロッカーを直していただいたりとか、修理はしていただ

いているんですけれども、実際にすごく汚れが目立つということで、ろ過装置というのも現実私もちょっと見

せていただいたんですね。３台ろ過機があって、真ん中に幼児用のプールのろ過機が、それで、その中のどち

らかが稼働してないということだったと思うんですけれども、いかがでしょうか。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 昨年は大きい５０メートルのプールのほうにポンプが２台座っていまして、ベビープールのほう

に１台あります。昨年その２台の５０メートルプールの１台のほうの修理を行ったんですけれども、夏の時期

にはまだそれは動いてなかったです。１台でポンプを動かしてたという状態です。今回計上させていただいた

のは、そのもう１台のポンプとベビープールのポンプの交換と、３台ろ過機があったと思うんですけれども、

その３台のろ材の交換ですね、それを行う予定でございます。 

○木下順一委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 ありがとうございます。 

  ろ材とおっしゃいましたですけれども、それはポンプの中の中身なんでしょうか。すみません、教えてくだ

さい。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 ポンプの隣にちょっと大きな建物というか、箱というか、筒状のものがあったと思うんですけれ

ども、そこの中に砂ろ過でやってますので、そこの砂を全交換するという形になります。 

○木下順一委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 このプールのろ過機を先ほどいただいたことを、修理するのに当たって何年たっているんでし

ょうか。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 ちょっと今確かな数字は記憶にないんですけれども、たしか１０年ぐらいは前回のろ材交換から
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たっていたというふうに記憶はしてます。 

○木下順一委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 何でこのように、さっきも瀬﨑委員のお話もあったんですけれども、もうすごい汚れがひどく

て、係員の方が再々すくっていただいてしているんですけれども、やはり利用者にとってはもう色が濁っとる

という、そんなお話をいただいておりまして、もう今って直す部品があるのかとか、それぐらい心配するぐら

いの劣化というふうに私はすみません、素人目線で申し訳ないんですけれども、修理だけで済んでいくんでし

ょうか。 

○木下順一委員長 鳥羽副参事。 

○鳥羽副参事 ポンプの交換につきましては、今の部品でも全然互換性はありますので、交換はできます。ろ過

機のろ材の取替えにつきましては、砂を全部入れ替える。簡単に言うとそれだけのことですので、特段材料が

ないとか、そういったことはないです。 

○木下順一委員長 坂倉委員。 

○坂倉広子委員 分かりました。そういうお声があるということだけはここでちょっと訴えさせていただきたい

と思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますでしょうか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ほかにはございませんか。 

（「１点戻って」の声あり） 

○木下順一委員長 よろしいよ。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 同じページの上段、都市公園整備、これは前市長の肝煎りで動いとると思うんです。というこ

とは、前市長の説明によると、駅前の立地適正をしながら、観光客がここまで歩けるようなという話で聞いて

いたんですけれども、これに関して立地適正の計画内に放り込んで物事を進めていくのが本来やと思うんです

けれども、そこら辺に関してはもう別物として考えていいんでしょうか。 

○木下順一委員長 重見副室長。 

○重見副室長 尾﨑委員のご質問、少し確認させていただきたいんですけれども、ページは１４１ページの上段

の中央公園の園路整備のことですか。 

○尾﨑 幹委員 そうです。 

○重見副室長 ありがとうございます。この部分と立地適正化計画との関連性のことを質問いただいたと思うん

ですけれども、鳥羽中央公園は立地適正化計画の居住誘導区域であり、都市機能誘導区域になっております。

その部分につきましては、こういった都市施設も適切に維持していくとともに、その利用者さんの利便性向上

を図っていくことになっております。今回の中央公園園路整備工事、従前からやっている防犯性の向上を目的

にやっているんですけれども、今後、成案となっていく立地適正化計画もその防犯性向上も利用者さんを増や

していく、増進していくという趣旨なので、整合性が伴っておるので、これまでどおり進めていきたいなとい
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うふうに考えております。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 進めるのはもうもちろん進めてもらわないかんのですけれども、これは立地適正化計画の一部

やと言うならば、もう本体、駅前ができやな費用対効果まで言えへんかなと思うとったんです。ただ、これが

単独もしくは公園の維持という言葉になってくると、これが本当に費用対効果、一遍計算したときあるんかな

と思って、これも何億もかけとるわけやもんで、ただランニングできるようにしたいとかという話やったと思

うんです、歩けたりということで。そこら辺に関してはどうですか。建設課がやっぱり設計して物事を進めて

いく中で、費用対効果という部分を軽視するという言葉でええんか悪いんか分からんのやけれども、ちょっと

お金のかけ過ぎじゃないんかなと思いながら、やっぱり古いからそうしとるんだというならもう仕方ないし、

そこら辺どうですか。位置づけなら今からやっていく事業ですから、それは優先順位が変わっただけの話やと

僕は思うとるもんで、これが単独の公園維持の話になってくると、それやったら、もう一遍見直さないかんな

とかなってきいひんかなと思って。一番は市民が使う費用対効果はどうなんだという質問にはなってくると思

うんです。今言われとるのはもう公園の維持やということですから、それで、今からまた商工会議所裏のほう

も触る。あの一帯をどういう位置づけで今後手を入れていくのか。総合的に物事が見えてないもんでね。 

○木下順一委員長 重見副室長。 

○重見副室長 まず、立地適正化計画であの辺り一帯ということなんですけれども、目指すべき都市の骨格構造

というところで、市民の森公園、中央公園一帯の場所を市民生活拠点としております。市民生活に資する中心

的な都市機能を誘導し、拠点性の向上を目指しますとあります。まず、立地適正化計画に掲げてあるように、

そういった市民生活に資するための場所であるということなので、そこの利便性向上にもつなげていきたいな

と思います。 

  あと、費用対効果と言われたんですけれども、全体的に見て、当初この中央公園のリノベーション事業とい

うことでやってきました。大きくは体育館の整備、サブアリーナの整備をやってきました。おかげさまでたく

さんの利用者さんが増えとるということです。休日には駐車場が満タンになるぐらい盛況なことになっており

ます。今回予算を計上させていただいた事業も、来年度、令和８年度と９年度の残り２か年で一通りの事業を

終えることになっております。瀬﨑委員が言われたプールの改修も含めて、次期計画の可能性もあるんですけ

れども、一旦全体の当初予定していた計画についてはあと２か年で終える予定になっているんですけれども、

当面は当初の計画に基づいて事業を終わらせるということと、当初の目的に対してはたくさんの利用者の方に

おかげさまで来ていただいとるというふうなところで、十分な効果を得られているのではないかなというふう

に思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 分かったか、分からんかは別として、これやっぱりする限り、防犯カメラを設置と書いてある

んです。何か所つけるんですか。 

○木下順一委員長 重見副室長。 

○重見副室長 防犯カメラの設置箇所なんですけれども、この中央公園の野球場の周辺を今考えておりまして、
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４か所することに。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 死角はなくなるんやね。なぜかというと、やっぱり夏は草木が伸びるのがまず早い。草刈りが

追いついてない。そういう中で犯罪が起こらんように防犯カメラを設置するとは思うんですけれども、その防

犯カメラの効力というか、それがやっぱりしっかりと整っとるのかというのを聞かせてもらっただけで、４か

所つけたら死角はなくなると思うよって、ただ草刈りをしっかりしてください。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 １４２ページ上段、住宅運営管理経費についてお尋ねします。 

  安楽島第１、第２団地の１号棟から６号棟まで入居率はどうなっておりますか。 

○木下順一委員長 中西係長。 

○中西係長 管理係の中西です。よろしくお願いいたします。 

  現在の安楽島団地、安楽島第２団地の入居率ですけれども、６７.５％となっております。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 中西さん、ごめん。これ一斉に各号棟の入居率必要かと言われた。僕は必要ない。全体でいい

よと言うとったんやけれども、一番少ない入居率の号はどれだけになってますか、入居率。 

○木下順一委員長 中西係長。 

○中西係長 一番少ないのが棟で言いますと５号棟、６号棟が４０戸に対し２５戸となっておりますので、約

６割ちょっと、６割程度の入居率です。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 これ、なぜ聞いたかというと、市営住宅浄化槽維持管理費８７万８,０００円計上してありま

す。入居者は公益費として浄化槽維持管理費も自分たちで払わなければなりません。それは入居率１００％と

してそれが出ますので、仮に先ほど出た入居率６割のところは、空き家の４割分も現在の入居者が負担してや

らなければいけないと。かねてから問題になっとって、建設課、中西さんよう努力していただいて、この

８７万８,０００円の市からの補助が出て、自分たちの共益費ですね、これが軽くなるという、全面的じゃな

いけれども、半分以上軽くなるということになりました。 

  それで、問題はこの入居率が６７.５％ということは７割満たないわけです。全体の号でね。１号棟から

６号棟まであるけれども。日経グローカルの議会図書館にあるやつを見とったら、巻頭の論文で、老いるイン

フラの処方箋ということで、坂東眞理子昭和女子大学の総長が論文を書いております。４０年以上たつ、経過

する、もう本当に老インフラの設備、公共施設、それがもう随所にあると。それは自治体がどういうふうにそ

れ、もう全部抱えとるわけだから、刷新していくのかというのは、もうどこでも頭痛の種になっていると。鳥

羽市でもそうだというふうに思います。１号棟から６号棟まで全部築後４０年以上ですわね、老インフラにな
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っております。 

  そうすると、それを除却して更地にして別途活用するという方向が各地方自治体では始まっております。国

のほうはこれまで除却というと難しいけれども、そこの今の１号棟から６号棟までに当てはめれば、その二つ

ばかり壊して更地にするという意味です。これまで国のほうはそれについて記載はあったんだけれども、地方

交付税の措置がありませんでした。地方自治体は非常にそれで負担増になっとったんです。２０２６年度、今

年度から総務省は自治体が公営住宅を集約化、複合化するのに伴って廃止する建物の解体などを行う除却に対

する財政支援、これを拡充することになりました。どういう中身かというと、公共施設の適正管理を促す地方

債の活用を認めて、交付税で支援する仕組みで、複数住宅を統合するなどして延べ床面積を減らす取組であれ

ば、これを適用するということです。中西さん、市の計画で１号棟から６号棟までもう４０年以上たつと。ま

た５０年、６０年たつと、南海トラフも含めて倒壊の危険もあるわけです。これを集約して、仮に半分なら半

分にすると。１号棟から３号棟までにすると。あとリフォームしてリフレッシュをすると。入居率も９０％以

上にすると。そうすると全体がうまく回っていくというふうに思うんですけれども、市のほうではこの

２０２６年の総務省の新適用、財政支援、これも含めてそういう計画というのはお持ちでしょうか。 

○木下順一委員長 中西係長。 

○中西係長 集約化の件についてですけれども、そこにつきましては、一応鳥羽市の公営住宅長寿命化計画とい

うのがございます。その中で若杉団地や幸丘団地、落口団地にはそれよりもさらに年数のたっている木造住宅

というのがございます。耐震性の低いものとなっておりますので、市としましては、昨年度からそちらにお住

まいの方に交渉させていただきまして、承諾いただいた方にこちらから補償費をお支払いをして、順次安楽島

団地の空き部屋のほうをこちらでご用意しまして移っていただくという事業を進めているところでございます。

ですので、集約化という点につきましては、それより古い若杉、幸丘、池上等とまだまだ住んでみえる方があ

りますので、そちらにお住まいの方を安楽島のほうへ集約するという形で考えております。 

  以上でございます。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 池上の裏萩山団地も十分古くなって、入居率は本当に１割から２割という状況だというふうに

思います。そういう人たちを今の安楽島第１、第２団地にということでしたけれども、それでも入居率全体で

６７.５％という先ほどの報告でしたね。人口減少は鳥羽市どんどん進むわけだから、市営住宅、公営住宅の

利用者もそれだけぐんぐん減っていくということになります。そうすると、今の安楽島第１、第２住宅、１号

棟から６号棟までに集約して、そこに入居してもらうということもだんだん減っていくというふうに思います。

ですから、さっきの報告の答弁の計画の中には入っていませんでしたけれども、１号棟から６号棟まで、これ

を国の財政支援も生きている間に計画を視野に僕は入れるべきだというふうに提案をしておきます。 

  以上です。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 最後までいいの。 

○木下順一委員長 最後まで、１４０から１４３。 
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○尾﨑 幹委員 １４２の安楽島市営住宅浴槽改修、これ何件ですか。 

○木下順一委員長 中西係長。 

○中西係長 浴槽改修は４戸程度となっております。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 今、戸上さんが言われたような内容もつながっていくんですけれども、これはもう４件入居が

決まっているもんで改修という形なんですね。入居する浴槽と書いてあるな。 

○木下順一委員長 中西係長。 

○中西係長 これから来年度入居者を募集する住戸のところに浴槽を設置して募集するので、まだ決まっている

わけでは、これから募集を出す住宅のことです。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 はい、分かりました。ありがとうございます。  

○木下順一委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、説明員交代のため暫時休憩します。 

（午後 １時２４分 休憩） 

─────────────── 

（午後 １時２９分 再開） 

○木下順一委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  教育委員会の当初予算について審査に入りますが、教委総務課、学校教育課、生涯学習課の順に審査を進め

ますので、委員並びに執行部の皆さんはご承知おき願います。 

  生涯学習課の審査につきましては、学校教育課が終了したところで説明員の交代をいたします。 

  それでは、初めに、教育委員会総務課の当初予算を審査します。 

  説明資料は１５２ページから１５５ページまでとなります。 

  担当課の説明を求めます。 

  教育長。 

○岩本教育長 教育委員会、岩本です。 

  ９款教育費につきましては、第３次教育ビジョンの実現に向けて、各課で苦心をしながら編成をいたしまし

たので、この後、ご審議のほどどうぞよろしくお願いいたします。 

  総務課より各担当から説明をさせていただきます。 

○木下順一委員長 教育委員会総務課長。 

○山本教委総務長 教育委員会総務課、山本です。よろしくお願いします。 

  それでは、初めに、令和８年度の当初予算編成で苦心した点、工夫した点についてですが、小学校、中学校

の各施設の計画的な整備の経費やスケジュール等も検討してきました。その中でも令和５年度から進めてきた

鳥羽東中学校の大規模改修がこの３月で終わりますが、昨年度から三つの小学校、鳥羽、弘道、加茂の体育館

への空調設置や断熱化工事の設計を進めている中で、設計段階で国の基準整備費以上に工事費がかかることが
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分かってきたところです。そうしているところにタイミングよく国の補正予算において、空調整備の基準の整

備単価が上がってきたことと、空調設置と断熱化工事の年度を分けて実施できることが分かってきたことを受

けまして、空調整備と断熱化工事を２か年に分けて実施するための予算を計上しております。特に断熱化工事

については体育館が避難所となることも考えると、暑さ、寒さへの十分な対応が必要とされていましたので、

いい流れで予算計上になったと思っております。 

  また、校長会やへき地・複式教育振興会などからの要望なども含め、学校用地の環境整備など、学校施設全

般の管理運営に必要な経費を計上させていただきました。 

  また、予算委員会でも拡大要望のありました高校生修学支援事業における対象者拡大についても、市や教育

委員会としての考え方を整理し、今回の予算計上とさせていただきました。 

  それでは、９款教育費のうち総務課の所管する主な事業につきまして説明をさせていただきます。 

  予算説明資料１５２ページからお願いします。 

  １５２ページ、拡充事業になります。高校生修学支援事業、予算額１,４８６万８,０００円になります。事

業の概要につきましては資料を出させてもらっておりますので、そちらのほうで説明をさせてもらいます。 

  予算額は１,４８６万８,０００円、事業の概要ですが、市内在住の高校生に対しまして、高等学校までの通

学費及び下宿費の一部を補助をさせていただいております。令和８年度からは対象生徒を市内全域まで拡大し、

通学定期の購入に係る費用のほか、離島地域については下宿に係る費用の２分の１を補助し、教育における保

護者の経済的負担の軽減を図っております。 

  下のほうに補助対象者と補助率の拡充ということで、令和７年度、今年度ですね、補助率を４分の１から

２分の１にさせていただいたということと、８年度からは対象者を市内の全ての高校生にということで拡充を

させてもらっております。事業費の内訳につきましては、通学費については対象者が２７４人、下宿費等につ

いては１１人ということで、２８５人を見込んでおります。 

  先ほど工夫した点のところでも申し上げましたが、議会のほうからは拡大の話の中に給付金的な支払いはで

きないのかということも提案をいただいて、検討してきたところですが、実費支給を基本にさせていただきま

した。その理由につきましては、なかなかその使途を明確にしない補助制度になりますと、確認のしようがあ

りませんし、この業務については高校のほうにも事務をお願いしております。そういうこともあって、どうし

ても歯切れのいい説明ができませんし、あやふやな体制の中で補助事務を進めるということがチェック機能と

いうか、そういうところの今以上の手間がかかってくるかなというところが最終的な判断になりました。そう

いうこともありまして、行政として説明のできることをできる範囲でやるということで、補助形式で拡大して

やっていく。その中には事務は増えますが、分かりやすい事務でできる体制を取らせてもらいたいと思ってお

ります。よろしいでしょうか。 

  次に、１５３ページの新規事業です。鳥羽中央中学校大規模改修事業、予算額２,４９４万８,０００円にな

ります。これについても資料を出させてもらっておりますので、資料のほうで説明をさせてもらいます。 

  今回の予算は設計の業務委託になります。事業の概要としましては、鳥羽中央中学校体育館への空調設備導

入のほか、断熱化や避難所運営を見据えた施設の大規模改修により、生徒の熱中症対策や避難所としての防災

機能強化を図る目的でこれから進めていきたいと思っております。施設の概要は記載のとおりです。 
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  これからの改修の見込みですが、空調設備の設置、断熱化に向けた天井改修、壁の全面改修、床改修、建具

等の改修ということと、照明のＬＥＤ化、それと設備の改修には音響設備、消防設備の、またトイレや倉庫に

ついても避難所機能を想定したものの設計にしていきたいと思っております。設計を８年度にしまして、工事

については令和９年度、１０年度の２か年をかけてさせていただきたいということで予定をしております。 

  それでは、続きまして、次に１５４ページの小学校管理業務です。予算額は２億８,３０５万３,０００円に

なります。事業概要は、市内小学校７校の運営及び施設の維持管理のほか、スクールバス運行に係る経費を計

上をしております。主な経費としましては、小学校バス運転業務委託料１,１８６万１,０００円、学校用地の

除草作業に係る小学校環境整備業務委託料として３９９万８,０００円のほか、鳥羽、加茂、弘道小学校の

３校の体育館への空調整備に係る工事請負費として１億６,３０３万５,０００円、それと鳥羽小学校の校舎屋

上の防水工事ですね、それに１,７４６万８,０００円、それと鳥羽小学校のメディアセンターの空調設備設置

等工事ということで４４７万７,０００円となっております。 

  この工事については資料を出させてもらっておりますので、資料のほうで説明をさせてください。 

  まず、資料の３です。鳥羽小学校ほか２校体育館空調設備設置工事ということで、今年度設計を補正予算で

認めていただいた形で進めて、来年度工事をしていきたいと思います。説明のほうでもさせてもらいましたが、

空調設置と断熱化工事を２か年に分けてやっていきたいと思っております。空調設備の形式ですが、自立発電

型のガスヒートポンプ式の空気調和機ということで、ガス形式を採用をさせてもらいたいと思っております。

それと設置のイメージで、体育館のほうへ空調機の大体の配置のものと室外機の基数というのを参考に上げさ

せてもらってあります。学校別の工事費につきましては、面積と、また空調機の配置等で少し値段は変わって

おりますが、ご覧のとおりになります。 

  資料３は以上です。 

  続きまして、資料４で、鳥羽小学校屋上の防水工事ということで、小学校の建設が平成２０年１２月の建築

になっております。今この平面図で示させてもらったところの緑の部分ですね、校舎をつなぐ渡り廊下の部分

が主になりますが、この部分については木造になっております。木造になっていることもありまして、今まで

にもこの青の丸で表示させてもらっとるようなところが防水が漏れたりして直してきたところになりますので、

このままではなかなか直りようがないということで、ここを一遍に工事をさせてもらうことにしました。

１,７４６万８,０００円です。 

  それでは、次に中学校の管理業務になります。下の段になります。 

  一つ忘れてました、すみません。資料が５になります。鳥羽小学校のメディアセンター空調設備等設置工事

という名前になっております。事業の概要をちょっと見ていただきますと、メディアセンターの一部を校内教

育センターやバスや定期船、下校時の下校の児童の待機場所として活用したいということで、ここへ空調を導

入をさせてもらいます。その工事費が４４７万７,０００円ということで、現在図書室として、玄関を入った

奥のところになります。その奥の部分を下がり壁とか遮熱フィルム等をして、エリア的に分けて空調が利くよ

うにして、校内教育支援センターとして昼間は活用して、下校時になれば子供らが待つ場所として活用はさせ

てもらう予定です。 

  それでは、次の中学校管理業務になります。予算額が６,３２６万１,０００円になります。市内中学校２校
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の運営及び施設維持管理のほか、スクールバス運行に係る費用を計上しております。主な経費としましては、

中学校バス運転業務委託料１,７７４万１,０００円、小学校同様に学校用地の除草作業に係る中学校環境整備

業務委託料１１８万１,０００円、それと旧加茂中学校の施設維持に係る電気保安管理業務等の委託料として

９４万７,０００円を上げております。旧加茂中学校の維持費としましては、水光熱費及び点検手数料等につ

いても別に計上させていただいております。 

  次に、１５５ページの幼稚園管理業務になります。予算額４,７００万円です。事業概要はかもめ幼稚園の

運営及び施設維持管理のほか、通園バス運行に係る費用を計上しております。主な経費としましては、支援員

３人の職員報酬４５６万１,０００円、幼稚園バス運転業務委託料２９０万４,０００円、広域利用の取扱いに

必要な施設型給付費負担金として１２０万１,０００円を計上をしております。 

  以上が教育費のうち総務課分の説明となります。ご審議のほどよろしくお願いします。 

○木下順一委員長 説明は終わりました。 

  教育委員会総務課の予算についてご質疑はございませんか。 

  倉田委員。 

○倉田正義委員 お願いします。１５２ページ、高校生修学支援事業について、確認のためお聞きしたいと思い

ます。 

  今回全域に広く支援のあたり拡充していただいたことに対して随分うれしく思います。一つだけちょっと確

認なんですが、下宿費については離島のみというふうになっております。本土から下宿してここへ通うという

実態はないということでよろしいんでしょうか。このあたりお願いします。 

○木下順一委員長 教委総務課長。 

○山本教委総務長 本土から下宿というところもございますが、今回は地理的なものと経済的な負担を中心に解

消をするということで、離島のみとさせてもらっております。本土からのところになりますと、なかなか経済

的支援という部分とちょっと意味合いも変わってくるところもございますので、またその辺はこれからの検討

かなと思っております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 倉田委員。 

○倉田正義委員 ありがとうございます。 

  今後検討していただくということで、広く例えば部活動強豪校へということで、これまでも前例が幾つかあ

ったのかなと思います。やっぱり子供たちが広いところで活躍できるような環境づくりという意味でも、離島

だけでなく、子供たちの活躍、今後の育成に向けて支援できるものにしていただきたいと思いますので、そう

いった視点もよろしくお願いします。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 通信はどうなるんですか。何かの補助は考えてますか。 

○木下順一委員長 天田係長。 
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○天田係長 教育委員会総務課の天田です。どうぞよろしくお願いいたします。 

  この高校生通学費等補助の中では通信は対象外とさせていただいております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 リスキリングと言うんかな、学び直すという、これが社会人にも今増えてきてますよね。そう

いう観点から議論はなかったですか。なかったらなかったと言うてもろたらええだけで、今後のことやと、よ

そはもう始まってますもんでね。 

○木下順一委員長 教委総務課長。 

○山本教委総務長 今のところ、そこまでは拡大は議論してません。 

○尾﨑 幹委員 ありがとうございます。 

○木下順一委員長 関連ありますか。 

  五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 まず、高校生のこの通学費、下宿費の一部補助の関係で、通学費に関してはもう全域に広

げていただいてありがとうございます。先ほども実費支給とかも一応検討した上で、これが今のところベスト

だということで決めていただいたことと思うんですけれども、今後もまた何かやっぱりこうしてほしいとかと

いうような意見が出てくるかなと思いますので、そういったことを常に気にしてもらって、アップデートでき

るようであればしていっていただけるという認識でいいでしょうか。 

○木下順一委員長 教育長。 

○岩本教育長 委員ご指摘のとおり、そのような形で市民の声等も聞きながら、また検討を加えてアップデート

できるところはしていければというふうに考えております。 

○五十嵐ちひろ委員 ありがとうございます。大丈夫です。 

○木下順一委員長 関連ありますか。 

  世古副委員長。 

○世古雅人副委員長 まずもって全域に広めていただいたこと、それと、私も提案させてもらって、先ほど課長

が説明していただいたように、この事業を補助金申請でなく、高校生の家庭への支援として、そこで学校証明

で出してもらうようなことができないかというようなことも提案させてもらいました。そういったところを協

議していただいたことは非常にありがたいと思います。 

  それで、私、何でそういうことを言わせてもらったかというと、南鳥羽の場合は、朝早くとか、以前言った

か分からないですけれども、夜遅いと、もう帰りの公共交通がない、そういった生徒には支給対象にならない

部分が出てくるのかなということで、そういう質問させてもらいました。そういう検討の結果、そういう結論

が出たということで、その辺は今後の課題としてまたお願いしたいと思います。 

  それと、もう１点は、先ほど倉田委員が言われた本土の下宿費、この下宿費というのは離島の関係で補助金

があって、離島だけ特別にされているのかなというのは理解というか、私はそう思っているんですけれども、

それで、今回本土の生徒まで、みんな全域に補助が行き渡ったという点で、ここで今後の課題というか、検討

をお願いした部分ですけれども、例えば２分の１を下宿というのを、そういったところも検討していただきた
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いなというのが、これ追加でまたよろしくお願いします。その中で、先ほども言ったように、公共交通機関の

ちょっと不備があって、帰宅することができない、そういう生徒が下宿した場合とか、そういう何か条件があ

ってもいいのかなと思いますので、また今後検討をよろしくお願いします。 

○木下順一委員長 答弁よろしいね。 

○世古雅人副委員長 はい。 

○木下順一委員長 関連ございませんか。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 １５２ページ、高校生修学支援事業についてお尋ねします。 

  これで委員長、よかったですね。 

○木下順一委員長 はい。 

○戸上 健委員 離島高校生１１人に下宿費を支給します。市長は、私の一般質問の国保税の子供の均等割、こ

れについて検討をせいと言うたら、やるつもりはありませんと。何でやるつもりはないかという理由に、広く

厚い事業であれば公費を支出するけれども、そうやなかったらこれはやらんということでした。離島の高校生

１１人に下宿費というのは広く厚くと矛盾するんじゃありませんか。そのあたり、予算編成で市長査定なんか

もあったと思うんですけれども、市長から言及はなかったんでしょうか。これ少な過ぎるやないかと。広く厚

くになっとらんやないかと。こんなもの認められるかということにならなかったんでしょうか。 

○木下順一委員長 教委総務課長。 

○山本教委総務長 戸上委員は全額とかという話でしょうか。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 いやいや、僕はこれは賛成なんですよ。本来やるべきことだという立場。ですから、これまで

もこの予算には賛成してきました。去年もね。しかし、市長の言動とこの予算計上は矛盾しとるやないかと。

その矛盾というのを教委総務課が離島高校生１１人に下宿代を出すという予算を計上しますと。市長は目を通

したはずなんですよ。そのときにこれは広く厚くということになっとらんと。たった１１人やと。これは通ら

んというような議論になったんかということなんです。なったんであれば、広く厚くと、国保税の子供均等割

は１００何十人だから、そんなものは私やりませんという答弁やったわけですわ。そんなもの私やりませんや

なかったけれども、やるつもりはありませんという答弁でした。業が沸いてさ、そういう議論があったかどう

か、市長と山本さん、この予算を査定するときに相談なさったわけやろ。 

○木下順一委員長 教委総務課長。 

○山本教委総務長 本土のほうも対象にならんかという意味合いでよろしいですね。 

○戸上 健委員 そやな。 

○山本教委総務長 そういうことですよね。議論はありました。 

○戸上 健委員 議論はあった。 

○山本教委総務長 はい。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 あったけれども、離島の１１人に限定やけれども、これは予算計上するということに落ち着い
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たわけやな。市長もオーケーということになったわけやな。 

○木下順一委員長 教委総務課長。 

○山本教委総務長 戸上委員言われるように、皆さん、ほかの委員さん言われるように、本土のほうもという議

論はありました。実際に教育委員会が通学費として補助するということと、経済的支援ということも趣旨の真

ん中にありますので、その辺を拡充するなら違う形での支援ということがこれから検討していくことかなとい

うことは話はさせてもらいながら、今回のことに決まりました。 

○戸上 健委員 了解です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ないようでしたら、ほかのところ、１５５まで。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 １５３ページ、鳥羽中央中学校の体育館の改修についてお伺いをいたします。 

  結構大きく全面的に触る工事だというのが見込みであるというのが資料をつけていただいて分かったんです

けれども、今の現状を見たところで不具合があるなと自分が思うところをお聞きしたいなと思って今回質問す

るんですけれども、細かいところですけれども、横目にカーテンなんかが閉まってますよね。破れてますよね。

というところももちろん建具等と書いてくれているんで含まれるんだろうなと思いますし、上下２段のガラス

面になっているのは恐らく上面壁にしてしまって一面にするから、現状のカーテンでも回っていくのかなとい

う気もするんですけれども、この辺も改修の新しく更新する方向に含まれるのかが１点と、音響がすごく広過

ぎて、反響音がすご過ぎて、卒業式や入学式に行ったときに、皆さんいろいろお話をされているのが聞き取り

にくいというのがすごく毎回行くたびに思うんです。今年は少しよくなっていたかな、向きが少し変わってい

たのでとは思うんですけれども、前々から結構そこを校長先生とも話はしとるんですけれども、そこもぜひせ

っかく手を入れられるところであれば、きちっと音場の設計と言うんですか、ちゃんと音が集約されてくると

ころのというようなことも見てやってほしいなと思うんですけれども、その辺入ってますか。 

○木下順一委員長 天田係長。 

○天田係長 委員おっしゃられるとおり、カーテンにつきましては現状非常に老朽化が進んでおります。ただ、

資料の写真見ていただいて分かるように、ガラス面が非常に広く高い位置にありますので、なかなか交換とい

うものが一筋縄でいかないという状況があって、そのままになっているところです。このたびの改修の中では、

このガラス面の縮減、少なくして、手入れ、手の届く範囲でカーテンの設置等は検討していきたいというふう

に考えておりますし、併せてそのカーテン等の更新も行っていきたいというふうに考えているところです。 

  それともう一つ、音響設備の不具合というか、聞き取りにくいという状況についても現状を把握していると

ころで、これまでにも学校の校長先生らと話をしながら、体育館の設備ではない個別のちょっとスピーカーを

置いたりとか、あと音響に詳しい業者さんに少し周波数を調整していただいたりとかというふうなところで現

状対応はしているところなんですが、なかなか思うようにならないといったところがありますので、このたび

のこの改修工事の中でその辺も含めて対応していきたいというふうに考えております。 

  以上です。 
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○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 ぜひ音のことはプロに聞いてほしいなと思うんです。いわゆる建築をされる方とはちょっと違

う分野かなと思うので、サブアリーナをされるときに音響設備がどうなんやという議論をしたときにも多分恐

らく感じたことなんですけれども、やっぱりその道のプロという方がいらっしゃると思うので、ぜひあそこの

空間、東中学校の当時の伝統は子供たちが合唱するという伝統があって、多分それって引き継がれていくんじ

ゃないのかなというのがあって、子供らの声が聞き取りにくいというのはやっぱり寂しいなと思うので、ぜひ

ちょっとその辺もせっかくお金を大きくおかけになられるんであれば、新しい中学校の門出を祝うという意味

でもきちっとしていってあげていただきたいと思いますので、ぜひ少しプロの力も借りてください。よろしく

お願いいたします。 

○木下順一委員長 関連ございませんか。 

（「委員長、関連」の声あり） 

○木下順一委員長 世古安秀委員。 

○世古安秀委員 体育館の改修で、ここにも記載されてますけれども、災害時には避難場所となるというふうな

ことでございます。そこで、やっぱりＷｉ－Ｆｉの設置を、避難場所であればもちろん学校の授業の体育とか

いろいろなところでもそういうｉＰａｄも使ったりというふうな授業もするということもありますし、Ｗｉ－

Ｆｉの設置というのは、この中に含まれて検討をされるのかどうなのか、その辺はどうでしょうか。 

○木下順一委員長 天田係長。 

○天田係長 今現状、この体育館においては学校の授業で活用するためのＷｉ－Ｆｉ設備の環境は既に整ってい

るところでございます。ただ、災害時にそのＷｉ－Ｆｉを広くオープンに使っていくのかというところにつき

ましては、少し検討する必要もありますし、防災用のＷｉ－Ｆｉを別で用意するとかというようなところにつ

いては検討していきたいというふうに思っております。 

○木下順一委員長 世古安秀委員。 

○世古安秀委員 ぜひともそういう避難したときにも耐えられるような、そういう十分活用できるようなＷｉ－

Ｆｉの設置を検討していただきたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ないですか。ほかの事業でも、１５５。 

  倉田委員。 

○倉田正義委員 お願いします。 

  １５４ページ、小学校管理業務についてお伺いします。 

  空調については、もう中学校のほうと同様かなというふうに捉えています。 

  次に、鳥羽小学校の屋上防水工事、これについては現状も自分も現場で見せていただいて、自分の勤務した

ときと随分もう様子が悪くなっているなということで、早速工事に当たってもらうということでうれしく思っ

てます。 

  もう１か所ちょっと気になってきておるのが、外壁材、特に鳥羽小については木造校舎がほぼだったと思う

んですが、よろい張りの杉板に防腐剤が塗布してある状況で、多分防腐剤についても、もう耐用年数は随分超
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えているのかなと思います。建物は１５年以上ですもんね。この辺の、あれは定期的なやっぱり塗り替えがな

いことには骨材まで浸食するとか、そういった状況も、さらに大きな工事が必要になってくることもあって、

定期的な塗り替えが必要なのかなと思うんですが、そのあたりはいかがなんでしょうか。 

○木下順一委員長 教委総務課長。 

○山本教委総務長 鳥羽小学校につきましては、今日、職員室のあるところと体育館はＲＣのコンクリート造り

なんですけれども、あとの棟は木造になっておりますので、委員言われるように、今回は屋上防水になります

が、どっちかというと優先して木造の校舎については外壁の板ですね、そういうところの改修も予定していく

必要があるかなとは思っております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 倉田委員。 

○倉田正義委員 ありがとうございます。 

  計画的に進めていただければと思いますが、市内ほかの学校については鉄筋だとは思うんですけれども、弘

道小、加茂小についても杉板張りの同じような部材が使われていると思うんで、ここの塗装ももう大分新築時

に比べると老化してますので、よろしく計画的にお願いして、大きな工事になる前にトドメで止めていただけ

るようにと思いますので、財産として守っていただけるようによろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございませんか。 

  五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 このメディアセンターの空調設備等の設置工事の資料のほうで、校内教育支援センターと

してこのメディアセンターを使うということなんですけれども、これまでは校内教育支援センター、ここには

なくて、新たにここにその役割もつけるということで合ってますか。 

○木下順一委員長 教委総務課長。 

○山本教委総務長 校内教育支援センターにつきましては、五十嵐委員言われるように、小学校についてここが

初めてです。それと、中学校は今、校舎改修をやっておりますが、１室を設けて、中学校のほうも校内教育支

援センターを設置する予定になっております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 校内教育支援センターって、私が小中学校通った埼玉県だと、私が通っていた当時からど

の学校にもあったんですけれども、自分もちょっとそこで働いた経験とかもあるんですけれども、こういうめ

ちゃくちゃオープンなスペースが不登校ぎみの子たちが通う場所として使われるというのはすごく違和感があ

ったんですけれども、そこら辺というのは何か意図して、この場所になっているのか聞いても大丈夫でしょう

か。 

○木下順一委員長 教育長。 

○岩本教育長 お答えいたします。 

  鳥羽小学校のほうで、今度初めて校内教育支援センターとして鳥羽市で小学校では初ということで、この
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４月に開くわけなんですけれども、昨年度の状況を申しますと、学校には来れるけれども、教室には入りにく

い、そういった子たちの居場所というのが正直なかなかなくて、保健室にいたりとかするんですが、保健室に

いると、閉鎖された空間になってしまって、周りの子たちからもその様子、来ている子供たちの様子をうかが

うことがしにくいような状況がございます。ですので、そのメディアセンターの写真で見ていただく奥、机と

椅子があるわけなんですけれども、そこで活動していると、休み時間に声をかけてもらったり、お互い交流が

生まれたりというようなことがございますので、鳥羽小学校においてはこの場所が一番最適ではないかという

ふうに考えて、ここにエアコンの設置等を含めて校内教育支援センターを設置するように今計画をさせていた

だいたところです。 

○木下順一委員長 五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 状況を見て、こういうふうに場所を一旦定めることになったということで、もう既に保健

室とかも利用されているということなので、やはり本人が希望して、どちらかというと人に見られたくないと

いうことであれば、きっと保健室なり別の場所を利用して、そうでない子はこのメディアセンターを利用して

という形にされていくということかなと思いますので、また、それぞれ児童の様子を見て、よりよい形にして

いっていただければなと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございませんか。 

  南川委員、どうぞ。 

○南川則之委員 ありがとうございます。 

  倉田委員が言われた防水工事のところで少しお聞きします。今回も課長の説明では平成２０年のということ

で、１８年ぐらい経過しとるということで、ほとんど防水機能がない中で雨漏りがしてからやるということで

すけれども、ちょっとほかの課の公共施設についてもそういう状況があって、大規模な防水工事をやらないか

んというところがあって、ちょっと副市長にお聞きしたいんですけれども、総合的な公共管理計画というか、

これからの管理計画は立ててないということで、公共施設の管理計画を立てた中で、こういった耐用年数のき

とるものについてはしっかりと検証して、そういう大規模ハード整備を計画的に練っていくというのが必要で

はないかと思うんですけれども、その辺の副市長の考え方をちょっと教えてください。 

○木下順一委員長 副市長。 

○大野副市長 まず、その計画の中でしっかりどうやって管理をしていくかという計画を立てる必要がございま

す。耐用年数を迎えている建物も、耐用年数を迎えているか、耐用年数に近くなっている建物も多々あると思

いますので、当然その施設を今後どうしていくか、使っていくのか、もしくは経済的に維持管理するより新築

したほうが有利なこともあるかとは思います。それの一つとして複合施設ということもあるとは思いますけれ

ども、そのあたりをしっかり計画でちゃんと考えた上で、取捨選択というか、必要なところはしっかり維持管

理を今後もしてかなあかんと思いますし、場合によっては将来２０年、３０年先を考えた上で統廃合が必要な

施設はそのことも視野に入れながら計画を立てていく必要があると考えております。 

  以上でございます。 

○木下順一委員長 南川委員。 
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○南川則之委員 ありがとうございます。 

  学校関係は教育長がおられますので、しっかりと検証しながら維持管理していくにはこういった防水工事も

必要やということの認識の上で計画を立てていただきながら、結構お金もかかりますので、全面直すとかかる

ということで、ある程度期間で事業課に見てもらったら一部分の補修で済むということもありますので、雨漏

りをしてから改修するということに至らんように、ぜひ維持管理も含めて検証していただきたいなと思います

ので、よろしくお願いします。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連で、瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 同じく小学校管理業務のうち空調設備の工事についてお伺いをいたします。 

  資料をつけていただいていて、空調設備に関しては自立発電型ガスヒートポンプ式空気調和機と明記をいた

だいておりますけれども、メーカーはたくさんほか幾つかあるかなと思うんですけれども、これって物はこん

なものという決めてあるものがあったりするんですか。 

○木下順一委員長 天田係長。 

○天田係長 設計の中ではメーカーの指定はしておりませんでして、必要な空調の能力を示す形となっておりま

す。 

  以上です。 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 自立発電型と書いていただいているのは、これって恐らく防災対応ということなのかなと思う

んです。電源が落ちたときでも空調が使えるよということなのかなという理解なんですけれども、それでよか

ったですか。 

○木下順一委員長 天田係長。 

○天田係長 はい、そのとおりでございます。 

  以上です。 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 そんなに私、詳しいわけじゃないんですけれども、いろいろメーカーが出ていて、いろいろ比

較してみると、災害時に避難所となった場合に、結構避難民の方が困る携帯の充電というやつがここの発電機

の蓄電池から取れるという機能がついているオプションがつくメーカーが幾つかあったかなと思うんです。ぜ

ひその辺ももし今、それが条件に出せるんであれば出しいってほしいなと思うんです。もちろん調べてくださ

い。何かオプションでほかにつけなくてはいけない場合もあれば、何もつけんくてもいいというやつもあって、

いろいろあったんですけれども、ぜひちょっとその辺もせっかく防災対応をしていただくんであれば、電源の

いわゆるバッテリーという使い方が多分そんなに長い時間はもたないとは思うんですけれども、使えるという

機能があるらしいので、調べてほしいなという要望です。すみません、よろしくお願いいたします。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

  世古副委員長。 

○世古雅人副委員長 小学校、中学校両方なんですけれども、環境整備業務、昨年は弘道小学校かな、除草作業
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の分で２６万８,０００円、これが３９９万８,０００円と、それと中学校が１１８万１,０００円、５００万

円余りの大きな金額なんですけれども、この内訳というか、まずちょっとお聞かせください。 

○木下順一委員長 天田係長。 

○天田係長 小中学校の除草作業、環境整備業務につきましては、業務委託として草刈り等を行っていただくた

めの費用としております。令和８年度については各校年２回実施する予定としております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 世古副委員長。 

○世古雅人副委員長 これもう除草作業、グラウンドとか、そういった整備で毎年というか、これからはもうこ

の金額をおおむね計上していくというような考えでよろしいんでしょうか。例えば今年は木をたくさん切った

りとか、翌年度からはちょっと額が下がるとか、その辺ちょっと確認したかったんですけれども。 

○木下順一委員長 天田係長。 

○天田係長 これまでは各校のＰＴＡ等が中心になって行ってきた草刈り等の環境整備がなかなか人が少なくな

る中で、手入れが行き届かないというところ、本来教育委員会、こちらのほうで管理をすべきところというふ

うに考えておりますので、継続してこれからもやっていきたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 世古副委員長。 

○世古雅人副委員長 私の地元の小学校は、本当にもう子供らがここで学んどるのかなというような草の生え方

というか、すごくグラウンドの体をなしてないようなことで、町内会も年間４回、５回と出てやっているよう

な状態ですので、なかなかこれ解決が難しいなというのは学校教育課長と以前からも学校訪問なんかのときで

も、いつもこの問題を重要視せないかんなということで、早速こういう対応していただいてあれですけれども、

今後、予算も膨らんでくると大変だと思うので、グラウンドの何か形状の考えもどうするかなども含めて、ま

た今後の検討をお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

  世古安秀委員。 

○世古安秀委員 中学校管理業務でちょっと教えていただきたいんですけれども、委託料の中の一番下のほうに

加茂中学校の電気保安管理業務で９４万７,０００円盛っておりますけれども、これちょっと内容というか、

どういう経過でこういうふうに盛ったのかということをちょっと教えていただきたいと思います。 

○木下順一委員長 天田係長。 

○天田係長 加茂中学校につきましては、この令和７年度末をもって廃校となるところです。令和８年度からの

具体的な活用について、現状、避難所の指定は残りますが、それ以外の活用については具体的に今決まってい

ない中で、様々な施設に係る維持を全てなくしてしまうと、次に活用を再開するときになかなか再開しにくか

ったりとか、必要以上に費用がかかるといったことが予想されますので、最低限の施設維持を行っていきたい

というふうに考えて計上しております。 

  以上です。 
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○木下順一委員長 世古安秀委員。 

○世古安秀委員 はい、了解しました。 

○木下順一委員長 １５５ページまでよろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、続いて、学校教育課の当初予算を審査します。 

  説明資料は１５６ページから１６６ページまでとなります。 

  担当課の説明を求めます。 

  学校教育課長。 

○小林学校教育課長 学校教育課、小林です。よろしくお願いします。 

  学校教育課の令和８年度当初予算につきまして、苦心した点、工夫した点からご説明いたします。 

  物価高騰の影響により、教材整備や学校給食に関わる経費など、学校運営に必要な費用の増加が見込まれる

中、限られた財源で既存事業を継続しつつ、教育課題への対応も進める必要があり、各事業の優先順位づけや

必要経費の精査に特に苦心いたしました。また、不登校児童生徒への支援、特別支援教育の充実、ＩＣＴ教育

の推進など、学校教育を取り巻く課題は多様化しており、それぞれの施策の必要性や期待される効果を踏まえ

ながら、過不足のない予算となるよう検討を重ねました。さらに鳥羽の地域特性を生かした海洋教育推進事業

やＡＬＴ配置、英語アプリ活用等による外国語教育といった独自の取組については、学校現場の意見も踏まえ、

継続性と実効性を両立できる内容となるよう改善を重ねています。これらを通じ、児童生徒の学びの質向上と

教育環境の充実につながる予算となるよう工夫したところです。 

  それでは、拡充事業からご説明いたします。 

  予算説明資料は１５６ページ、学校安全総合支援事業につきましては４６０万円を計上しました。南海トラ

フ地震による甚大な被害が懸念される本市において、児童生徒一人一人が自らの命を守る意識を高め、困難な

状況に対応するための知識や実践力の育成に取り組みます。具体的には、市内の教育関係者を対象に、有識者

による講演会を実施するとともに、防災リーダーとしての役割を担う教職員を育成するため、能登半島地震の

被災地への視察を行います。また、学校の安全対策を強化するため、更新時期を迎える３校の緊急地震速報受

信システムの更新を行います。さらに災害時に児童生徒の頭部保護を確実にするため、幼稚園及び小中学校に

配備している防災用ヘルメットの更新を進めます。これらの取組を通じて、学校における実践的な防災力の向

上を図ります。主な財源は、学校安全総合支援事業委託金とふるさと創生基金繰入金です。 

  続きまして、説明資料１５７ページ、中学校教育振興事業につきましては６１２万円を計上いたしました。

各中学校においては、必要な教材備品の整備や校外学習の充実を図り、生徒が主体的に学べる教育環境の整備

を進めます。また、鳥羽中央中学校区の再編に伴い、通学に必要となるバス定期券の購入を補助し、安心して

学校へ通える体制を確保します。さらに離島に所在する答志中学校の生徒に対しては、離島校課外活動等旅費

補助事業、とばっ子交通パスにより定期船の定期券を補助します。これにより地理的条件に左右されることな

く、生徒が学習や課外活動に継続して参加できるよう支援し、全ての生徒に公平な教育機会を保障していくこ

とを目指しています。主な財源は、遠距離通学費補助金とふるさと創生基金繰入金です。 

  続きまして、説明資料１５８ページ、学校給食運営事業につきましては１億６,１７５万６,０００円を計上
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いたしました。幼稚園及び小・中学校における安全・安心な給食提供を継続し、子供たちの健全な成長を支え

る体制を維持することを目的として事業を実施します。令和８年度は小・中学校の学校給食無償化を継続する

とともに、幼稚園についても新たに無償化を実施し、物価高騰の影響が続く中でも保護者負担の軽減を図り、

全ての子供が等しく給食を受けられる環境を整えます。主な財源は、給食費負担軽減補助金、物価高騰対応重

点支援地方創生臨時交付金、ふるさと創生基金繰入金です。また、給食調理業務の委託を継続するとともに、

給食配送車や老朽化が進む厨房設備、調理備品等の更新を計画的に行い、安全で効率的な調理、配送体制を維

持します。これにより日々の給食提供に関わるリスクを低減し、安定した運営につなげていきます。給食配送

車につきましては、２台のうち令和６年度に１台更新しており、同仕様の特別架装が必要となる車両購入費で、

主な財源は、学校給食施設整備事業債となります。 

  続きまして、継続事業について説明いたします。 

  説明資料１５９ページ上段をご覧ください。 

  事務局運営業務につきましては１,０７３万５,０００円を計上いたしました。教育支援センターＨＡＲＰに

教育支援センター指導員を配置し、通室する児童生徒や市内小中学校で不登校傾向となっている児童生徒への

相談や指導を行います。また、学校教育課学務係の事務補助員１名と産育休代替職員１名の会計年度任用職員

の人件費を計上しています。 

  説明資料１５９ページ下段、教育支援事業につきましては１,７５７万２,０００円を計上いたしました。就

学指導や巡回相談など、児童生徒の支援を行う相談員への報償費のほか、子供たちの成長の節目の準備に係る

子育て支援として新入生応援基金を計上しています。また、小学校５年生を対象にした自転車用ヘルメット購

入補助につきましては、現在３,０００円の補助券を市内登録店舗に持参して購入し、３,０００円を超える部

分は保護者にご負担いただく方式を採用しております。購入後は、月締めで店舗から教育委員会に申請をいた

だき、教育委員会で内容を審査した上で、店舗に補助金をお支払いする仕組みです。 

  委員の皆様からは、対象学年の拡大、市外店舗での購入可などのご提案をいただいておりますが、対象を広

げた場合や、市外、オンラインを含めた購入を可能とすると、安全規格の確認が困難になることや、領収書様

式の多様化による不正防止の難しさが課題となります。現行方式は制度の透明性と確実性を担保するためにも

有効であり、特に初期段階での混乱を避ける上で重要と考えております。さらにヘルメットの補助は、小学校

５年生に対象を限定することで、成長によりヘルメットが合わなくなる時期の児童を重点的に支援できる仕組

みになっております。 

  アンケートでも制度の継続を望む声が多く、５年生で補助を受けられるという仕組みが定着すれば、保護者

にも計画的に準備していただける効果が見込めます。これらの点から、令和８年度については現行方式を維持

し、制度の定着と実効性の検証を優先したいと考えております。今後、利用状況や課題を丁寧に把握しながら、

今後の改善については慎重に検討を進めてまいりますので、ご理解賜りますようお願い申し上げます。主な財

源としては、ふるさと創生基金繰入金を予定しております。 

  続いて、説明資料１６０ページ上段、外国語教育推進事業につきましては１,８４８万９,０００円を計上い

たしました。市内の幼稚園及び小中学校に外国人英語指導助手３人を派遣し、外国語や外国文化に触れる機会

を提供することで、子供たちのコミュニケーション能力と国際感覚の育成を図ります。また、児童生徒の英語
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への興味を高め、英語力を向上させるため、英語アプリを活用して外国語教育を推進します。さらに市内三つ

の小学校で台湾とのオンライン国際交流を行い、英語を通したコミュニケーション力の育成と異文化理解を深

めます。 

  説明資料１６０ページ下段、教育振興事業につきましては４５７万円を計上いたしました。学校と地域が一

体となって子供たちの成長を支えていくため、コミュニティスクールディレクターを６校に配置するほか、小

中学校共通の一般的な管理業務に係る費用を計上しています。主な財源は、ふるさと創生基金繰入金です。 

  説明資料１６１ページ上段、学校図書館整備事業につきましては５４４万５,０００円を計上しています。

小中学校に司書を派遣し、読書習慣が身につくような取組を進めるとともに、学校図書館を活用した事業の推

進を図ります。小学校７校へ年間３３回、中学校２校へ年間１６回の派遣を予定しております。主な財源は、

過疎地域持続的発展特別事業債です。 

  説明資料１６１ページ下段、海洋教育推進事業につきましては４３４万８,０００円を計上いたしました。

鳥羽市海洋教育カリキュラムを活用し、学習、研究、生産の各拠点と連携しながら、持続可能な海洋教育の推

進に取り組みます。また、中学生がパラオ共和国を訪問し、同年代の子供たちとの交流を通して、海洋に関す

る課題を共有し、国際的な視点で学ぶ機会を創出します。８年度におきましても中学生４名、引率者１名の派

遣に係る費用を要望しています。 

  説明資料１６２ページ上段、小学校管理業務につきましては５,３６６万５,０００円を計上しています。支

援が必要な児童一人一人のニーズに応じたきめ細かいサポートを行うため支援員を配置します。８年度の配置

人数は２０名を予定しております。また、先ほどもお話に出ました鳥羽小学校に校内教育支援センター指導員

を１名配置し、学校内の教育支援体制を強化いたします。主な財源として、教育支援体制整備事業費補助金を

予定しております。 

  説明資料１６２ページ下段、小学校教育振興事業につきましては、予算額６７５万円を計上しております。

各小学校に必要な各種教材備品の整備や校外学習など、学習環境の充実を図ります。また、鳥羽中央公園プー

ルで学校水泳を実施するほか、児童の水泳技術向上や水難事故を防ぐため、講習及び安全教室を開催します。

主な財源としては、理科教育設備整備費補助金とふるさと創生金繰入金を予定しております。 

  説明資料１６３ページ上段、小学校ＩＣＴ教育推進事業につきましては、予算額１,３４３万４,０００円を

計上しています。通信ネットワーク環境や端末環境に係るライセンス契約など、ＩＣＴ教育環境の整備を行い

ます。また、指導者用端末を更新します。主な財源としては、ふるさと創生基金繰入金を予定しております。 

  説明資料１６３ページ下段、活力ある学校づくり推進事業につきましては、予算額２３４万９,０００円を

計上しております。地域文化学習や防災学習、学校間交流など、特色ある学校活動を実践することで、児童の

活力を引き出す学校づくりを推進します。主な財源は、ふるさと創生基金繰入金です。 

  説明資料１６４ページ上段、就学援助事業につきましては、予算額５７１万８,０００円を計上しています。

遠距離通学をしている児童の保護者負担の軽減を図るための通学費補助費、また経済的な理由により就学する

ことに支障を来すおそれのある児童の家庭に対し、学用品費などの就学援助費を計上しています。 

  説明資料１６４ページ下段、中学校管理業務につきましては１,６１５万７,０００円を計上しています。鳥

羽中央中学校に支援員４名、部活動指導員５名を配置します。また、校内教育支援センター指導員１名を配置
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し、学校内の教育支援体制を強化します。主な財源としましては、部活動指導員配置促進事業補助金と教育支

援体制整備事業費補助金を予定しています。 

  説明資料１６５ページ上段、中学校ＩＣＴ教育推進事業につきましては、予算額６３８万２,０００円を計

上しています。通信ネットワーク環境や端末環境に係るライセンス契約など、ＩＣＴ教育環境の整備を行いま

す。また、指導者用端末を更新します。主な財源としては、ふるさと創生基金繰入金を予定しています。 

  説明資料１６５ページ下段、活力ある学校づくり推進事業につきましては、予算額１１１万６,０００円を

計上しています。小学校費の活力ある学校づくり推進事業と同様に、地域文化学習や防災学習など特色ある学

校活動を実践することで、生徒の活力を引き出す学校づくりを推進します。主な財源としては、ふるさと創生

基金繰入金を予定しています。 

  説明資料１６６ページ上段、就学援助事業につきましては１,０６５万１,０００円を計上いたしました。遠

距離通学をしている生徒の保護者負担の軽減を図るための通学費補助費、また経済的な理由により就学するこ

とに支障を来すおそれのある生徒の家庭に対して学用品費などの就学援助費を計上しています。 

  説明資料１６６ページ下段、小中学校（園）保健振興事業につきましては１,５８８万８,０００円を計上い

たしました。園児、児童生徒及び教職員の健康保持を増進し、学校保健体制の維持を図ります。主な財源とし

ては、高度へき地学校児童生徒保健管理費補助金とふるさと創生基金繰入金です。 

  長くなりましたが、学校教育課の説明は以上です。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○木下順一委員長 説明は終わりましたが、１時間を超えてきましたので、質疑の前に休憩を取りたいと思いま

す。 

  暫時休憩いたします。 

（午後 ２時３９分 休憩） 

─────────────── 

（午後 ２時４８分 再開） 

○木下順一委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  学校教育課の拡充授業について、１５６ページ、学校安全総合支援事業から１５８ページ、学校給食運営事

業までの範囲でご質疑を始めますが、その前に、学校教育課長から訂正発言があります。 

  学校教育課長。 

○小林学校教育課長 すみません、１点訂正をお願いします。説明資料の１６０ページの下段、教育振興事業に

ついてですが、先ほど私、主な財源はふるさと創生基金繰入金と申しましたが、正しくは主な財源は学校・家

庭・地域連携協力推進事業費補助金です。 

  以上、訂正です。 

○木下順一委員長 それでは、質疑に入ります。 

  ご質疑はございませんか、拡充事業について。 

  倉田委員。 

○倉田正義委員 １５６ページ、学校安全総合支援事業についてお聞きします。 

  今回、防災用ヘルメットの更新ということで、さらに防災力の向上に向けて取り組みいただきましてありが
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とうございます。現在使っとるヘルメットが確かに各学校を聞いてますと、ヘルメットの内部のベルトが壊れ

たりして、それを生徒数、児童数が減少する中で余剰してきたものをうまく配分しながら対応しておるという

ような現状を聞いております。今回、全面更新ということで随分助かるなと思っているところですが、今使っ

ているやつは、あれ何年たってますか。お願いします。 

○木下順一委員長 家田課長補佐。 

○家田課長補佐 学校教育課、家田です。よろしくお願いいたします。 

  現在使っているヘルメットなんですけれども、約１０年ほど経過しているものが多いのかなという、学校調

査の結果、そのようになっております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 倉田委員。 

○倉田正義委員 確かに記憶しとる中でも今まで更新がなかったかなと思っておるところです。今回のものにつ

いても耐用年数５年というふうに明記されてますので、５年ごとの更新というのは予定されるのか、このあた

りについて回答を願います。 

○木下順一委員長 家田課長補佐。 

○家田課長補佐 そのような予定を組んでおります。 

  以上です。 

○倉田正義委員 分かりました。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 事業目標、活動指針のほうで今年で６６.７％、地域連携。その中でやっぱり地域との関わり

をしっかりと学んでもらわないかんけれども、自助、共助についてはやっていると思うんです。公助の限界と

いうのの内容までやっぱりちゃんと先生らにも説明してますか。それ分かりませんか。防災の取組ですよ。 

○木下順一委員長 防災の取組。 

○尾﨑 幹委員 僕が説明するの。違うよね。自助、共助、公助をやっぱり学んでもらわないかんというね。ど

うですか。しとるか、してへんかでまずお願いします。 

○木下順一委員長 学校教育課長。 

○小林学校教育課長 お答えします。 

  公助の部分も明日へのつばさの部分でそういった指導案も取り入れて各学校現場で状況に応じて取り組んで

もらっているところです。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 その事業目標のほうで聞いとるんです。地域連携と書いてありますから、これが６６.７％ま

で今年いくと仮定した中でも、自助、共助というのは地域連携の根本になってくると思います。ですから、一

番大事な、一番大事とは言いませんけれども、やっぱり公助、公の助けというものの限界を知ることによって、

自助と共助の内容がやっぱり深まるわけですよね。何かあったら公助、役所が助けてくれるんやとか、県が助

けてくれるんやという、その限界を教えることによって、自助、共助の中身がやっぱり濃くなるわけであって、
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それをやるのが本来、防災リーダーを育てると書いてあるんですよ。ボランティア防災コーディネーター、僕

やっとるもんで、一番大事なのは自助、共助を、まず自分のことは自分で守る。それですよね。それで、次は

やっぱりグループなりで共に助け合いする。その後、最終的には公助、公が何かを、最終的には１次避難、

２次避難、３次避難はもう完璧に公助ですよね。という流れをしっかりと連携せないかんわけであって、去年

までは５４.５％、半分までしかいってなかったと。今年はちょっと進みますので、その内容をしっかりとや

っぱり教えていってもらわな、もうこの総合支援事業というのが本当は何なんやという中身のないものになっ

ていかへんかなという危惧しとるもんで質問させてもらってます。いかがでしょうか。 

○木下順一委員長 学校教育課長。 

○小林学校教育課長 委員おっしゃるとおりだと思っております。ですので、今後も学校にそういったことを広

めながら、今年、加茂中学校が行政と一緒に取り組んだ避難所運営等々も広めていって、公助の部分もしっか

りと取り組んでいきたいと思っております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ぜひともやっていただきたいのは、公助の限界を教えたってほしいんです。もう行政に頼るん

じゃなしに、助けに来る人を当てにするんじゃなしに、限界というものが本当にあるもんで、それが今後たく

さん示されてくると思います。特にここに書いてある能登半島の場合の公助、そやで公ができることってほと

んどもうなくなってしまうというような現状がありますので、そういう形を教えていってもろうた中で連携を

してもらうことが一番大事かなと思ってますので、今後よろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（「委員長、関連お願いします」の声あり） 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 ごめんなさい、内容と違ってすみません。活動指標について教えてください。 

  学校と書いてあって、何でパーセントなのかなというところがちょっと読み取れなくて、令和７年度、令和

８年度の動きで、中学校が１校なくなっているわけなんで、放っておいてもこのパーセンテージに移ってこう

へんかなという気がするんですけれども、校数にすると。どういうふうに読んだらいいんですか。 

○木下順一委員長 活動指標の根拠ですか。 

  学校教育課長。 

○小林学校教育課長 パーセンテージなので、分母が学校数で、取り組んだ学校が分子となるので、学校数が減

っていっても、そのあたりでのパーセントという意味合いですよね。 

（「上がっていくでしょうね。減るということは」の声あり） 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 現状やと９校プラス１園になって、１０校が令和８かなと。令和７はそれにもう１校、加茂中

学校があるんで１１校なのかなと思うんですけれども、１１校のうちのパーセンテージでいくと、多分６校を

やっているのかなというふうに私は読めるんですけれども、６校って１１分の６するのと１０分の６するので
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大体これぐらいのパーセンテージに変わっていくんですけれども、要は増えてないと見えるんですけれども、

なぜそういうわざわざ分かりにくい置き方をしているのかが分からなくて。 

○木下順一委員長 鋭い指摘やな。 

  学校教育課長。 

○小林学校教育課長 議員おっしゃられるとおりで、校数で表示しても、何か減っていくので分かりづらい部分

もあって、それでパーセントにしたんですが、ちょっと確かに分かりづらいというか、現状維持的なあまり伸

び率が少ないといった部分なんですけれども、最終的には１００で全校を達成したいという思いを持っており

ます。 

○瀬﨑伸一委員 頑張ってください。 

○木下順一委員長 次年度以降よろしくお願いします。 

  関連ございますか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 では、その他の拡充のところでご質疑はございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 １５６、１５８までよろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、続いて、継続事業について、１５９ページ上段、事務局運営業

務から１６６ページ下段、小中学校（園）保健振興事業までの範囲でご質疑はございませんか。 

  尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 １６１いっていいかな。 

○木下順一委員長 １６１、はい。 

○尾﨑 幹委員 海洋教育推進事業、これはもうもちろんやってかな、鳥羽である限りやっていただきたいと思

います。ただ、よその学校というか、よその地域と比べると、やっぱりＳＤＧｓ教育はもちろん遅れている。

もう今はＥＳＧ教育は文科省のすごい推進になってます。こういう教育については今後やるんですか、それと

も８年度はしないということやと思います、載ってませんので。ただ、することが時代に応じた教育の推進に

なると思うんです。ＳＤＧｓはもう都心部は１００％やってますから、うちらは今それを片手間でやっとるん

か、やってへんかも分からん状態。ただ、海洋教育推進事業とあるんですから、そういうやっぱりＳＤＧｓ、

ＥＳＧ教育、これはやっぱり遅かれ早かれやらないかん事業やと思うんですけれども、教育やと思う。そこら

辺は議論されてませんか。 

○木下順一委員長 学校教育課長。 

○小林学校教育課長 ＳＤＧｓは最近になって各校いろいろ取り組んで、掲示物なんかも貼って、いろいろと取

り組んでおるところです。ＥＳＧ教育については、防災の部分で、及川先生を平成二十何年かに講演会とかで

呼んでもらって、及川先生はＥＳＧが大切やということをしきりにおっしゃられておりますので、先ほども出

た明日へのつばさの中でもそういったＥＳＧという文言は表記をされておって、学校でも取り組んでおるとこ

ろです。 
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  以上です。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 ＥＳＧをやることによってＳＤＧｓは中に入ってます。環境が入ってますから。その中でもや

っぱり社会と企業の問いというか、その流れを今、文科省がやっぱり推進しとるわけですね。そういう流れの

中で、やっぱりうちの学校、鳥羽市はしないけれども、横の学校がし始めたら、ここでも格差がついてしまう

という考え方を持っていただくならば、やっぱりＥＳＧ教育は必要じゃないかと思ってますんやけれども、教

育長、どうですか。 

○木下順一委員長 教育長。 

○岩本教育長 委員言われるとおりで、ＳＤＧｓ教育、ＥＳＧ教育は当然大事であるというふうに認識をしてお

ります。ＳＤＧｓにつきましても、各学校の授業を取り組んでいく中で学習指導案というのがあるわけなんで

すけれども、その学習指導案でこの授業の中ではどの項目を意識して授業をしていくかということをはっきり

明記をして授業に取り組んで、それを全ての職員が見て授業研究をしている、そういう学校も複数ございます

ので、ここには明記はされてませんけれども、各学校がそれぞれの形で取り組んでおりますし、先ほど学校教

育課長が申したように、平成の時代から防災教育中心に及川先生に来ていただいて、鳥羽市の防災教育の講演

会等でＥＳＧ教育についても講演していただいて勉強をさせていただいてる、そんなところですので、引き続

き大事に取り組んでいきたいというふうに思っております。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 その及川先生でした、そういう方がやっぱり言われとるということは、先生らが学ぶんじゃな

しに、子供らにしっかりとその流れ、順番とかやっぱりありますので、そこら辺の教育も推進してもらえれば、

格差のないやっぱり子供たちが社会に出たときに、平等で公平みたいな流れをつくっていただきたいために質

問してますので、ぜひともＥＳＧの教育は推進すべきやと思ってます。今後期待しております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（「関連じゃないです。違うところで」の声あり） 

○木下順一委員長 違うところ、はい、どうぞ濱口委員。 

○濱口正久委員 ページ数戻ってください。１５９ページの下段の教育支援事業です。この新入生等応援金とヘ

ルメット補助金、補助を出していただいております。基本的には補助を出すのは私は賛成でございますけれど

も、ちょっと質問させてください。これ９月１６日の補正で上がってきたときにも大分紛糾して、なぜここ限

定だったのかということも踏まえて、どういった検討をされたのかということをちょっとお聞きしたいので、

努力義務のヘルメットということで、学校で５、６年生限定で申請をしてくださいという話をしたと思うんで

すけれども、そのときの説明の中でなぜ５、６年生だけに限定したのかとか、例えばヘルメットをかぶってく

ださいというような教育とか指導はされましたでしょうか。 

○木下順一委員長 学校教育課長。 

○小林学校教育課長 なぜ５、６年生だけかという点については、ほかの学年でも危険はないかということなん

ですが、小学校５年生、６年生あたりが自転車を利用する機会が一番増える時期ということと、あともう一つ
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は、成長によってヘルメットが合わなくなるタイミングでもあるということで、支援効果が最も高い学年であ

ろうということで、その学年に設定をさせてもらっております。 

  また、ヘルメットの普及のためにということで、毎年どの学校も交通安全教室を開いていただいております。

その中でヘルメットに関しては特に低学年のほうが多いんですけれども、グラウンドに道路を描いたりである

とか、横断歩道をつくったりであるとか、実際の町なかの横断歩道であるとかという部分で、警察とも連携を

しながら交通安全教室を実施しておるところです。今後もまたこの事業、５年生、６年生というところでやっ

ておったので、そういった高学年の学年に対してもヘルメットの努力義務化という部分の推進も含めて、来年

度は交通安全授業の中で高学年まで含めて取り組んでほしいということを学校に伝えておるところです。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 私が聞いたのは、５、６年生に申請してもらうときに、５、６年生だけに限定ですよという理

由とかを子供たちとか親御さんに説明されましたかという話なんで、それはされましたか。 

○木下順一委員長 家田課長補佐。 

○家田課長補佐 学校への案内、すぐーるでの案内も含めて、令和７年度は５年生、６年生に限定するというこ

とで伝えさせていただいております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 その理由は説明しましたかということだったんですけれども、それはいいですわ。 

  じゃ、次に聞かせてもらいます。前、５、６年生だけに限定して、そのときに紛糾したときに、きちんと検

証します、検討します、それに対していろんな調査もしますということで、教育長も議事録見ると答えておら

れます。学校教育課長もそうですけれども。そこでお聞きますけれども、今回も全く同じところで６年生も外

れましたけれども、２０３人対象があったと思うんですけれども、そのうち申請された方は何件でしたか。 

○木下順一委員長 家田課長補佐。 

○家田課長補佐 ２月末現在の件数なんですけれども、１８件の申請がございました。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 これは１割も満たない数字ですけれども、恐らくこれがいいのかどうなのかちょっと分からな

いですけれども、アンケートを取られるということだったんですけれども、アンケートの取られた対象は何学

年、どこまで対象とされたんでしょうか。 

○木下順一委員長 家田課長補佐。 

○家田課長補佐 今回のアンケートにつきましては、小学校５年生、６年生の保護者に対しまして教育現場向け

の連絡システムス、すぐーるでアンケートを実施しました。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 そうすると、今回のアンケート調査はその対象となる方々にアンケートを取られて、そのうち

の回答は何人でしたか。 
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○木下順一委員長 家田課長補佐。 

○家田課長補佐 ２月１６日から２月２７日までアンケートを実施した結果、６４件の回答がありました。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 これ２月ですので、９月のときに直ちにアンケートを取ったわけではないと思うんですけれど

も、ほかの学年の保護者からのアンケートを取らなかったと思うんですけれども、ほかの学年の保護者からの

要望とかというのは聞いてますでしょうか。 

○木下順一委員長 家田課長補佐。 

○家田課長補佐 すみません。特に伺ってはおりません。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 今回、その保護者のところを聞かなかったというのと、あと、課長から、今の煩雑化で、取り

あえずやらせてほしいということで話がありました。前のときもあったんですけれども、今回この導入に当た

って、ほかの自治体のところにこの手続煩雑化で５、６年生に絞るということでしたが、ほかの事例とかとい

うのは調べられましたでしょうか。ほかの自治体のほうは参考にされましたか。 

○木下順一委員長 家田課長補佐。 

○家田課長補佐 県内の自治体の事例はちょっと参考にさせていただいたんですけれども、こういう鳥羽市の方

式でしている自治体はなかったんですけれども、自転車のヘルメットを通学で利用する児童生徒に対してのみ

実施しているところとか、そういうところがあったので、鳥羽市のほうが通学に利用してない人にもかぶって

いただけるのでいいのかなというふうに考えております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 すみません、ちょっとよく分からないです。今回の理由の中に児童の安全確保と、これは通学

ではなくて、学校に来るわけではないところの子供たちの安全を守るというところがあったと思うんですよ。

そこで僕は、前、話のあった中に限定の理由が分からなかったということだったと思うんですけれども、今回

３１万５,０００円です。市長も広く厚くと言っている中で、なぜここだけがというのが非常に子育てパラダ

イス予算の中で浮いてるのと、倉田委員が以前、９月のときに質問されたときに、各学校に調査に回られて、

やはり３、４年生のほうが使うんじゃないかなということを聞き取りの中からあって、僕もほかの自治体も調

べたんですけれども、志摩市、伊勢市、松阪市、津市、四日市とか、いろんなたくさん事業をやられていて、

子供だけと限定しているのは伊勢市だけなんですけれども、あとは子供と高齢者も当然対象となってきます、

ヘルメットで安全を守るというところがあるので。なぜこれがこの理由というのは僕もいまだ、今、これ説明

聞いていてもちょっとよく分からないところがあります。どう聞いたらいいのかな。教育長、これ教育長も検

討をするとかという話はあったんですけれども、実際いつ、どのような検討をされたんでしょうか。 

○木下順一委員長 教育長。 

○岩本教育長 いつということで、細かい日までは覚えておりませんけれども、今年度の予算を通していただい
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た後、委員会のほうでも様々なご意見等もいただきましたので、教育委員会内で議論をさせていただいたとい

うところでございます。ただ、先ほどから話が出ておりますように、全ての学年にということになると、それ

が一番いいのかも分かりませんが、そのことによる事務的な部分のことも考えて、総合的に考えながら今回の

形で提案をさせていただいているところでございます。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 教育長、これ検討をいつというのはあったかも分かりませんけれども、アンケートを取られた

のが２月ですよね。議案が出てからだと思うんですよ。本来はすぐにやるべき、やってくださいという話をし

た中で、どういったものが必要かというのと、事務の煩雑化は恐らく今のチケット方式にするときに五十嵐委

員も指摘したんだと思うんですけれども、そういう煩雑化になるというのはあえて分かっていた状況だと思う

んです。そういうチケット制でもともとこの予算をするときに、教育委員会がやるときはやっぱり公平性がす

ごく大事だと思うんですよね。子供たち全部に行き渡るように、これが２０３人の対象で今１８件です。それ

が煩雑になっとるというのは、そもそもやるときに２０３人を対象にしとったのに、どうなのかなというのが

あって、多分この５、６年生の、６年生も上げましたけれども、これがピンポイントで合っているとは思えや

んような数字が出ているような気がするので、この予算だったら、僕は反対するわけじゃなくて、皆さんと一

緒で、ちゃんと公平に全学年につけるべきじゃないかなというふうに僕は思います。非常に全然聞いていても

納得できないようなすごく感じがします。僕はもうこれ以上言いません。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（「関連で」の声あり） 

○木下順一委員長 南川委員。 

○南川則之委員 ちょっと細かいところを教えてください。前回の９月１６日のときもちょっと聞こうと思っと

ったんですけれども、今、数字聞いて２０３人分が２月末で１８件ということで、今回この３１万

５,０００円で、多分１０５人分だと思うんですけれども、実際この５年生ですね、１０５人分全員が自転車

を持っとるのか教えてください。 

○木下順一委員長 家田課長補佐。 

○家田課長補佐 全員が所持しているわけではないと思っております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 南川委員。 

○南川則之委員 ということで、アンケート調査とかいろんな調査されて、１０５人分ということで、調査は本

当に微々たる調査でできると思うんですけれども、今、聞いたら１０５人が自転車を持っとるかどうか分から

んということで予算を上げてきとるということで、それ自体もきちっと精査して、１０５人分のうちの何人が

自転車を持っとるから、それに対して通学以外にもそういう交通安全の対策の中で、しっかりと買い換えても

らうとか、そういったことでこの予算を上げてくるべきやと思うんです。そういうところがちょっと調査が欠

けとるんかなと思うんですけれども、その辺課長どうですか。 

○木下順一委員長 学校教育課長。 

○小林学校教育課長 委員おっしゃるとおりであると思います。今回はピンポイントということですけれども、
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一旦全ての小中学生を対象にしてやると、今度はその制度を持続可能なものにしていくのがなかなか難しいと

いった部分もあって、今回ちょっとピンポイントになってしまったという部分もあるんですけれども、またそ

のあたりも今後、反省も踏まえながら、なかなか調査をしても、その後にまた自転車を持ってなかった子も自

転車を買うとかというところもあるので、調査の時期がなかなか難しいといったところもあるんですけれども、

そういったあたりも努力していきたいと思っております。 

○木下順一委員長 南川委員。 

○南川則之委員 ちょっと課長の答弁分かりづらいところがあって、小学校全体に広げるにしても、やっぱりき

ちっと自転車を所有しとるかどうかという調査をした中で、全数どれだけ必要かと、それについてきっちりと

教育委員会が努力義務ですよと。自転車を買ったらヘルメットをかぶらないけませんよという話を全校的にし

て対応するというのが基本中の基本やと思うんですね。そこを欠いて、大体およそで予算を上げてくるという

こと自体が議会もちょっと判断できないということで、しっかりと基本的な理にかなった内容の下に予算を上

げてこないと、丼勘定でおよそで上げてくるという予算を我々が審議するというのはちょっとどうかなと思い

ますので、その辺はもう一度回答をお願いします。 

○木下順一委員長 学校教育課長。 

○小林学校教育課長 もう委員のおっしゃるとおりであると思います。おっしゃるとおりですので、一旦ここに

上げさせてもらいましたが、また今後引き続きそういったことのないように、しっかりと調査もかけて、数字

も把握していきたいと思っております。 

○木下順一委員長 南川委員。 

○南川則之委員 厳しいこと言いますけれども、先ほど濱口委員が質問されたとおり、この令和７年度の実績と

いうことで２０３人の予算を盛った中で、２月末で１８人という予算の執行ということで、これは議会もこの

ときもうちょっと議論して、これを認めるかどうかを判断したほうがよかったかなと思うし、今回もあのとき

のいろんな議員間の話合いの中でも、しっかり教育委員会はいろんな調査をしながらやっていただくというこ

とで了承したところもありますし、今回はきちっと私も中身を精査されて、必要な子供たちに必要なものを提

供すると。それが言ったように、自転車に乗るときには努力義務でもヘルメットをちゃんとつけてもらうと、

そういう安全対策というのが理にかなっとって、議会もしっかりと、ならこの予算は認めようということが必

要かなと思いますので、この辺の予算的な提出というのもちょっとどうかなと思うところがありますので、そ

の辺だけちょっと気になったということで…… 

○木下順一委員長 このあたり、後ほど委員間討議か、その中で討議するとか。 

○南川則之委員 ぜひちょっと私の意見もまだ言いたいところもありますし、ぜひ皆さんの意見も聞きたいとこ

ろもありますので、またよろしくお願いします。 

○木下順一委員長 濱口委員、委員間討議の中でよろしいですか。 

○濱口正久委員 はい。 

○木下順一委員長 この件に関して他にございませんか。 

  倉田委員。 

○倉田正義委員 くどくなってしまうんですけれども、よろしいでしょうか。すみません。先ほどから出とる
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２０３人に対する１８人、現状１８人、この数字についてはすごく自分としては厳しいなと。ヘルメットを必

要とする実態と、こちらの施策とがミスマッチであるというふうに自分は感じるんですが、この数字を捉えて

現状、教育委員会としてはどのように捉えておられるのか、この事業について確認をお願いします。 

○木下順一委員長 教育長。 

○岩本教育長 ２月末現在で１８名ということについては正直驚いているところではあります。まだもっと伸び

るのではないかというふうに考えておりました。ただ、一つ期待を持っているのは、現６年生が中学校の制服

等を購入をしているのがイオンでございまして、それを引き換える際に、併せてヘルメットも購入する可能性

があるのではないかということで、どれぐらい伸びるか分かりませんが、若干の伸びはあるのではないかとい

うふうに期待はしているところではございます。 

  今回のこの件については、今、様々な委員さんのほうからお話をいただいているところも、言われているこ

とはよく分かる部分もございます。アンケートを取って、様々な自由記述等も拝見いたしますと、周りがかぶ

っていないというようなことを書かれているような方も見えるわけなんです。そうなると、先ほど教育のほう

を、しっかりとかぶる教育をしているのかというようなお話もありましたけれども、こちらとしては自転車の

交通安全教室を各学校で行ったり、それから、今回のこともございましたので、改めて教育委員会からもしっ

かりと指導するように話をしたりというふうなことはしておりましたけれども、そのあたりがまだまだ浸透し

ていないのではないかなというのは肌で感じているところです。 

  全ての学年にヘルメットの補助をというようなお話もいただいておりますけれども、これ例えば１年間、令

和８年度に全ての学年に補助をしたとして、どうしてもサイズが変わっていきますので、その次、次、次とい

うふうになってきたときの制度設計をする部分で、私たちは事務的な難しさを感じたところでありますので、

この学年だけは補助できますよということで、まだ始まったばかりですので、浸透はしてないところはありま

すけれども、５年生になったら補助が出るというようなことが浸透していけば、そのようなことで計画的に購

入をしてもらえるようになってくるのではないかなというふうなことも考えながら、今回このような形で計上

させていただいた、そんなところでございます。 

○木下順一委員長 倉田委員。 

○倉田正義委員 教育長から詳しくお話いただきました。今後伸びるんじゃないかという希望的な観測も含めな

がらの回答やったと思うんですけれども、やはりそういったこちらは推測だけでは事業を進めていくというの

が大変難しいところがあると思います。安全教育の推進、家庭の啓発も含めて、実態というのの調査がやっぱ

り今回ちょっと薄かったのかなというのが自分としては感じてます。子供らの意識や家庭の実態を十分にデー

タとして持った上での制度設計継続等をお願いしたいなというところで閉じたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 教育長、この今、委員の意見を聞いて、もうこのまま予算はいじらずに、このまま審議して

ください。そのままでやってくださいということでよろしいね。この今の意見を聞いて、直すとか、そういう

考えではないということで、中身については。 

  教育長。 

○岩本教育長 はい、現状はこのままでお願いしたいと思います。 
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○木下順一委員長 はい、了解しました。 

  ほかの事業についてご質疑ございませんか。 

  五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 １６１ページの学校図書館整備事業について伺います。 

  委託料が昨年度とまるっきり変化なしで５４４万円ということなんですね。委託なので、こういうものと言

われてしまえばそういうものなのかもしれないんですけれども、普通に考えると、今、物価高がどんどん進ん

でいく中で、人件費も高騰する。この派遣されてくる人たちが車に乗ってきたりすれば、移動にもかかる費用

がどんどん上がっていくという中で、まるっきり変化なしというのがすごく違和感がありまして、もちろん学

校のことで税金で行うことだから、安いものを選ぶというのが一番理にかなったことなのかもしれないんです

けれども、公平じゃないような気がしまして、業者選定する際に、そういう視点というのはないのかなという

のが少し気になったので聞かせてください。 

○木下順一委員長 家田課長補佐。 

○家田課長補佐 今回の学校図書館の司書の派遣なんですけれども、この金額が変更ないというところは、設計

の段階で人件費の高騰の部分がありまして、こちら全く同じなんで変わってないかとは思われるんですけれど

も、数は減ったんですけれども、人件費の分で増えた形になっております。 

  業者なんですけれども、選定するにつきまして、やっぱり専門職である司書を派遣していただかないといけ

ないというところで、近隣にある業者を選定しておりますので、こちらのほうでいろいろなちょっと委託料の

お見積りをいただいた中で、こちらのほうを採用していただいております。 

  以上です。 

○木下順一委員長 五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 すみません、ちょっと私も学校数が減るということが頭から抜けてまして、ちょっとあれ

だったんですけれども、じゃ、学校数が減って、人件費は上がっているけれども、業務はその分少なくなって

いるので、実質は値上がりしている状態だという認識でいいということですね。ありがとうございます。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（「委員長、別のところでよろしいですか」の声あり） 

○木下順一委員長 はい、別なところで瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 一つページを戻っていただきまして、外国語教育推進事業についてお伺いをいたします。 

  論点が２点あるので、関連がありそうなところは後にして、先に台湾とのオンライン国際交流についてお伺

いをいたします。我々議員が有志でしたけれども、見せていただいた鳥羽小学校での台湾の小学校との交流と

いったイメージを広げるという認識でよかったですか。 

○木下順一委員長 中村主査。 

○中村主査 学校教育課、中村です。よろしくお願いします。 

  今年度鳥羽小学校で３回行ったオンライン交流を来年度３校に増やして、安楽島小学校、加茂小学校、鳥羽

小学校で年間３回行うイメージです。 

  以上です。 



－79－ 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 見せていただいて、それぞれ両方の子供たちが英語が母国語でない状態、こちらは日本語やし、

向こうは中国語になるのかな、の中で、でも英語をツールとして使って、必死にものを伝えようとしているあ

の姿って物すごいいい学びやなと思ったんです。恐らく教育長が校長をしていただいているときに始めていた

だいた事業じゃないのかなと思うんですけれども、これは本当に伸ばしていっていただきたいなと。その場に

立たせていただいて非常に感じたところで、令和８年度に関しては三つで、鳥羽小、安楽小、加茂小、もう一

つ行って弘道小と言うてほしかったなという思いがあるんですけれども、いろいろそれぞれの事情等々あるの

かなとは思うんで、時間とか予算とか人手とか、いろんなものが許すんであれば、順次広げていける、全校で

受けていけるような体制をもしよかったら取っていただきたいな。本当にすばらしい取組であったと私は感じ

てます。今までちょっと、嫌ごとばかり私、言うておりますんで、ここは非常に評価をしておるところですも

ので、伸ばしていただきたいなと思います。教育長、いかがでしょうか。 

○木下順一委員長 教育長。 

○岩本教育長 ７年度は鳥羽小学校をモデルとして実施をさせていただきました。８年度は、今申したように加

茂小学校と安楽島小学校を含め、各校学期に１回、計３回の実施をさせていただきます。９年度については、

残り弘道小学校も含め、離島校等を実施をしていきたいと思っておりますが、少人数でございますので、どの

ような形で実施するかというのをこの１年かけて、三重大学の先生とも相談しながら鳥羽市全体で取り組んで

いける事業となるよう進めていきたいというふうに考えております。 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 私、この点はよくて、次の外国語のＡＬＴのこともいきたいんですが、そのまま続けていいで

すか。 

○木下順一委員長 今の部分で関連ございますか。 

  倉田委員。 

○倉田正義委員 間に入ります。小学校での台湾国際交流事業、これは拡大したということは、本当に瀬﨑委員

と同様にすてきな取組がさらに広がったこと、すごくうれしいなと思ってます。小学校でこういった取組が広

がっていく中、以前にもお話しさせてもらった中で、英語の学習についてはインプットの部分とアウトプット

の部分の調和があって、両輪となって語学の習得があるというところ、関心や英語力の向上もそこにつながる

というところで、義務教育における中学校の段階でのこういったアウトプットの部分はなかなか弱いなという

ふうに教育委員会の事業としてもちょっと弱いんじゃないかなというところを感じてます。中学校の現状も自

分も分かっておる状態なんですが、なかなかそういったものを取り入れにくい実態もあるのかなと思うんです

が、そのあたりについて、中学校の今後のこういったアウトプットの取り入れというところについては見通し

とかは持てるんでしょうか、ここのあたりありましたら教えてください。 

○木下順一委員長 中村主査。 

○中村主査 中学校に関しては今年度ＡＬＴ業務委託をしている業者に依頼をして、契約の中に入っているんで

すけれども、答志中学校がグアムの生徒とオンライン交流を行いました。３年生が一度して、今月、この後な

んですけれども、１、２年生が交流をします。来年度中央中でその取組を引き続き行う予定をしています。 
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○木下順一委員長 倉田委員。 

○倉田正義委員 書いてないことがすぽっと出てきてうれしい気持ちです。各学校へまた広げられるようなとこ

ろがあればぜひともお願いしたいと思います。 

  加えて、大型客船の寄港時のガイド、今年度２回秋にイングリッシュデーで弘道小が風で潰れて、先週も鳥

羽小はできなかったということですごく残念に思ってます。何か季節的なものも随分あるのかなと思いますの

で、この辺の子供たち、すごく準備をして、これに向かって熱い思いを持って臨んでますので、ぜひともここ

を実行できるようなアドバイスなり、各学校との調整をよろしくお願いしたいなと思います。希望です、最後

は。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

  なければ、瀬﨑伸一委員。 

○瀬﨑伸一委員 ありがとうございます。 

  外国人英語指導業務についてお伺いをいたします。 

  ＡＬＴ３名派遣、これまでしばらく続いている形かなと思うんですけれども、私が自分の一般質問をしたと

きには、実は２名体制でそれを３人に増やそうとしているところでの質問でして、できれば幼稚園も行くんで

あれば保育所も行ってくださいよといったようなことを申し上げたことが記憶に新しいところなんですけれど

も、今回、健康福祉のほうでいわゆる英語に触れるということで、ネイティブに限らずといった予算がついた

と思うんですけれども、たまたま１校中学校が統合されるということで、３人体制で回していた校数が１校減

るということは若干時間に余裕って出るんじゃないのかなと思うところがあって、ぜひ健康福祉の保育所の子

供たちに英語に触れる機会というのにコミットをこのＡＬＴがしていくということはできないのかなという、

素朴な思いがありまして、別々に事業を打たれているので、別にそれぞれがやればいいじゃんということにな

るのは分かるんですけれども、ぜひ連携を取れないものかなと思うんですけれども、そこはなかなか難しいと

ころですか。誰にお答えいただくかな、教育長かな。 

○木下順一委員長 教育長。 

○岩本教育長 教育委員会で雇用しているＡＬＴにつきましては、授業の中で取り組む内容となっておりますの

で、学校数が１校減りますけれども、減った中でもより各学校の中で重要に活動していただきたいというふう

に思っておりますし、私もふだんから申し上げているんですが、英語の授業だけではなくて、例えば小学校で

あれば休み時間であるとか、体育の時間に英語を使ってバスケットボールを一緒にやるとか、そういうような

幅広い活動をしてもらったり、休み時間に英語の絵本を読んでもらったり、様々な活動はまだまだできるんで

はないかなというふうに思っておりますので、そういったことを考えると、瀬﨑委員言われるように、保育所

等へ広げていくことは私も一方では必要なことだと思っておりますが、今回のこの予算の中で取り組むことは

若干難しいのかなと思いますので、改めて必要性を感じながら、必要なところで必要な予算をつけていくこと

が必要ではないかというふうに感じています。 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 結構無理押しな話をしまして申し訳ないなと思うんですけれども、保育所でも実は急にネイテ
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ィブの外国人の先生が来てくれたというのを保育士の方々が受け入れるというのも結構大変なことなのと違う

んかなという、そういった事情もあるのは重々分かった上で話はさせていただいとるつもりです。 

  今、ＡＬＴとして入っていただいている３名、いろいろ１年に１回なのか、半年に１回、結構いろんなスパ

ンで変わっていっているなと思うんですけれども、我が子たちが触れた感想をいろいろ聞いてますと、やっぱ

り非常に子供に接することを積極的にやっていただいているなという印象がありまして、ただ単に先生と生徒

で教えてもろとる、ただ聞いているだけじゃなくて、やっぱりコミュニケーションを取るということをちゃん

と理解をしていただいた方が来ていただいている、すばらしいやり方をしてもらっているなと思うので、であ

るならば、もっと低年齢の小さい子たちにもそれに触れてほしいなという本当に思いがありますもので、ぜひ

やり方等々また恐らく連携も取られることもあろうかと思うので、上手にやっていっていただければなと思い

ます。向こうの予算は十何万円しかつけてないようなところなので、なかなかかゆいところまで手が届くとい

うのは難しいと思うので、ぜひ協力してやっていただけないかなと、これはお願いです。よろしくお願いいた

します。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

（「ほかでいいの」の声あり） 

○木下順一委員長 ほか、ちょっとお待ちくださいね。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 委員長、１６４ページオーケーでしたっけ。 

○木下順一委員長 はい、オーケーです。 

○戸上 健委員 上段の就学援助事業についてお聞きします。 

  １６６ページの中学校の就学援助事業と併せてお聞きします。鳥羽市の就学援助事業は、生活保護世帯の

１.５倍の基準で全国トップレベルです。生活苦、物価高で特に子育て世代は大変な状況になっております。

頼みの綱がこの就学援助事業です。扶助費を拝見しますと、昨年より小学校、中学校合わせて合計ですけれど

も、１６万円減っております。減っておるけれども、教育委員会としては状況を見てこの予算を計上なさった

というふうに思います。新学期に当たって、全ての家庭に、保護者に生活が苦しくてもどの子も学校で学べま

すよと、そのためのこういう制度がありますよという周知が特に今年は求められているというふうに思います。

教育委員会としては特に強化するという方向がありますでしょうか、それとも従来どおり新学期、各家庭にチ

ラシを配られますけれども、そういう形でしますでしょうか、教えてください。 

○木下順一委員長 学校教育課長。 

○小林学校教育課長 今のところ、従来どおりでいこうと考えてはおります。 

  以上です。 

○戸上 健委員 オーケーです。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

（「違う所でいいですか」の声あり） 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 １６３ページ、小学校ＩＣＴ教育推進、これ有害等の閲覧のやっぱりセキュリティーの対策と
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なっているんですけれども、生涯学習のほうではｅスポーツとか、あんなものを今まで推進してきたのに、こ

れを閲覧のセキュリティーの対策となってくると、どうです。子供らの自由というか、いろいろな場面で小学

校はそれなりの親を含むやっぱり正しい使い方の教育が必要であって、いろいろな国ではもうこれ規制してま

す。同じようなことを日本もしようとしとるんかなと思うんですけれども、うちも有害サイトの閲覧を規制す

る。そんなものはもう本来使うようになったら当たり前のような教育ってやっぱりできないものですか。規制

せなやっぱり見ちゃうわけですか、子供らは。 

○木下順一委員長 学校教育課長。 

○小林学校教育課長 委員おっしゃるとおり、教育をして、有害サイトとか、闇サイトとかにアクセスしないと

いうのが理想ではあると思うんですけれども、教育をしても限界は迎えてくるとは思うので、そのごく一部分

でも抜け道を探していってしまうといけませんので、もう全ての子供たちの安全を担保するためにもこういう

ようなことは低年齢層では必要かと思っております。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 これ中学校も一緒ですよね。一緒になってくるもんで、倫理的にはやっぱり規制するのがいい

のか。ただ、先ほど言うたように、生涯学習のほうのスポーツなんかではｅスポーツはもう世界競技になって

しまったという、そのｅスポーツをやることによって、放っておいてもＳＮＳやＡＩ使ったりとか、勝手に要

らんサイトに入っていくという部分も、もう何かすごいジレンマがありまして、世界スポーツに今なっとるわ

けですから、ｅスポーツなんかは。これも世界もう２億人超えとるような子供らの競技が始まっとるわけです

よね。これを規制していくことによって、そこまで規制していかざるを得へんのじゃないかなと。許されると

ところと許されへんところがやっぱりかなり明確に出てきてますものでね。いや、学校で使うものに関しても

一緒なんですよ。その学校で使うものに対してのこの規制というものは明確にできるんですか。 

○木下順一委員長 学校教育課長。 

○小林学校教育課長 義務教育の期間はやはりこういうことは教育委員会としては必要な措置だと考えておりま

す。高校に行けば、また部活動とかでもｅスポーツの部活動があったりとかしますので、そこはまた別なのか

なとは感じるところはあります。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 一応ＩＣＴの教育の一環の中やもんで、ｅスポーツもＩＣＴ教育の一環なんですよね、あれ。

そこが何か平等で公平ではないんかなと。するべきやと思うとるんですよ。やっぱり変なサイトに入ってしま

うと知らん間に何十万も請求来るというのはもう確かにありますから。ただ、そこら辺の色分けがちょっと難

しいんかなと思ってます。使い方次第ではプラスになるし、そこら辺はちゃんと規制したいというのはよく分

かりますけれども、今後いろいろな形でＩＴ自体が進化していくことによって、これはもう気づくんじゃない

かなと思ってますので、よろしくお願いしたいと。 

  中学校も一緒なんです。倫理的なやっぱり問題やと思っています。そやけど、ｅスポーツをやることによっ

て、倫理から何もかも習得していくわけですよね。あれを小中学校で推進しとるのに、ｅスポーツのサイトに

入って物事をせいというような学校は増えてます。それは倫理観とか、いろいろな社会の中身まで全部きれい

にＩＣＴの教育の一環としてさせとるわけですから、すごい難しいところやと思うんですけれども、これはも
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う本当に使う人の倫理とあれやと思うんですけれども、今後はまたこれをすることによって弊害が出へんよう

にひとつよろしくお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、生涯学習課の審査に入る前に、説明員交代のため暫時休憩しま

す。 

（午後 ３時５０分 休憩） 

─────────────── 

（午後 ３時５６分 再開） 

○木下順一委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  それでは、生涯学習課の当初予算を審査します。 

  説明資料は１６７ページから１７５ページまでとなります。 

  担当課の説明を求めます。 

  生涯学習課長。 

○中村生涯学習課長 生涯学習課、中村です。よろしくお願いいたします。 

  まず、予算編成に当たり苦心した点、工夫した点につきましては、施設や文化財の保存と活用を着実に進め

ることに配慮しました。また、中学校部活動の地域展開支援や地域団体との連携による文化活動の振興など、

地域の実情に応じた予算を計上させていただきました。 

  それでは、各事業について説明させていただきます。 

  説明資料１６７ページをお願いします。 

  社会教育関係団体育成事業につきまして、予算額２１１万３,０００円を計上しております。社会教育団体

に対する補助金を支出し、地域に根差した活動を支援するとともに、文化活動を行う事業に対して文化活動奨

励事業補助金を交付することにより、地域文化の振興を図ります。拡充事業としまして、令和８年度は平成

８年に安楽島町で発見された鳥羽竜の化石が３０周年を迎える節目の年に当たります。これまで化石発見現場

における団体受入れや調査研究等を担い、研究活動及び観光振興に寄与してきた鳥羽恐竜研究振興会に対し、

記念事業に係る経費として２０万円を増額し、支援をいたします。記念事業では、恐竜研究者による講演会の

開催や、これまでに発見された化石を一堂に紹介する展示会等の実施を予定しており、本市の貴重な地域支援

の活用を図ってまいります。 

  続きまして、説明資料１６８ページをお願いします。 

  図書館運営事業につきまして５,７２１万４,０００円を計上しております。拡充分としまして、市立図書館

の照明等整備工事９１８万５,０００円を計上しています。令和９年末をもって製造中止となる蛍光管を使用

している照明器具を環境負荷の少ないＬＥＤ照明へ更新いたします。主な財源は、図書館施設整備事業債

９１０万円となります。また、図書館清掃業務につきまして、債務負担行為を設定しております。期間は令和

８年度から令和９年度までとし、限度額を１３６万２,０００円としています。 
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  続きまして、説明資料１６９ページをお願いします。 

  コミュニティアリーナ維持管理事業につきまして１,３１９万円を計上しております。拡充事業としまして

は、設計業務委託料９８４万５,０００円を計上しています。答志及び菅島コミュニティアリーナは、指定避

難場所としての役割を有しており、加えて日常的には隣接する小学校の利用もあることから、利用環境の向上

及び避難所機能の強化を目的として、空調設備、断熱化工事を実施するための設計業務を行います。主な財源

は、コミュニティアリーナ整備事業債９８０万円となります。 

  続きまして、説明資料１７０ページをお願いします。 

  文化財保存推進事業につきまして９０２万１,０００円を計上しております。拡充事業としましては、旧鳥

羽小学校校舎改修工事設計業務６４９万円、草刈り業務委託料４６万２,０００円を計上しています。旧鳥羽

小学校校舎につきましては、建物の中で最も象徴的な空間である３階講堂を中心とした一般公開を目指し、改

修工事費算出のための設計業務を実施いたします。歴史的価値を踏まえつつ、安全性及び利活用の観点を整理

し、今後の整備につなげてまいります。また、市の史跡である答志町の岩屋山古墳周辺の環境整備につきまし

ては、これまで地元団体に依頼していましたが、継続が困難となったことから、今後は草刈り業務を委託し、

適切な維持管理を行います。主な財源としましては、地域未来交付金３２４万５,０００円、文化財保存推進

事業債３２０万円を計上しております。 

  続きまして、説明資料１７１ページをお願いします。 

  博物館運営事業につきまして４,４８９万２,０００円を計上しております。拡充事業としまして、海の博物

館外壁改修工事３,１２３万３,０００円となります。提出させていただきました生涯学習課資料１ページをお

願いします。 

  こちらは展示棟Ａと展示棟Ｂの現在の状況になります。展示棟では外壁の塗装が古くなり、傷みが目立つ状

況です。また、雨どいについても腐食により穴があくなど劣化がかなり進んでおります。このため建物の劣化

を防ぎ、施設を適切に保全するとともに、来館者の安全確保を図るため外壁改修工事を行うものです。また、

機器更新業務として１４０万３,０００円を計上しております。これは展示棟内に設置されている海女シルエ

ットのデジタルサイネージ機器更新に係る費用です。博物館の入り口、受付周辺に設置している機器になりま

して、海女が潜る動画を流していますが、故障で今は再生できなくなっております。動画は来館者の関心を引

き、展示内容への理解を深める重要なものと考えております。 

  また、海の博物館指定管理業務委託料につきましては１,１０５万５,０００円を計上するとともに、債務負

担行為を設定しております。期間は令和９年度から令和１２年度までとし、限度額を４,９７４万９,０００円

としています。主な財源としましては、ふるさと創生基金繰入金１,３０３万円、博物館整備事業債

３,１２０万円となっております。 

  続きまして、説明資料１７２ページをお願いします。 

  生涯スポーツ振興事業につきまして１,２３９万３,０００円を計上しております。拡充事業としましては、

中学校部活動地域展開補助金として４８４万８,０００円を計上しています。 

  こちらも生涯学習課資料２ページをご覧ください。 

  鳥羽市では令和４年度から部活動の在り方について検討を始め、学校や地域団体など関係者の皆様と協議を
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重ねながら準備を進めてきました。子供たちが安心して活動できる環境を確保するため、スムーズな地域展開

ができるように、令和７年１０月からは調整期間を設けまして、中学校の部活動に地域クラブの指導者が加わ

り、合同練習などを実施しております。令和８年４月からは準備の整った競技において、平日は従来どおり学

校の部活動で練習し、休日の部活動は地域クラブでの活動を実施していく方針となりました。地域展開を実施

する競技は、軟式野球、剣道、バスケットボール、バドミントンの４競技となります。補助費用の内訳として

は、地域クラブ指導者への報償、屋内での活動に伴う空調使用料などになります。子供たちの活動の充実につ

なげていくため、継続的な活動の支援を実施していきます。また、ほかの競技につきましても、学校や地域ク

ラブとの協議を進めていく予定としております。スタートすることで新たな課題も出てくる可能性はあります

が、子供たちにとってよりよい環境を整える取組となるよう丁寧に進めていきたいと考えております。 

  続きまして説明資料１７３ページをお願いします。 

  運動施設管理運営事業につきまして７,５８４万９,０００円を計上しております。拡充分としましては、武

道館に係る費用として５９０万７,０００円を計上しています。武道館では雨漏りが発生していることから、

漏水原因を特定するための調査を行い、調査結果に基づいて必要な対策工事を実施します。また、動力トラン

スの取替え修繕も行います。これはＰＣＢを含む機器であるため、安全確保と適正管理を目的として行うもの

です。 

  次に、市民体育館サブアリーナについて、舞台照明機器更新費用２,７７２万円を計上しています。舞台照

明については７年度にサスペンションライト、ロアーホリゾンライトを更新しました。８年度におきましても、

旧市民文化会館にて使用していた照明器具について、利用者が安心かつ安全に施設を利用できる環境を整える

とともに、省エネルギー化や維持管理コストの削減を図るため、ＬＥＤ照明に更新し、また不足している照明

を設置する予定です。主な財源は、ふるさと創生基金繰入金２,９５４万４,０００円、運動施設整備事業債

４００万円を計上しています。施設の安全性と利便性を高め、地域のスポーツ、文化活動や市民サービスの向

上を目指してまいります。 

  続きまして、継続事業になりますが、１７４ページの下段をお願いします。 

  文化財収蔵展示施設運営管理費につきまして４８０万円を計上しております。こちらは鳥羽大庄屋かどやに

係る指定管理業務として、昨年より約１００万円増加をしております。主な増加要因といたしましては、人件

費の増加に加え、電気料金等の光熱費の上昇によるものでございます。また、債務負担行為を設定しておりま

す。期間は令和９年度から令和１２年度までとし、限度額を４,９７４万９,０００円としています。 

  説明は以上となります。ご審議のほどよろしくお願いいたします。 

○木下順一委員長 説明は終わりました。 

  生涯学習課の予算についてご質疑はございませんか。 

  五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 一番最初の１６８ページです。図書館運営事業について伺います。 

  １２月の補正で寄附金１００万円があったと思うんですけれども、これは今回入ってなくて補正で組まれる

ということでよろしいでしょうか。 

○木下順一委員長 生涯学習課長。 
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○中村生涯学習課長 補正で上げさせていただいた分につきましては積立金になりまして、８年度につきまして

は全部使うのではなくて、今回は２０万円を備品のほうで使わせていただく予定としております。 

○木下順一委員長 五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 ちなみにどういった備品を買われるのか教えてください。 

○木下順一委員長 清水副館長。 

○清水副館長 主に郷土資料とか、あと大活字本と言われます結構大きい本ですね、そういったものを使うのと、

あと外国語の本も購入する予定をしております。 

○木下順一委員長 五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 ありがとうございます。 

  寄附で頂いたもので、図書館の充実を願ってのことだと思いますので、そういうふうに今後も使っていって

いただきますようお願いしますが、これちなみに今年度２０万円使ったということは、大体毎年２０万円ずつ

で５年間ぐらいかけて使うということでいいでしょうか。 

○木下順一委員長 生涯学習課長。 

○中村生涯学習課長 はい、その予定をしております。 

○五十嵐ちひろ委員 オーケーです。 

○木下順一委員長 関連はございますか。別なところでも。 

  関連、瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 本当に大したことじゃないです。申し訳ない。すみません、一般財源の図書館の運営事業の表

の一般財源のところが数字になってないので、教えていただけないですか。 

○木下順一委員長 清水副館長。 

○清水副館長 どうも資料がこのようになって申し訳ございませんでした。４４５１３が正しいです。 

  以上です。 

○瀬﨑伸一委員 ありがとうございます。 

○木下順一委員長 ほかにございませんか。違うところで結構ですよ。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 １６７ページのごめんなさい、社会教育関係団体の育成事業で、今回、鳥羽竜の鳥羽恐竜研究

振興会に２０万円増額して、講演会や化石等をやっていただくということです。これは３０年迎えて、今、本

当に少しずつですけれども、いろんな恐竜の発掘された現場でいろいろ活動されてますけれども、これ当時は

すごく大きな騒ぎになった記憶があるんです。私もたしか文化会館のほうに骨が置いてあったものを見たよう

な気がして、それ以来、レプリカ、今どこにあるのかなと思っとったら、今はもう三重県総合博物館のところ

に常設されていると思うんですけれども、今回この３０周年の記念事業で展示というのは、どこかでやられる

んでしょうか。これ持ってこないんですか。どういうような感じで、どこでやるんかな。 

○木下順一委員長 生涯学習課長。 

○中村生涯学習課長 ちょっとまだ場所等は決定はしていませんけれども、その今、三重の博物館にあるもの自

体はそのままちょっと借りれるかどうかというところは難しいところはあると思いますので、いろんな展示に
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ついてはいろいろと考えながらさせていただきたいと思っております。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 これ、ある意味チャンスやと思いますので、しっかりとこの展示も含めて、まずは市民に広く

知ってもらうというのと、これをきっかけに、いろんな外国人もこういうことは好きですので、世界中に発信

していただきたいなと思いますので、しっかり取り組んでいただきたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（発言する声なし） 

○木下順一委員長 なければ、ほかのところで構いませんので、ご質疑。 

  戸上委員。 

○戸上 健委員 １７０ページ、文化財保存推進事業についてお聞きします。 

  鳥羽市は歴史まちづくり計画はございますか。 

○木下順一委員長 生涯学習課長。 

○中村生涯学習課長 現在はありません。 

○木下順一委員長 戸上委員。 

○戸上 健委員 これ、なぜお聞きしたかというと、国土交通省は２０２６年に歴史まちづくり計画をつくる市

町村に対して特別支援を実施すると。その内容は、この補助金の対象がこれまで建物の外観補修には使えるけ

れども、内装の改修には使えない、用途が限定されとったんです。それで、旧鳥羽小の改修も市長の議会での

答弁によると、国の支援金、補助金、交付金、これについていろいろ研究しとるけれども、なかなか難しいと

いうようなことを言うておりました。それで、この歴史まちづくり計画を策定すれば、新たに建物全体の改修

や道路を改修して、石畳を敷くといったインフラ整備にも適用しますと。補助率は経費の２分の１と。ですか

ら、九鬼水軍博物館の建設について提案しましたけれども、その施設費の改修というのが今回この歴史まちづ

くり計画を策定すれば２分の１補助になるということです。ですので、まだつくってないということですけれ

ども、ぜひこれ国土交通省の今回の予算を研究していただいて、鳥羽市として生かせるものであれば、大いに

生かしていただきたいというふうに思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。ほかの事業でも構いません。 

  倉田委員。 

○倉田正義委員 お願いします。 

  １７２ページ、生涯スポーツ振興事業についてお伺いします。 

  その中の部活動地域展開、これについて確認させてください。前々からこの準備に関わって、指導者の確保

が大変厳しい中で、それと市内広域にわたる調整ということで、大変な苦労があったことかと思います。よう

やく来年から実施に向けて進んでいくということで期待はしているところです。課長のほうからも説明の中で

新たな課題も出てくるかなというようなお話がありましたが、私、これから地域の一人として指導に当たる関

係者と懇談する機会とかがいろいろありまして、教育事情にも大変詳しい方とお話もさせてもらったんですが、
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一つ心配されていることがあって、学校において特別な支援の必要な子供、配慮の必要な子供、こういった子

供たちが部活動を地域の中で、地域指導者の下で展開していく、教員がいない中で展開していくという中で、

そういった子供たちへの配慮は学校同様にできるのかどうかなという不安を抱いています。適切な情報共有が

できるのかとか、指導者同士が必要な守秘義務をちゃんと守っていけるのかどうかとか、適切な指導ができる

かとか、学校、保護者、子供との適切な関係を築いていけるのかどうかとか、いろいろ不安は数多いみたいで

す。実技指導だけに限らず、こういった部分も中学校教育については必要なところ、大事にしなきゃいかんと

ころかなと。どの子も伸び伸びと活動できる地域展開であってほしいなと思うんですが、このあたりの視点と

か、今後対策とか、ある程度考えられとるところはありますでしょうか、お願いします。 

○木下順一委員長 生涯学習課長。 

○中村生涯学習課長 やはり指導者が変わるというところで、保護者も生徒の皆さんも不安なところはあると思

うんですけれども、今回始めさせていただく４競技につきましては、今、平日でしていただいている部活動指

導員の方がいまして、その方がどの競技についてもこの休日の部活動の指導者に入ってみえるので、その辺に

ついてはちょっと安心はしているところではありますが、また今後いろんな問題も出てくるかと思いますので、

教育委員会も連携を取りながら見守っていきたいと思っております。 

○木下順一委員長 倉田委員。 

○倉田正義委員 ありがとうございます。 

  現在も関わってくださっている方が指導に当たるということで、少し安心の部分もありますが、土日につい

ては、休日については教員が全くつかないという状況にもなってきますので、多少環境も変わるのかなと思い

ますので、またこの状況をちょっと把握しながら、その辺適切に早期の対応をどうぞよろしくお願いしたいと

思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 関連ございますか。 

（発言する声なし） 

○木下順一委員長 関連ないようですので、尾﨑委員、ページ数どうぞ、言うてください。 

○尾﨑 幹委員 すみません、１７１の博物館、これもう３年間で１億円ほど投資して、外壁の改修がＡ、Ｂが

終わるわけですよね。このＡ、Ｂの外壁の仕方というのは、ここにも書いてあるように、中に置いてあるもの

はやっぱり無形文化財になっとると。これ、内藤さんが造ったときに、この建物自体は何を取ったんやった。

あれ出てきへんかな。 

（「グッドデザイン」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 グッドデザイン賞もろたんですね。だから、その外壁に対してどういう材料で、同じものを使

っとるんですか。 

○木下順一委員長 生涯学習課長。 

○中村生涯学習課長 やはり委員おっしゃるように、内藤廣氏の設計の建物ということで、建築的価値が高くて、

その魅力に引かれて来られる方も多いというところから、一般的な建物より丁寧な耐久性のある施工を求めて

いく予定をしております。 
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○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 やっぱそのグッドデザイン賞という、建物のやっぱり外壁から形やで、それをやっぱり守って

やってほしいなと思ってまして、そこら辺言うても高価なものになっていったら、またできへんことになって

いくもんで、ちょっとそこもジレンマなんですけれども、なるべく価値のあるような建物ですから、価値のあ

るような改修工事にしてもらえればええと思いますので、よろしくお願いしたいと思います。これはもう要望

で、次いっていいですか。 

○木下順一委員長 ちょっとお待ちください。 

  博物館運営事業で関連はございますか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ないようですので、尾﨑委員どうぞ。 

○尾﨑 幹委員 生涯スポーツ、これ先ほども僕、言わせてもろたんやけれども、ｅスポーツ、もう次のオリン

ピックの競技の一つになるんじゃないかと、もう今議論されてまして、公立中学校では部活動でｅスポーツを

やられとるところはやっぱり増えてます。鳥羽市としてどうですか。やっぱりこういうｅスポーツをどこまで、

先ほども言わせてもろたんやけれども、やっぱり倫理から教育の内容まで踏み込んだゲームやと思ってます。

これを使って、やっぱり子供の社会に出たときの内容まで勉強できるようなものやと思ってますので、こうい

うやっぱり部活動がもしかあれば、やっぱり入っていく人はようけおると思うんです。中学校では部活動でや

られとるところはやっぱり増えてますから、そういう感覚というか、ｅスポーツについて教育委員会で話し合

われたことはないんですか、生涯学習で。 

○木下順一委員長 生涯学習課長。 

○中村生涯学習課長 今年度についてはｅスポーツについてちょっと話はしておりません。ただ、やはりｅスポ

ーツ以外でも、部活動以外のスポーツであったり、文化活動について体験されたい生徒さんも見えると思いま

すので、ずっとではないですけれども、定期的に何回かそういう講座とかをできていければと考えております。 

○尾﨑 幹委員 よろしくお願いします。できるだけ子供たちのニーズに合うたやっぱり教育、生涯学習として

の取組をお願いしたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 他にございませんか。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 １７３ページ、運動施設管理運営事業において２点お伺いをさせてください。 

  まずはサブアリーナのほうの舞台照明器具の更新ということで、文化会館で使っていた照明を使えるから持

っていくというようなやり方も取られるというふうに書いていただいているんですけれども、照明だったのか、

音響だったのか、ちょっとごめんなさい、定かじゃないんですけれども、サブアリーナを造ったときに同じよ

うに文化会館で使っていらっしゃったものを持っていって、すぐに不具合が出て、新しいのを買わなくてはい

けなくなったというような経緯があったように私は理解をしとるんですけれども、そんなことはないんですか

ね。いや、せっかくお金をかけられるなら新品入れたらいいんじゃないのかなと思うんですけれども、何か特

殊なものだから、あまりないとかそういうわけでもないんかなと思うんですが、わざわざこうされた理由は何
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かあるんですかね。 

○木下順一委員長 生涯学習課長。 

○中村生涯学習課長 すみません、私の説明が、旧市民文化会館のライトを今使っている分について、来年度、

８年度にかけて更新を…… 

（「変えていくという」の声あり） 

○瀬﨑伸一委員 私が言うとるのは更新するという。 

○中村生涯学習課長 そうです。 

○瀬﨑伸一委員 はい、分かりました。 

（「関連」の声あり） 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 僕は武道館のほうで、これ半世紀たってくるんですね。日本船舶振興会の笹川良一さんが来て、

鳥羽でやっぱり剣道の指導する場所がないということで造ったんですね。これ、やっぱりもうずっとぼろぼろ

です。これを建て替える議論はないんですか。 

○木下順一委員長 生涯学習課長。 

○中村生涯学習課長 やはり５４年の建設の施設ということで、老朽化が進んでいることを認識しておる中では

ありますが、今のところは建て替えまでは議論は至っておりません。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 武道ですから、やっぱり文科省、教育の中でもやっぱり武道のあれ、何教育と言うんでしたか。

うち剣道と柔道か何かしましたやんか。何事業と言うんでしたか。うちも取り入れて…… 

（「中学校で」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 中学校の部外事業の一つで、出てきへん。柔道使いましたやんか。柔道と剣道どっちか。 

（「中学校でやっている」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 それを議論して、通しとるよって、あったんです。やっぱり武道というのは剣道にしろ、柔道

にしろ、それともう一つ何か、やっぱり人の心をつくると言われとるもので、やっぱり大事ということで、保

護されとるというか、これがやっぱり徐々に消えつつあると。その武道をする場所自体がもうこういう状況に

なってきとる。本当に足に刺さるときもあると聞いてますので、本当にこれを維持するならば、もう建て替え

の議論していただきたいと思ってます。それがサブアリーナに変えますと言うなら、それもまた一つですけれ

ども、これを維持しようと思うと、年々もう本当に確かに大変なお金がかかってくると思います。そやで早め

にどうするかは議論していただきたく、やっぱり日本の武道を守るならば、こういう施設は必要と思っていま

す。 

  以上です。 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 大体よく似たところへいってしまうんですけれども、もう本当に老朽化が進んでいるというの

の最たるもの、雨漏りというのが畳の上に雨漏りしているのがすごくたちが悪いなと思うんです。究極は建て

替えの議論をしてくださいと、その計画を立てていってくださいという結論に私も持っていこうとは思ったん
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ですけれども、まずは取りあえずは使えるようにしていただくことが大事かなと思う中で、４月のこの段階で

の予算を承認となった場合の動きとして、６月とかの出水期が待っている中で、出水期になれば雨降ったらま

た漏るよねというところで、早急に本当に動きを取っていただきたいなと思うんですけれども、そのような動

きの取れるような体制はあるものですか。 

○木下順一委員長 生涯学習課長。 

○中村生涯学習課長 予算を承認していただいたら、当初にまず調査をさせていただいて、その後、すぐに工事

等ができるように準備を進めていきたいと思っております。 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 ぜひ早くせっかくお金を使うんであれば、雨の降らないときにやっても分からないというとこ

ろになると思うんで、やっていただきたいなと思うのと、もちろん先ほど尾﨑委員もおっしゃられていたよう

に、集約すべきは集約すべきというところも視点に置きつつ、かつ大切な武道を守る施設であるという視点も

置きつつ、いろんなところを比較考慮しながら、前を向いた考え方を持って進めていっていただきたいなと思

います。ぜひよろしくお願いいたします。 

（「道徳教育」の声あり） 

○木下順一委員長 このあたりは公共施設等総合管理計画のほうで進めていこうとしておるんで、その辺はよろ

しくお願いしたいと思います。 

  他にございませんか。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 ご質疑もないようですので、これで本日の審査を終了します。 

  引き続き本日の振り返りを行いますので、執行部の皆さんは退席をお願いいたします。 

  暫時休憩します。 

（午後 ４時３１分 休憩） 

─────────────── 

（午後 ４時３９分 再開） 

○木下順一委員長 休憩前に引き続き会議を再開します。 

  本日の振り返りの前に、先ほど生涯学習課長のほうから発言の訂正の申出がありましたので、これを許可し

ます。 

  生涯学習課長。 

○中村生涯学習課長 すみません、先ほどの生涯学習課の説明の中で、中事業名、文化財収蔵展示施設運営管理

費の鳥羽大庄屋かどや指定管理業務につきまして、債務負担行為の限度額の金額が間違っておりましたので、

２,１６０万円を限度額としております。訂正しておわび申し上げます。 

○木下順一委員長 はい、分かりました。速やかに退席をお願いします。 

  それでは、本日の振り返りを行いたいと思います。 

  委員の皆さんで委員長報告等に取り上げたい事業等ございませんか。 

  まずは観光商工課について。 
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  濱口委員。 

○濱口正久委員 今回、この１２２ページの観光施設維持管理事業の中の観光施設美観整備事業ですか、これ

３,０００万円。これが財源もきちんと観光まちづくり、宿泊税を財源にして、しっかりと目的、これを使う

ときにも聞き取りをして、こういうふうな制度設計にしたということは、非常に今後これがどんどん継続して

いけば、鳥羽のまちも大いに変わるんじゃないかなということですごい期待してます。本当に中小も含めて宿

泊施設の民宿とかも含めて、こういうものが活用されていけば大きく変わっていくんじゃないかなと思います

ので、これは非常に評価したいなと僕は思っております。 

○木下順一委員長 美観整備することによってね。 

○濱口正久委員 財源も含めて、使うときに２００万円、これですね、３００万円の中で５０万円本人が負担で、

２００万円までやったら１０分の１０、２００万円超えれば、負担が５０万円で３００万円になるという、本

当すごいいい使い方だなと思いますので、大いに期待しております。 

○木下順一委員長 この件に関してほかの委員さん、いかがでしょうか。 

  世古安秀委員。 

○世古安秀委員 私もその場所で言いましたけれども、やっぱり非常に宿泊施設の改修ということで、美観、ど

んどんともう老朽が進んで、見た目にもちょっとよくないというふうなところが増えてきてますので、そうい

う人たちが少しでもこの補助金を使ってきれいにするということは、観光客にとってみても十分に景観的にも

よくなるんかなというところで、それと、この事業がやっぱり宿泊税を使ってできる。そういう恩恵を宿泊業

者の方が、事業者が受けられるという点ではすごくいい事業かなということで、私はよくできた事業かなとい

うふうに評価をしたいと思います。 

  以上です。 

○木下順一委員長 町並みが統一されていくというか、景観条例の中で色なんかが指定されとって、なかなか思

いのいくような色にならんので、統一されていくようには思うんですけれども。 

（「ちょっといいですか」の声あり） 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 今回、観光まちづくり基金というものがあらゆるところで使われとったんですけれども、観光

課の資料で質問するのか、農水や福祉や建設で使われとる部分がようけあって、やっぱり観光課に聞いて、ど

ういう趣旨で物事に進んだのかというのは聞けないんですか。 

○木下順一委員長 聞けない。 

○尾﨑 幹委員 農水やったら海水浴場ね、離島の。もちろん二つとも聞いた。だけど、どこかに集約するべき

ちゃうかなと思ってね。観光課でも上がっとるし、それで、もちろん農水の離島海水浴場附帯工事と言うてく

るのは農水でも上がっとるし、どちらか、僕は両方で聞いたんやけれども、途中でやっぱりこれは農水やとい

う話が出てきたわけですよね。観光予算というか、観光の繰入金の基本として上がっとるんです、こうやって。

やっぱりこれ観光の資料やで見たら、やっぱり質問するよね。 

○木下順一委員長 今回、観光商工課長の説明では、初めてやったもので、何か一覧で全部載せたというような

説明もあったんで、次回からは…… 
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（「資料の３に」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 そうそう、もうこれを見てちょっと質問してしもうたもので、そこら辺はもうちょっと精査す

るべきちゃうかなと思っとるんやけれども、いかがでしょうかね。 

○木下順一委員長 このあたりは次年度以降直ってくるんじゃないかな。 

○尾﨑 幹委員 直ってくるか。それやったら、もうそれで結構です。 

○濱口正久委員 これって宿泊税のところなので、協会ときちんと話しした中で、多分取りまとめをやっている

んだと思うんですよね。 

○尾﨑 幹委員 それは分かる。ただ、これが観光資料として出てくる限り、観光予算の一部の流れを受けてと

いう感覚で捉えると質問はこっちへいきますよねという話。どっちかでやっぱりしてもらうほうがええかなと

思ってます。 

  以上です。 

（「ほかでもいいですか」の声あり） 

○木下順一委員長 瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 ふるさと納税の推進事業で、それぞれ委員によって様々な感覚があるかなと思ったんですけれ

ども、これはもしかしたら決算の側のほうがいいのかなということになるかも分からないんですけれども、今

回この担当する部署が企画財政課であったところから、商工のある観光商工課に移ったということで、恐らく

寄附額の増額を目指していくのはもちろん一丁目一番地かと思うんですけれども、やはりそことのセット、併

走する形で地場の産業を起こしていく、助けていくというところにやっぱり力を入れていかなくてはいけない

フェーズに来ているのかなというのを皆さんがいろいろやり取りをしているのを聞いていて思ったんです。と

いうことで、そういったところで、その行く末を議会として、委員会としても見守りつつやっていかなくては

いけないというようなニュアンスをやはりどこかで触れておくべきかなとは思うんですけれども、いかがでし

ょうか。 

○木下順一委員長 今、瀬﨑委員のほうからふるさと納税についての意見がありましたが、皆さん聞いておりま

すか。これに対してどうですか。 

  世古雅人委員。 

○世古雅人委員 観光課長自体というか、観光課長の発言の中で、地域の企業というか、地域の活性化とか、そ

ういうところをふるさと納税の額にこだわらず、そこを一番重点に置いていきたいという考えをしていたかな

と思うんで、それ、まさしくそこやなと。金額だけではなく、地域が活性化されたりとか、企業や一般の商店

がどんどん利益が私は必要だという、あの発言がまさしくそっちの方向が重点的なのかなと感じました。 

○木下順一委員長 五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 今、世古雅人副委員長がおっしゃっていた、私もメモ取っていて、課長が市内事業者の力

を上げていくのが金額にとらわれるよりも大事だというふうにおっしゃっていたのが印象的でした。もしかし

たらちょっとずれてしまうのかもしれないんですけれども、私、高浪課長の話を伺っていたときに、こうやっ

て大事な事業が移ってくるから、人員も強化されるものと期待してますというような感じでおっしゃっていて、

当然そこはそうなっていくのかなと期待するんですけれども、何かちょっと不安な感じが見受けられたので、



－94－ 

大事な事業だから、そこら辺はちょっと人事のことに関してどこまで言っていいのか分からないんですけれど

も、当然人もその分増強されるというふうな認識をしたいなと思うんですけれども。 

○木下順一委員長 庁内のほうでもみんな課長会議とか幹部らで相談もされとるやろと思うし、高浪課長自体が

観光課におるとも限らんし、いろいろその辺は執行部のほうでしっかりと考えてもらうべきかなという部分も

あろうかなと思いますけれどもね。 

  議長。 

○河村 孝議長 執行部の報告で１９日に人事異動の内示が出るそうですので、それを見て、またそんなことは

ないとは思いますけれども、ふるさと納税の担当が観光商工課に行ってないということであれば、これは議会

としてしっかり意見していくということが大事じゃないのかなと思います。 

○木下順一委員長 ほかにございませんか。観光課もいろいろとメニューあって。 

  いずれにしても、観光施策を通じて、市内をはじめ、この地域が市内の経済に波及していくようにやっても

らうのがええんかなと思ってますんで。 

○尾﨑 幹委員 ふるさと納税のふるさと創生基金として、今回、各課各部署に振り分けられとるんですけれど

も、それのやっぱりみんな地方創生の一環としてふるさとを上げようという気持ちは分かるんですけれども、

バランスはどこで見たらええんかなと。自分でたたき出して、何課にふるさと創生基金が入っとるかと。教育

はほとんど入っとるような、それも一部やと思うんです。それを見る場所がないもんで、自分でたたき出さな

いかんのかな。一覧表あるの。僕らには届いてませんよね。どれ見て。 

（「予算書４７ページ」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 何の。４７。 

（「金額だけならここに一覧が載ってます」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 ４７。 

○木下順一委員長 この表ね。 

（「あと、そこからどう振っとるかは見ていかなあかん」の声あり） 

○尾﨑 幹委員 分かりました。ありがとうございます。すみません。 

○木下順一委員長 観光よろしいでしょうか。 

（「はい」の声あり） 

○木下順一委員長 では、次、建設課について皆さんで協議したいような案件がありましたでしょうか。建設課

も随分事業費が増えてますんでね。増えた、減ったで言うことでもないんですけれども。 

（「やってみないと分からんていう所もある」の声あり） 

○木下順一委員長 南川委員。 

○南川則之委員 １３２ページの都市公園整備事業で、市長の思いで市民の森を子どもの森と変えていくという

ことで、令和８年度に基本設計業務をやるということで、ちょっと質問を私、させてもらったんですけれども、

市民アンケートを取って、かなりの市民からの要望があって…… 

  都市公園整備事業の中で、市民の森のところを子どもの森とするというところで、かなりの市民アンケート

を取って、担当課はすごい努力をされとるということで、そのアンケートに基づいて、１０６件ぐらい出たと
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いうことで、それをやはり業務委託の中で１年間かけて実施設計に向かうための基本設計を考えるわけですか

ら、そういった市民の声というのは大事なところやと思うんです。今までは行政主導で何でも物をつくってい

って、できたものについてこんなのはいかんとかええとかいう話があったんやけれども、今回、市長がそうい

った形で市民の声を聞くとか、担当課の説明でもあったように、これから学校にも行って子供たちの声も聞く

というようなことがあって、それをまとめるということですので、これは一応重大な案件かなと思いますので、

その辺の進捗と言うんですか、それも注視しながら、議会も見守っていったらどうかなと思いますので、取組

はすばらしいと思いますけれども、その辺のところをちょっと委員長報告のほうに入れておいてもらったらと

思います。 

○木下順一委員長 このアンケートの対象も、小さいお子さんを持った子育て世代の方々にアンケートもされて

おるんで、当然授乳室が欲しいとか、夏やったら熱中症対策をしてほしいとか、水飲み場が欲しいとか、それ

こそトイレの話もあったけれども、それ全てができるかどうかは分かりませんけれども、専門家のプロなんか

がアンケート結果を基によりよい設計をしてくれるものやと期待をしたいところであります。 

  五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 先ほどの委員会のときに、私、質問しなかったんですけれども、さっき南川委員が意見の

聴取をしているのがいいという話しされていたと思うんですけれども、私、以前伺ったら、もう一回アンケー

トを取るというふうにおっしゃっていたんですね。なので、すごくその市民の意見を聞くということに重点を

置かれた事業だなと思うので、そういう姿勢で頑張っていただきたいなと感じています。 

○木下順一委員長 何なら子育て世代代表でアンケートにも答えていただいて。 

○五十嵐ちひろ委員 アンケートはもちろん私はもう答えているんです。答えてますし、周りの人にも答えてく

ださいと言ってありますので。 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 そこのところで、今回、都市公園のところのアンケートの中に７０％が市内で、１４％は伊勢

市というのがあって、近隣の市町からここに来るんやなということもすごくよく分かりましたし、１０％の方

がアンケートの中で障がいを持たれているお母さんも答えているというところがあったんで、非常に丁寧に調

査されているなというのが分かりました。これがどんなものが。それで、要望しているものも、跳ねる、登る、

滑るというものをちゃんと踏まえた上で、どういうものをつくっていくかというのはすごくそういうものがで

きれば、利用者が望んだものができるので、多分いいものができるんであろうなと皆さん言われるように、す

ごくここはいいなと思います、本当に。 

○木下順一委員長 鳥羽ならではの公園を造っていただきたいと思います。 

  ほかにございませんか。 

  坂倉委員。 

○坂倉広子委員 １４１ページの中央公園施設整備事業のろ過機を経年劣化によりということなんですけれども、

私、ずっと現場のほうに市民の方から…… 

○木下順一委員長 マイク。 

○坂倉広子委員 すみません、１４１ページの中央公園施設の整備事業についての水泳プールのろ過機の経年劣
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化によりということで、運営上支障を来していることからということで、もう私はここは全面的にやり替える

ものと思っておりましたが、ろ過ポンプだけの改修ということですごく残念に思っております。現場をとにか

く本当に皆さん見ていただいていると思うんですけれども、すごい濁りと汚れで、何回も落ち葉が落ちたり、

そんなので、ここの三幸さんですか、スタッフの方も網で取って、すごく作業していただいているんですけれ

ども、本当にこのままで今年大丈夫なのかなと思っておりますもので…… 

○木下順一委員長 少しお待ちください。 

  坂倉委員、運営上支障を来しておるんで改修をすると。これ１,０００万円からかけて改修するんで、今回

は改修していただいて様子を見るしかないんかなと。それで、その後、これをやっても駄目ならまた改修とい

う、やり直すとか、そんな話になってくるかと思うんで、今回ここまで１,１００万円からのお金かけて改修

やっていただくんで、ちょっと見守ってあげたいかなと思ってます。 

○坂倉広子委員 また委員長の心に留めておいてください。 

○木下順一委員長 尾﨑委員。 

○尾﨑 幹委員 もう中心市街地に国調を入れていただきたい。もうそうせな、課長も言うとったように、相続

問題まで起こってますので、境界がはっきりせな家族での問題まで起こっとるんです。それで、いろいろな急

傾斜地の問題はもう自分でせいと言うてくるらしくて、測量を。そやで、そういう流れが鳥羽市の国調の入り

方、進捗状況は高いんです。それはなぜかというと、山ばかりやっとるからです。中心市街地がゼロというの

はもうほとんどない話で、課長自体は徐々にいくと言うけれども、これ今、岩倉、道を造るための測量をやっ

とるわけですよね。国調入らなければ幹線道路造れませんから、それはそれでいいんですけれども、もう一人

増やして、やっぱり２馬力でやってもらわな、このまま中心市街地立地適正の中を触ろうと、それをすると言

うとるんやけれども、本当に中を触ったら時間むちゃくちゃかかりますよ。本当にそれが分かっとるのかなと

思って。 

○木下順一委員長 実際今回、一般質問の中で事前復興計画の中、質問させていただいたけれども、その中に必

要やと思って地籍調査の進捗を入れようと思いましたけれども、これもう随分時間のかかる話で、人員ばかり

増やしたところで事業は進まない状況が確かにあるんですよ。私は…… 

○尾﨑 幹委員 相続問題なんですよ。 

○木下順一委員長 その中へ尾﨑さんが前から言うとるように、被災想定区域ね、ちらっと課長も言うとったけ

れども、津波浸水区域であるとか、土砂災害で被害を受けるとか、高波で浸水するとか、そういうところの国

調がまだ５５％、できとるのが４５％ぐらいなんです。だから、そういうところを集中的にやると、大きな災

害があったときに言われるようなことでもめやんから、方向を変えてやっていただいたらどうですかというの

を言おうとしとったんですけれども。 

○尾﨑 幹委員 そやけど、ちょっと進めてもらわな。それは先ほど言うたように、家族の相続すらも、土地の

相続もできへん状態なんです。だから、上下のもしくは違う人がおって、急傾斜地を本当にずっとお願いして

いるんだけれども、上の相続が確定しいへんもんで、それは国調が入ってへんために広い土地を持っておって、

その土地を兄弟で割れとなったときに、そこで確定しいへんだら割れへんわけやもんで、これもう２０年続い

とる案件、ここら辺に山ほどあるんですよ。 
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○木下順一委員長 国土調査、これ昭和６２年から始まっとってもう随分年数たっとるのですけれども、もう一

気に進まないし…… 

○尾﨑 幹委員 そやで、これやっていこうと思うと１５０年かかるんです、鳥羽は計算していくと。そんなわ

けにはいかんでしょという。 

○木下順一委員長 この中心市街地以外でもやられてないところはあるんで。 

○尾﨑 幹委員 いや、ありますよ。 

○木下順一委員長 ただ、建設課長答弁の中にあったように、今回はその田城橋のところからやらせてください

と。その後はこの辺も含めて、駅前も含めて考えますんでと言うとったんで、課長が変わらなかったら、その

ように進んでいくと思うんで。 

○尾﨑 幹委員 これ言うたら、もう都市計画税を払うとる地域ですよ。目的税ですよ。その目的税が違うとこ

に使われるというのは、地元におる人らは、払うとる人から見ると、やっぱり格差があるんちゃうかと、鳥羽

市に。そういう考えでやっぱおりますよ。もしひっついとって、上から下、急傾斜地の問題なんですけれども、

上の山が相続でなかなか区切りがつかへんもんで、下には石がずっと落ち続けとると。それで、急傾斜地は三

重県はやりましょうと言うても、鳥羽市の国調が入らん限りできませんという部分がもう全部ですよ、ここ。

それで、都市計画税を払うとるんです。ちょっと一遍考えといて。 

○木下順一委員長 南川委員。 

○南川則之委員 尾﨑委員、ありがとうございます。 

  実際国調というのは１０年計画を各市町が立てて、国に県から要望しとるということで、実際尾﨑委員が言

うてくれたのは、予算が少ないというのは、結局は国のこちらへ来る予算が少ないということで、まず国にし

っかりと地域の声を上げて要望していくと。それでしっかりと予算をもらうというところがまず必要やと思い

ます。それで進めていかなあかんと。尾﨑議員が言われたように、この予算、これだけの平米数で

５,０００万円近くかかっとるのになかなか進まへんというのはそこなんですね。そやもんで、国にも要望し

て予算を県全体でもらうのと、その予算が来たら、今言うたようにしっかりと予算に見合うような人員配置を

していって進めてくというところが今できてないもので、やっぱり市費だけではなかなか進められんところで

すもので、まずは国にしっかりと予算取りをするように、国もいろいろ委員長が言うてくれたように、そうい

う浸水地域のこともあって、そういう震災の関係もあって、こういったところへ目を向けてくれてますので、

予算も拡大してくれる可能性もありますので、やっぱりしっかりとそういった要望もしながら、鳥羽市にも来

る予算を獲得するというところが大事かなと思います。 

○尾﨑 幹委員 御存じやと思うけれども、権限移譲、平成１１年から始まった。風致地区の権限移譲のときに、

国調を市町へ下ろしてませんか。それを受け取ってへんもんで、それはなぜかというと、税源移譲を国はまだ

発表してへんもので、宙ぶらりんになっとるんですよ。これ、本当に地方分権の一括法の法律の中の一部なん

ですね。そやで、よく御存じやと思うけれども、２０３しかなかった鳥羽市の条例の上に今５００ぐらい下り

とるわけですよね。鳥羽市は全部受け取ってへんだけで。それで、県は下してます、鳥羽市は受け取りません。

これが５００件ぐらい案件があると思うんですよ。これが全部障害になってへんかなと僕は思ってまして、こ

れがすんなりとなれば、うちから県なり国に要望をかけれるわけですよね。そのジレンマがあるんですよ。こ
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れをどうにか本当は市長がせないかんわけですよ。どうでしょう。 

○南川則之委員 そういうことも含めて、やはり国に地方のそういう声を伝えて、予算もしっかり獲得できるよ

うに予算配分してもらうと。そんな中で枠配分が多くなれば、やっぱり国調も進みますし、それで枠に来た人

数もしっかりとつけて業務委託もしていくというところが必要かなと思います。今までは申請はもう前年並み

に来とるもので、どうしても進んでないというところはあるもので、そういうところが進めばしっかりと国調

も進んでいくと思いますので、その辺のアクションを起こすというのも大事やと思いますね。 

○尾﨑 幹委員 もうこれはちょっと入れておいてください。やっぱりしっかりとアクションを起こして、やっ

ぱり明記してもらわな。 

○木下順一委員長 議長。 

○河村 孝議長 尾﨑委員がおっしゃることはもっともだとは思うんですけれども、ちょっと切り分けやないか

んなと思うのは、国調自体は国土調査法にのっとってやる事業です。御存じやと思いますけれども、これは国

の責任においてやる事業なんです。さっきの権限移譲の話の中で、実施主体は各自治体なんです。ただ、これ

は財源も含めて国が２分の１で、県が４分の幾つでしたかね。残りを自治体ということなんだけれども、その

負担した分も特別交付税で戻ってくると。実質負担が５％というのが今までのずっと決まりなわけですよ。何

が言いたいかというと、国が責任を持って予算をつけなきゃならない。ずっとここの国のつけてきとる予算と

いうのは、地籍調査に対してずっと額を下げてきとるわけです。国が下げてきたもんやから、各地域への配分

額ががくっと下がっとるわけです。特に三重県、京都、この中部地域、近畿地方が約１０％前後というところ

で一番遅れとる地域なんです。三重県と京都がドベ争いをしとるわけですよ。 

  何が言いたいかというと、ルール上は、先ほど副議長がおっしゃったように、１０年の計画を出して、まず

県が取りまとめるわけです、それを。三重県中の計画を取りまとめて、それを国に予算要求するわけです。そ

れに対して国が予算をつけてくる額が圧倒的に少ないから、三重県で分配したときに、またさらに圧倒的に少

なくて、こういう形になっとるんです。だから、そこは副議長と委員長がおっしゃったように、県と国に対し

て、我々は県に対ししっかり国に申し入れしてくれ。鳥羽市議会としても国にしっかり地籍調査の予算を確保

してくれということは鳥羽市議会として要望するべきだと思います。 

  一方、尾﨑議員が心配しとる地籍調査を入れてほしい。中心地市街地と現実問題が起こっとる。委員長が触

れられた最近の傾向として、先に災害が想定される地域については、もう前もって地籍調査を前倒しでやるべ

きではないかという風潮に国のほうもなりつつあるんで、その出した１０年の計画は各自治体でいじれるんで

す、優先順位を。だから、今日の建設課長の答えで、まずこの岩倉だけ仕上げさせてくれと。その次に中心市

街地を含む災害の可能性が高い急傾斜地も含む地域を次にやる計画に優先順位を変えていく議論をまさしくし

とる話なんで、議会としては建設課に要望するところは、その計画の優先順位を変えるべしというのは尾﨑議

員がおっしゃるとおりなんです。 

  一方で、そこは国の予算がないと、これ以上のボリュームのことはできませんので、予算措置をしっかり県

と国が確保してくれるようにということは議会として申し入れるべき。これは建設課に申し入れるんではなく

て、市長にしっかりそれを申し入れて、動いてもらうべき。県議会に申し入れる、国に申し入れる、意見書を

出すということが大事じゃないのかなというふうに思います。 
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○尾﨑 幹委員 そこですけれども、平成１５年に地方の合併が始まったときに、もう直下型になっとるんです

ね、これ。県を通さんでもいいんです。国へ直接言ったらいいんです。そういう法律改正されとるはずです。

そやけど、各地方自治体の中でも市町は県を省いてしまうと県が足を引っ張りにくるわけですよね、現に。本

当に知らんだぞと。うちのその何％の補助金知らんだよって、渡しませんよという、この問題は鳥羽でも何件

もあるもので、それで、もうちょっと拡大して見直せるならば、もう一遍やっぱり建設課としてはやるべきこ

とをやってないという捉え方しかできへんのですよ。先ほども言った中心市街地、都市計画税を払うとるとこ

ろが後回しになってなって、なってへんところ、それ言うとるように、災害の危険なところほど先にすると。

うちもここが一番推進地域ですよ。そういうやっぱり現状がある中で、しっかりとそれは言っていってもらわ

な。今、議長が言うたことをそのまま書いておいてもらえればやらざるを得へんでしょう。山からいっとるん

ですから。本当に山から入っとるんですから。 

○木下順一委員長 議長。 

○河村 孝議長 建設課長の答弁では、８年度予算に関してこれをもう仕上げさせてくれと、岩倉を。その次に

やりますというニュアンスの答弁だったと思いますんで、まさしく尾﨑委員の指摘でそういった優先順位を見

直すという作業がこれから行われるんだと私は認識しましたけれども。 

○尾﨑 幹委員 もう課長は次、離島へいくと言うとるんです。僕が個人的に聞きに行ったら、おかしいやん、

本当。もう岩倉終わったら次、離島なんですと。そこら辺、ちょっと一遍国調のやっぱりスピード化、これは

やっぱり要望しておいてください。そうせな立地適正はもう国交省へ行って聞いてますけれども、ちゃんと採

択されたら、そこでもう国調のお金なんか出てくるわけですから、放っておいても遅れたら。それで、そこの

部分に関してはやっぱり鳥羽市としてどこをコンパクトシティにするのか、それで鳥羽は進んできとるんです

から、しっかりしましょう。 

○木下順一委員長 申入れというか、委員長報告には入れたいと思いますけれども。 

○尾﨑 幹委員 それならお願いします。 

○木下順一委員長 優先順位は向こうさんが考えてくると思うんでね。 

  それ以外でございませんか、建設課。 

（「なし」の声あり） 

○木下順一委員長 それでは、建設課がないので、教育委員会のほうへいきたいと思います。 

  大変議論になりました。それへいきなり行ったると、あれか。総務課があるね。教育委員会総務課、高校生

修学支援事業。 

（「何か遅れ過ぎとるな、鳥羽は」の声あり） 

○木下順一委員長 要望がちゃんと形になって表れてますが、お褒めの言葉も要らないですか。 

（「ほとんどふるさと創生入っとるんやけど」の声あり） 

○木下順一委員長 濱口委員。 

○濱口正久委員 総務課の高校生修学支援事業、教育委員会がやるのかどうなのかは別として、高校生までのと

ころを市内全域に広げてもらったというのはすごくたありがたいんじゃないかな、平等性に基づいてね。１回

これあったときにシーリングがかかって、令和２年ぐらいですかね。シーリングがかかって、ここ切られたと
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きに、離島以外の保護者の方からも言われました。たかがしれとっても、やっぱりここのところはやっぱり大

事なところやで、一緒のように応援してほしいということがありましたので、ここはすごく全域に拡大してい

ただいてよかったかなと思います。 

○木下順一委員長 主な財源がふるさと創生基金繰入れとなっとるけれども、そのあたりは心配要因にはなる。 

○濱口正久委員 これが事業が継続性のところにふるさとを創生基金が入っていることは、なくなったときにど

うなるのかなというのがありますので、その辺のところはすごく心配やなというのがあります。たしか教育委

員会が多いんですよね、実際。 

○木下順一委員長 教育委員会総務課よろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○木下順一委員長 では、続きまして、学校教育課。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 この教育支援事業、１５９ページのヘルメットの補助です。これ、９月１６日の補正で出たと

きにも非常に皆さん議論が、なぜ、５、６年生なのかというところで根拠が乏しいということをおっしゃって

いました。倉田委員も含めて、市内に事前に調査してきて、各学校を見たときに、３、４年生のほうが需要が

あるんじゃないかということを聞き取りもあった上で、それでも９月のときにやるということで、かなり紛糾

して、もう修正動議をかけたほうがいいんじゃないかということが出たと思うんです、たしか瀬﨑委員の話も

あって。途中でこれ中断していただいて、５６分間中断して、市長を交えて話をしたと思うんです。そのとき

に私は賛成で、取りあえずやってみましょうという意見を言わせていただいた。なので、僕は責任を感じてい

るんです。 

  そのときに皆さんが注意したときに、これはもう一回見直してくるべきなんじゃないかといったときに、教

育委員会のほうは、教育長も含めてしっかり調査していきますと。根拠に基づいてできるようにしますという

ことがあったので、私はそこでそれを聞いてみたほうがいいんじゃないか。１２月の補正でも構いませんので

という話をしたんですけれども、今日の話をしていると、全然そういう検討がいつされたのかが分からず、

２０３人の対象のうち、申請が１８人と１割もいかないと。アンケート対象もその対象となった５、６年しか

してないと。ほかに欲しいかどうかというのもまず聞いてないというところですよね。このアンケートを取っ

たのも２月１６日から２７日と、本当につい最近なので、あれだけの議論をして、直ちにそれを調査をしなか

ったというのが非常に不審に思うところと、今回、僕らが審議するに当たって、きちんとやっぱり予算ですの

で、たかが３１万５,０００円ですけれども、根拠に基づくものかというのと、子供たちの安全に関わること

です。なので、皆さんが以前言っていただいたとおりに、本当に全ての人たちに本来はつけるべきところを、

子供たちの対象を広げるべきなんじゃないかなという話はしていたとおりだと私はすごく今回思いました。伊

勢市は子供たち全員、志摩市に関しては子供たちと高齢者、ほかの市町も子供たち全員か高齢者。先ほど煩雑

になるかという話もしてましたけれども、大体ほかの市町を見ると、１年から６年の間に１回とか回数を決め

たりとかということをしてたりとかします。 

  その前の僕、教委総務課の山本課長が話ししていた中に、あやふやな補助は出せないという話を事前にして

いたんですね。行政として説明のできるものでないとあかんから、今回しました。事務が今回は就学支援もそ
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うですけれども、事務の煩雑化は増えるが、分かりやすくするために市内全域にしましたという説明の後に、

この説明が全く真逆だったので、僕はこれがどうなのかなと。１回通れば検討もしないというのは、五十嵐委

員が前、言っていた議事録に残っていますけれども、そんな感じなのかなというのはすごく思ってしまったの

と、僕はそのなくせという話じゃなくて、ちゃんと根拠に基づいた必要としているところにきちんと税金は公

平に使うべきだというふうに思っています。 

  今回、義務化のものじゃなくて努力義務の予算ですので、これつけるなら、しっかりとした予算の根拠とい

うのが必要です。そこに対してすごくちょっとあやふやなというのと、多分保護者の方も僕、実際聞いている

んです。ほかの学年から、何でアンケートというか、保護者も疑問に思っているとこもありますので、そうい

うものに対してどうなのかなと。あと、教育長はそのままいきますみたいなことをあっさりと言っていたので、

ええと僕は思ったんですけれども、皆さんの意見はどうなのかなというような。今回はこの件に関しては、僕

は前、修正のところも瀬﨑委員言ってましたけれども、僕は止めてしまった側なので、今回は僕は出させてい

ただこうかなというふうに、ほかのことに対しても全然異論はないんです。全ての予算に対しても、ほかの今

回積極財政に対してもそうなんですけれども、積極財政の中でなぜここだけ消極的なのかが非常に疑問です、

僕なんかは。また僕ばかり言うとるときりがないので。 

○木下順一委員長 この件に関してほかの委員さんからも意見があったと思うけれども、この件に関してどうで

すか。南川委員も言われておったけれども。 

○南川則之委員 私も確認をさせていただいて、昨年の９月で７年度の５、６年生ということで、２０３人の予

算を盛って通したわけなんですけれども、結果的には現時点で１８名ということで、本当に周知というか、そ

れはどうかなと思ったところで、そのときもいろんなこと、これからアンケートも取りながら再度やっていく

んやという流れの中で、今日聞いてもなかなか結論、答えは出ませんでした。３１万５,０００円の１０５人

分の中でも本当に調査しとるのかなというところもあって、全員が自転車を持っとるかどうかも分からんと。

それはちょっと自転車持っとるかどうかというのはアンケートで聞ける話やし、さらに自転車を持っていても

ヘルメットが必要かどうかとか、重要性も含めて、しっかりとアンケートを取った中で予算の計上があってし

かるべきやったかなと思いますし、ただ、この予算というのは、全体的な予算が早く決まりますので、９月か

らそんなに期間もなかったということで、担当課としてはかなり苦慮もされたんかなという、これ、私の憶測、

考えなんですけれども、もうちょっと丁寧に予算計上をしてほしいなと思うところがあったということですね。

各課いろんなところでも予算どうなのかなというところも真剣に考えてくれとるんかなと、皆期間のない中で

予算計上されたのかなというところもあったんですけれども、特にこのヘルメットの補助についてはそういう

気がしたというところですね。 

○木下順一委員長 他にございませんか、今のところでご意見。 

  瀬﨑委員。 

○瀬﨑伸一委員 あえて僕、もうよう言わんかったんですけれども、もう皆さんおっしゃっているとおりです。

学校教育課、学校の教育として、児童の安全の確保を推進する。ＩＣＴ教育をするために、要はタブレットを

全員に渡す。一緒と違うかなと思うんです。やっぱりこれは対象はその効果があるか、ないかはもちろん決算

で見て、この事業を全員分で打ったけれども、効果なかったねは、もちろんそこでクラッシュ・アンド・ビル
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ド、クラッシュしていけばいい。それもあるかなとは思うんですけれども、掘れば掘るほど何にこだわってみ

えるのかがさっぱり見えてこないというのしか見えてこない。であれば、もう１００人おっても９年、６と３、

９００人の３,０００、２７０万円ですよね。なぜそこを踏み切れないのかというのが答弁ではどうしても理

解ができなかったので、学校教育としてやる児童の安全確保、努力義務だろうが、罰則のつくような義務であ

ろうが、多分教育としてやる確保であれば、全員に渡れるすべを用意するべきかなと僕は思いますので、ぜひ

増額の修正をお願いしたいなと思います。 

○木下順一委員長 増額の修正ができたんやったかな。 

  五十嵐委員。 

○五十嵐ちひろ委員 先ほどの委員会の中の答弁で、５年生でもらえるというのを定着させていくというような

話がありました。これはひねくれた受け取り方かもしれないですけれども、市が決めたやり方に市民が合わせ

ていくということじゃないかなというふうに感じまして、ヘルメットでそれだったらまだいいという考え方も

あるかもしれないけれども、例えば４年生のときにちょっと小さくなって、もうかぶってられないから、かぶ

るのやめた。５年になったら補助があるからといって、しばらくかぶらずに乗っている間に事故に遭ったらど

うするんだというのもありますし、何か別のことでも市がこうやってやることにしたんだから、市民がそれに

合わせてくださいねというのが広がっていくんだとしたら、それは不健全だと思うので、それはよくないんじ

ゃないかなと思いました。 

○木下順一委員長 この件なかなか難しいな。去年の９月、中断して、いろいろ市長と話もさせてもろうた中で、

今日の受け答えを聞いとると、やっぱりこの事業に対する思いも伝わってきやへんし、何かいいかげんという

言い方はちょっとまずいやろうけれども、思いが伝わってきやへんないうのはずっと感じておったんですけれ

ども。 

  世古雅人委員。 

○世古雅人委員 昨年９月の補正予算の提案があったときに、この事業にかなり選択肢ということを議会のほう

から市長に言わせてもらった覚えがあるんです。それは私も小学校とか、例えば保育所や幼稚園の年長からと

か、小学校の間のその間に一度支給するというような住民自ら選択できる、そういう選択肢を与えるような事

業のほうが、５年生というような限定をする、これが今回の１８名しかなかった結果なのかなと私は思います

ので、この事業については安全を守るために反対ではありません。だけど、税金を投入して、そういう安全を

守るための事業とするのであれば、その親御さんというか、保護者や子供の成長に合わせた選択肢を、先ほど

五十嵐委員も言われたように、私も選択肢をということも言わせてもらったので、同じような考えでおります。 

  以上です。 

○木下順一委員長 濱口委員は今後どうされるのかな。 

  濱口委員。 

○濱口正久委員 この件に関して、このままいきますという教育長の答弁でいくと、多分今年そのままいって、

途中で何かあったときとか、いろいろな後悔することがもしかしたらあるかも分かりませんけれども、私自身

は、議員としてその予算の根拠であったりとか、二元代表制であったりとか、いろんなことを鑑みて、ここの

部分に関して３１万５,０００円を抜く修正動議を明日提出させていただきたいなと思います。それ以外のと



－103－ 

ころに関しては私は異論はございません。 

○木下順一委員長 ということです。 

  分かりました。それでは、そのようにまた委員会のほうでも進めていかな…… 

（「最終日にまだ」の声あり） 

○木下順一委員長 はい、最終日のほうでね。 

  それ以外のところで学校教育課ございますか。生涯学習課についても併せてご意見あれば。 

（発言する声なし） 

○木下順一委員長 なければ、最終日にもあるもので、最終日の振り返り、最終の振り返りの中でもまた気づか

れたことがあれば、付け足していただければと思ってますので、今日はこのあたりでよろしいですか。 

（「はい」の声あり） 

○木下順一委員長 じゃ、最後に議長、もうよろしいですか、今日は。ご意見はよろしいですか。 

  議長。 

○河村 孝議長 ありがとうございます。 

  議会にも自浄作用があるんだということを示すためにも、あえて今日は苦言から入らせていただきます。 

  全員とは言いません。やっぱり一部でお話を聞かせていただいていて、持論と要望があまりにも多かった時

間帯、事業がたくさんありました。議会として、議員として忘れてはならないのは、予算の審査の委員会です

から、まず執行部が出してきた予算に対してどうなんやという視点が一番であるべきだと思います。その審査

をした上で次なる要望が出てくるというのが本来の形かなと思うんですけれども、そのちょっと審査をないが

しろにして、要望がと。もうそうすると全員が要望合戦になったり、議会として機能しない話になってしまう

んで、恥ずかしい話です。あえて耳の痛い話をここでさせていただきたいと思います。 

  その上で２点だけちょっと私のほうから気になっているところがありまして、建設課の事業で、皆さんちょ

っと触れてなかったんですけれども、１３８ページの港湾施設整備事業のところで、中之郷の荷揚げ場の鉄板

リース料３４９万４,０００円、これがまた８年度もついてます。小竹市政に変わられて、荷揚げ場をどうす

るかというところは前副市長が県とやり取りしながら話を進めてもらっていたとは認識しているんですけれど

も、その後の報告はもう全くないという中で、私は非常にあの荷揚げ場が心配で、本当に敷き鉄板だけで大丈

夫なのかと。安全を担保できるのかというところが非常に心配で、結論を先に言うと、この敷き鉄板をもうこ

れずっとほったらかして長いことリースするなら、一旦敷設したものを買い取って、またそれが工事が始まる

ときに売却すればいいだけの話なんで、その辺の費用対効果を建設課としては考えるべきではないのかなとい

うのが１点と、その荷揚げ場について県とどこまでの交渉ができているのか、また、これからどうするつもり

でおるのかというロードマップ、進捗状況を執行部としては議会に示すべきではないのかなというふうに思い

ましたので、この１点を指摘させていただきます。 

  もう一つ、そのロードマップでお話しさせていただくと、１７０ページの文化財保存推進事業、旧鳥羽小学

校の件についてなんですけれども、ここ近年それぞれの議員からいろんな提案が出ているのも承知しておりま

す。ただ、この鳥羽小学校を残して再利用するというもともとの計画が持ち上がったときには、まだ副委員長、

職員でおられたと思うんですけれども、海の博物館を購入する以前からこの話であって、何とか鳥羽小学校を
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残して利活用したいというところからスタートしてます。そこで、途中で海の博物館の中に入っているものを

散らしたくないということで、先に海の博物館を買いにいったという経緯があって、財政にぐっと負担がかか

っているはずなんです、その分ね。 

  そこで、鳥羽小の扱いについては、取りあえず文化財の予算がつく限りの範囲でできることをやっていくと。

一部当然雨漏り等々天端のところは国からの予算はつきませんので、市費も持ち出しながらやってきたという

のが今までの経緯です。ここに書いてあるように、８年度は３階の講堂を中心とした公開を行うための改修工

事の算出ということであれば、これもうフェーズが変わってきた話で、今までは保存というところだった。で

も、ここから利活用ということであれば、議員さんそれぞれ意見が違うところが出てくると思いますんで、一

度執行部として小竹市政はどういう利活用を今の財政状況において鳥羽小学校を考えているのかというロード

マップを私は出すべきだと、議会に提出するべきだと思ってます。駅周辺再整備を鳥羽小学校の整備も含めて、

駅周辺の再整備とみなすのか。今日も予算の中に入っていましたけれども、博物館の外壁の修繕にもまだまだ

これからお金がかかるという状況の中で、あれもこれも手をつけて本当に大丈夫なのかというところが私は心

配ですので、この旧鳥羽小学校を利活用ということであれば、議会はこれからのロードマップをどういうふう

に考えて、どういうふうに進める、着地点はどこであるということを議会としては求めていくべきではないの

かなというふうに感じました。 

  委員長、以上です。 

○木下順一委員長 ありがとうございます。肝心なところを委員会の中で抜かしとったような気もしますんで。 

○尾﨑 幹委員 反対してきた者から言わしたら、こうなるのは見えとったわね。二つとも。僕は反対してきま

したよって。 

○木下順一委員長 ３日目ということで、大変お疲れですけれども、最終日も皆さん、予算の事業内容に沿った

質疑等々でよろしくお願いしたいと思います。 

  本日はこれで終了します。お疲れさんでした。 

  明日のこと言わないかんな。明日３月１３日も午前９時から予算決算常任委員会を再開し、特別会計及び企

業会計の当初予算審査を行いますので、定刻までにご参集願います。 

  本日はこれをもちまして散会いたします。 

（午後 ５時４３分 散会） 

─────────────── 
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